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プロローグ　我が姫・天城輝夜









　山林を抜けると花畑だった。上空から穏おだやかな太陽光が差し込んでいる。幻想的な光景を前に、思わず足が止まった。

　花畑の中央には幼い少女がいて、摘んだ花の茎をせっせと編み込んでいる。

　娘はこちらを向き、大きく手を振りながら叫ぶ。

「四し郎ろう、四郎ーっ！　早くこっちに来なさい、早くってば！」

　その声に従い、花畑に踏み込む。彼女は小綺麗な着物に身を包んでいた。銀の髪と白い肌が際立っている。

「まったくもう、どこに行ってたのよ！　ほら！　ぼーっと突っ立ってないで、さっさと腰を下ろしなさい」

　片手に花輪を持ち、ぴょんぴょん跳ねながら──少女は拗すねた顔で言った。

「これはご無礼を」

「本当よ。まったく、気が利かないんだから」

「では、このようにすればよろしいですか」

　幼く小さなお姫様の前で、四郎は膝ひざをついた。

「だめ、まだ届かないわ。首を下げなさい、四郎」

「となると、その大きな花輪は」

「そうよ、四郎のために編んだの」

　嫌だったかしら？　血のように赤い瞳を細めながら、少女は首を傾かしげた。

「いいえ、嬉しく思います」

「だったら早く首を下げなさいったら……うん、それでいいわ。ふふっ、なかなか似合ってるじゃない」

　少女は満足そうな顔で胸を張る。

「ま、当然だけどね。わたしが編んだのだから、似合わない方がおかしいわ」

　彼女に微笑を向けながら、四郎は理解していた。これが夢だということを。

　己の仕える天城あまぎ輝夜かぐやは、もう、幼くはないのだから。

「大切にいたします」

「ええ、そうしなさい。とはいえ、じきに枯かれてしまうでしょうけどね」

　──花が咲いていられる時間は、そう長くはないわ。

　輝夜はゾッとするほど妖艶な笑みを浮かべた。

　それはまるで、国の行く末を誤らせる傾けい城せいの美女を思わせる。

「咲いている時に摘まねば花に価値なんてない、そう思わないかしら」

「姫、俺は……」

「あら、どこへ行こうというのかしら」

　思わず後ろずさってしまった四郎に輝夜が問う。

「わたしの側にいるのが嫌になった？」

「……そうではありません。そのような戯たわむれに興味がないのです」

「うそつきね、四郎は」

　輝夜がなぶるような視線を送る。

　途端、四郎は身体を動かすことができなくなってしまった。

　草花が、まるで縄のように──足首に巻きついているのだ。

「せっかく、ふたりきりになれたのよ？　いっぱい楽しみましょう」

　桃色の舌でチロリと唇をしめらせ、娘がゆっくりと近寄ってくる。

　──次の瞬間。

　ザザッとノイズが走り、四郎の目前には成人した女体が立っていた。

　彼女は着物をはだけて、真っ白な裸体を露あらわにする。形よく張った胸のふくらみ、下肢に茂しげる銀の叢くさむらに目を奪われていると──スッと手が差し伸べられた。

「誰も見ていないわ、ここだったら」

　ためらいもなく、輝夜は四郎の股間を握りしめる。

　あっという間に張り詰めたそれを、彼女はある意図を込めて撫ではじめた。

「こちらは正直ね。すっかり硬くなったじゃない」

「ひ、姫……っ」

　喉のどの奥からかすれた声がもれた。

　着物はいつの間にか乱されていて、下肢に外気を感じている。

　露出した肉棒はすっかり勃起していて、先走り液で輝夜の指を濡らしていた。

「硬い、それにすごく太いわ」

　しゅっしゅっと肉棒をしごきながら輝夜はささやく。

　ただしごくのではなく、男の造形を確かめるような手つきだ。

「う……っ」

　四郎は童貞である。女性に股間を触られた経験などない。

　自慰とはまるで異なる感覚に、思わず腰が引けてしまう。

「見て、もう糸が引いてる……。それに、なんだかいやらしい臭いもするわね」

　輝夜が肉棒から手を離し、すんすんと鼻を鳴らす。

　そして人差し指を立て、見せつけるように根元から舐め上げてみせた。

「姫、そのようなはしたない真似は……！」

「あら、どうして嫌がるのかしら」

　淫婦を思わせる煽せん情じよう的な貌かおで、甘い吐息を振り撒まきながら少女は問う。

「罪悪感なんて、生きていく上でなんの役にも立たない。なら、感じる必要なんてないのよ」

　輝夜は女らしからぬ力で四郎の胸を押した。

　ドウと尻餅を突いた男を見て、彼女はクスクスと笑う。

「それに、男と女がいたら──自然の成り行きに任せるしかないでしょう？」

「だめです、姫！　これ以上はいけません！」

　夢の中だというのに喉がカラカラになっている。

　輝夜は天城家の姫君であり、四郎の乳姉弟なのだ。

　たとえ現実ではないとしても、交わることは決して許されない。

「うそね、うそだわ。自分の欲求には素直であるべきよ、四郎」

　輝夜が大きく足を開き、四郎に跨った。

　パンパンに張った亀頭の先端に、熱いぬめりを感じる。

「今の状況がいい証拠でしょう？　あなたが望んでいるから、わたしたちは花こ畑こで交わるのよ」

　お姫様は上気した貌で腰をくねらせた。

　互いの性器が擦れ合って、くちゅくちゅと粘ついた音が響く。

　十分すぎるほど潤うるおった淫裂が、赤黒く勃起した雄肉にねっとりと吸いついていた。

「ですが、俺と姫様は……！」

「身分なんて関係ないわ。わたしたちはずっと、一緒だったんだから」

「だからと言って……ぐぉっ!?」

「抵抗しないで。知ってるの、わたしが欲しいんでしょう？」

　輝夜は赤い瞳をニィッと細める。

　一気に腰を落とし、熱くぬかるむ肉筒へ──にゅるんと怒張を収め込んだ。

　ゾリゾリと肉棒を刺激する、高弾力の細かな肉ヒダ。

　それが螺ら旋せんを描くように、一気に四郎を締め上げていく。

「う……っ」

　名器ではなく凶器だった。思わず喉奥からうめき声がもれる。

　男を長く楽しませるよりも、効率的に精液を搾り取ることに特化した蜜壺。

　自慰では得られない快楽に喘ぐ四郎を見て、輝夜は満足そうに微笑ほほえんだ。

「どう、気持ちいいでしょう？　わたしの膣な内かは」

　四郎の頬ほほを撫でながら、少女はねっとりと吐息をもらす。

　真っ赤な瞳から逃れようと視線を逸そらせば、勃起した肉棒が根元まで淫裂に咥くわえ込まれているのが見えた。

　その瞬間、快楽に染まりかけていた意識が冷静さを取り戻す。

「だめだ、抜け……ッ！　抜いてください、姫ッ!!」

「興が醒めるようなことを言わないで。興奮しているくせに」

　輝夜は四郎の抵抗を嘲あざ笑わらった。

　何も言い返せなかった。図星だったからだ。

　昔からよく知る、決して手を出してはならない幼馴染との性行為。

　その事実に伴う背徳感で、下半身は完全に支配されている。

「あっ、ん……っ、はぁ……い、いぃ……っ」

　ねっとりとした声色で喘ぎながら、輝夜は腰をうねらせた。

　下肢の動きは、噂に聞く淫売女のそれと大差ない。

　蜜壺いっぱいに肉棒を頬張り、快楽を存分に貪っているようだ。

「硬いの、いい……あっ、そこ……カリが引っかかって、すごい……っ」

　輝夜が腰を振れば振るほど、細かな肉ヒダがゾリゾリと肉棒を擦り上げる。

　めまいすら覚えるほどの快楽だった。

　行為をはじめてまだ間もないというのに、四郎はもう追い詰められている。

「四郎は、どう……？　気持ち、いい……？」

「ぐ……っ」

「ま、顔を見ればわかるわ。気持ちいいに決まってるわよね、だってわたしの身体なんだもの」

　輝夜が腰の動きを上下に切り替える。

　根元から絞り上げられる快楽は凄まじく、腰が蕩とろけてしまいそうだ。

「これすごい、本当にすごいわ……。こんなに大きいのに、苦しくない……っ」

　夢中になって腰を振りたくる輝夜は、淫らでありながらも美しい。

　彼女の常人離れした容姿も相まって、まるで天女のように思えてしまう。

「姫……」

　その姿に見惚れていると、彼女の身体が四郎の上に倒れてきた。

　薄桃色の唇が押しつけられ、熱い吐息が口内に吹き込まれる。

　抱きつかれた上半身は完全に密着し、互いの距離はゼロになっていた。

「……ん……っ、ちゅ……んんっ」

　彼女の唇はとてもやわらかかった。

　胸板で潰れている乳房とは異質のやわらかさだ。

「んっ、んむぅ……っ」

　輝夜の熱い舌が、ぬらりと口腔内への侵入を図ってくる。

　もはや拒むことなどできない。四郎は諦め、彼女を受け入れた。

「はっ、ん……はぁ、んふぅ……」

　鼻息を荒らげながら舌を絡みつけてくる少女の唾だ液えきは、とても甘く感じられる。

　媚薬効果でもあるのだろうか。

　肉棒がますます硬くなり、膣壁のうごめく様子が鮮明に伝わってきた。

「ふふっ、膣な内かでびくびくってしてる……」

　熱烈な口付け。その息継ぎの最中、輝夜は熱っぽくささやいてきた。

「ねー、もう射精したいんでしょう？」

「な……っ」

「わかるわ、四郎のことだもの」

　その指摘はたしかに事実だったが、絶対に許されることではない。

　自分の仕える姫君に、しかも乳姉弟として育った相手に膣な内か射だ精しするなど──狂気の沙汰でしかない。

「ひ、姫……！　どいてください、このままでは──」

「──このまま射精だせばいいじゃない」

　からかうように輝夜は言った。

　彼女の言葉に連動するように、怒張に肉ヒダが絡からみつく。

　その強烈な快楽を前に、陰茎の根元まで精液がせり上がってきた。

「あなたの子供なら、何人でも産んであげるから」

「あ、ぐ……おぉッ」

　淫らなささやきと共に、輝夜の膣壁が一気に収縮。

　凶悪なまでの性感が走り、男根と肉ヒダの境界がなくなった。

　まるで彼女と完全にひとつになったかのようだ。

「ぐう……っ」

　四郎の鈴口から精液がどくどくと吐き出されていく。

　自慰の際、意図せず暴発させてしまったような──だらしのない射精だった。

「ん……きたぁ……っ」

　だが、種付け行為であることに違いはない。

　高貴な姫君の子宮が、四郎の下げ賤せんな孕ませ汁を受け止めている。

　その貌はうっとりとして、幸福感に満ちていた。

「あぁ……いい気持ち、お腹の奥がぽかぽか温まっていくのがたまらないわ」
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　一滴も逃さないとばかりに、膣壁が肉竿を根元から絞り上げている。

　管に残っていた精液がびゅるっと押し出され、凶悪な肉ヒダをさらにぬめらせた。

「それにしても、素敵な魔羅マラね……。もう一度、しましょう？」

　輝夜はゆっくりと腰を上げ、見せつけるように──淫裂を指で広げた。

　色素の薄い粘膜の割れ目。

　その小さな膣口から、黄ばんだ体液がどろりと流れてきた。

「ずいぶんと、いっぱい射精だしたのね……」

　淫いん靡びな光景を前にして、四郎は思わず生唾を飲み込んでしまう。

「わたしを自分の女にできて、嬉しくないの？」

「…………」

「なにも言わなくても、四郎の魔羅は正直ね。まだこんなに硬くて、ガッチガチ……。もっと、わたしを犯したいんでしょう？」

　淫らにささやきながら、輝夜はそそり立つ肉棒に指を絡めた。

　それは互いの体液でぬめり、てかっている。

「自分に素直になりなさい、四郎」

　にちにちと雄肉をしごき、輝夜は四郎の耳元へ息を吹きかけるように、

「今だけは、わたしの身体……あなたのものなのよ？」

　もはや限界だった。

　挑発に乗せられてしまい、四郎は彼女を押し倒している。

「クソッ、クソッ……！」

　柳腰を掴つかみ、引き寄せて、股座の熱いぬかるみへ亀頭を押しつける。

　この行為が禁忌だとわかっていた。

　だが、こんなにも素晴らしい女体が自分だけのものだと思うと──凄まじい興奮と支配欲が全身を駆けめぐっていく。

「ふふっ……ずいぶんと乱暴なのね。ま、せいぜい好きに愉たのしみなさい」

　圧倒的な快楽を与えてくれる蜜壺。

　その凶悪な淫裂に荒々しく股間をぶち込んだ四郎に、輝夜は嗤わらいながら言った。

「どうせ現実では、絶対に手に入らない身体なんだから」











第一章　絶対禁忌の花を摘んで









１　朝倉四郎と天城の姫




「う……朝、か……」

　座敷の明かり窓からうっすらと日の光が差し込んでいる。

　夢の世界から覚醒した朝あさ倉くら四郎だったが、その心中は穏やかではなかった。

　主君の娘である幼馴染、天城輝夜。

　彼女と交わる淫夢を見た挙句、夢精までしてしまったからだ。

「……畜生」

　下肢にべっとりと広がっている不快感。

　それを手元の雑巾で拭ぬぐい去りながら、四郎は悪態をつく。

（話には聞いていたが、まさか経験する側に回るとは……ガキか、俺は）

　こんな情けない記憶は、早々に忘却の彼方かなたへ押しやりたいところだ。

　だが、四郎は自分の失敗をなかなか忘れられない性た質ちだった。

　恥辱や憤怒といった感情も同様だ。皆が完全に忘れているような遠い昔のことも、不意にフラッシュバックして、場所を問わず苦く悶もんすることになる。

「クソッ、なんてクズなんだ……俺は」

　今朝の経験も、おそらく死ぬまで忘れることはないだろう。

　こっそりと家を出て、寝間着に付着している体液を川の水で洗い流しながら──四郎はそう確信していた。

（これでは姫に合わせる顔がない……）

　えてして罪悪感に浸っている時ほど、人間はろくなことを考えないものだ。

　少しでも油断すると、あの淫夢が映像として脳裏で再生されてしまう。

　映像だけならいい。問題なのは、少女の体温や肉感、甘い匂い、凶悪な膣孔の感覚までもが鮮明によみがえってくることだった。

「どれだけ溜まってるんだ、俺は……」

　股間が硬く張り詰めていることを自覚し、四郎はため息をつく。

　罪悪感のみならず、強烈な自己嫌悪を覚えていた。

（輝夜を、姫を性的に見てしまったと知れたら……ただでは済まないだろうな）

　世は戦国、肉親すら殺し合う下剋上の時代。とはいえ、利害関係が多く共通していることもあって、大名が信頼できる集団は──やはり親族衆だった。

　これに匹敵するのが疑似親族、乳兄弟である。たとえば織田信長の家臣である池田恒つね興おきのように、彼らは信頼できる家臣として重用される傾向にあった。

　四郎もその例に漏れない。天城家の長女たる輝夜は、人生を共に歩んだ幼馴染に絶大な信頼を寄せているのだった。

（そんな姫様に、俺は……）

　洗濯を終えた着物を絞りながら、四郎は嘆息する。

「──俺は、諦めたはずなんだ」

　うめくようにつぶやくと、四郎は自分の屋敷へ戻った。

　ゆっくりしてはいられない。天城家の屋敷に出仕しなければならないからだ。

　洗濯物を干し、朝食をとってから、四郎は家を出ることになる。




　中部日本から京へと続く大街道。その一部区間を天城家は支配していた。

　この家の興りは、南北朝時代にまでさかのぼる。

　世相が荒れて人々が生活に疲ひ弊へいしはじめた頃、地域信仰に根差した宗教団体が武装蜂起。旧支配者を追放し、独立したのが天城家のはじまりだった。

　天城家の率いる天城教団は、瞬またたく間に近隣の土豪を取り込み──近江・美濃・伊勢の有力者との合従連衡を繰り返しながら今日に至っている。

　財源は、信者からの上納金や農業生産物。

　そして街道に設けた関から得られる、通行税などだ。

　そういった資金を元手に天城家は自城を要塞化。堅硬な防衛機能を整えている。

　だが、天城家の者たちは城の中で日常生活を送っているわけではない。

　彼らの生活拠点は山さん麓ろくに設けた屋敷にあり、四郎たち家臣団もそこを中心に屋敷を設けて集落を形成しているのだった。




「四ぃ郎っ！」

　待ち伏せしていた輝夜に背後からいきなり声をかけられたのは、四郎が天城家屋敷に向かっている途中のことだった。

　屋敷と集落の間には防火林があり、まだ早朝ともあって霧が立ち込めている。

　そんな状況だ。四郎は飛び上がらんほどに驚いてしまった。

「うふふっ。なによー、もうっ」

　四郎の挙動がおかしかったのだろう。

　いたずら好きなお姫様は木の陰から半身をのぞかせて、くすくす笑っている。

　流れる銀髪はサラサラと美しく、細められた赤目は血のように鮮やかだ。

「四郎ってやっぱり、いい反応するわよねー」

「姫、まったく……」

　大きくため息をつきながら、四郎は歩み寄ってくる少女に向き直った。

　彼女のまとう衣装は特殊で、他家に例がなく、天城教団独特のものだ。

　まず、腕と肩の間の布地はバッサリ切り落とされていて、紐で結ばれている。

　下着を着ないことになっているので、腋わきや横乳などの肌は丸見えだ。

　腰下についても、太ももがチラリとのぞいている。

　着物の生地は紅を基調として黒や金が配されており、否応なしに悪目立ちする。

　足袋は木綿を黒く染めたもので編まれ、膝上まであった。

　そして足元は、赤い鼻緒の目立つ黒漆うるしの下げ駄たを履はいている。

　──こういった異様な装いは、天城教団が、性と豊穣を司る在野の地母神イザナミ信仰に拠っているからなのだろう。

「いたずらは大目に見ます。いつものことですから」

「いつものことってなによ。まー、事実だけど」

「……ですが、なぜここに？　供もつけずにいたら、暴漢に襲われるかもしれません。何かあってからでは遅いのですよ」

「うん、そうかもね」

「なんですか、その適当な返事は」

「何かあっても、別にいいんじゃないかなーって」

　眉をひそめた四郎に、輝夜は緊張感のない笑みを向けた。

「だってその時は、間違いなく四郎が助けてくれるだろうしね」

　彼女はさらりと、さも当然といった様子で言葉を紡つむぐ。

　表情からうかがえるのは、絶対的な信頼だ。

　その純真さを前に、淫夢を見たばかりの四郎は強い自己嫌悪をよみがえらせた。

「んー？　どうしたの、元気がないわね」

　表情を曇くもらせた幼馴染を案じ、輝夜が途端に心配そうな表情を見せる。

「顔色が悪いわ。体調、悪いの？」

「いえ、そういうわけでは……」

　四郎は美しい幼馴染から顔を背けた。

「本当に大丈夫なの？　しんどかったら、わたしの部屋で休んでいていいのよ？　屋敷の者たちには、『わたしの仕事を任せてる』って話を通してあげるから」

「……大丈夫です、問題ありません」

「あるわよ！　いつもの四郎と違うもの！」

「本当に大丈夫ですから」

「本当の本当に？」

　お姫様は四郎の額ひたいに、ペタリと真っ白な手の平を当てる。

　彼女は女性にしては高身長なこともあり、互いの身長差はゼロに近い。

「うん、熱はなさそうね。ちょっと顔が赤いみたいだけど」

「姫、その……お言葉ですが」

「なによ」

「あまり、男にこういったことをするものでは……」

「どうして？」

「何かあってからでは遅いのです。警戒するに越したことはありません」

「あー、まー、それは大丈夫かな」

　後退しながら、輝夜はくるりと一回転。後ろ手に組み、上体を倒して四郎を見上げるような姿勢をとりながら──いたずらっぽく微笑んだ。

「わたしがこんなことをするの、四郎くらいだもの」

「…………」

「ってか、四郎だって知ってるでしょ？　わたしの周りにいる男なんて、お父様と四郎くらいなんだし」

　それは事実だった。

　古来より白い動物アルビノは、希少性やその外見から信仰の対象とされてきた。

　なかでも人間は『白人しらひと』と呼ばれており、輝夜は神聖な存在として天城家で祭り上げている。

　神聖であるが故に男は完全に遠ざけられ、近侍するのは女官しかいない。

　乳姉弟である四郎は、唯一の例外的存在だった。

「姫、言いたいことは多々あります。ですが、まずはお屋敷に戻りましょう。輝てる元もと様も心配されておられるはずです」

「嫌よ、絶対に嫌」

　父親の名前を四郎があげると、輝夜は冷たい声で応じた。

「ですが、姫」

「嫌」

「姫！」

「しつこい！　嫌だって言ってるでしょ！」

　ふたりの間に沈黙が訪れる。

　ザザァ、と木々が風で揺れる音が妙に大きく響いた。

「……輝元様と、何かありましたか？」

「ふん」

　沈黙に耐えきれなくなって声をかけるも、彼女はただ吐き捨てるだけ。

　長い銀の睫まつ毛げに縁どられた赤い瞳は、激しい憎悪でよどんでいた。

（一体なにがあったんだ……）

　四郎は困惑する──が、思いきって踏み込むことにした。

「俺には話せませんか？」

「そういうわけじゃないけど……」

　綺麗な眉間にシワが寄る。

　彼女は苛立ち交じりの吐息をもらすと、ぶすっとした表情で言った。

「でも、ここで話す気分じゃないわ。そうね、花畑に連れていきなさい」

「え？」

「花畑よ。わたしたちが小さい頃に遊んでいた、あそこ」

「あ、あぁ……あそこですか」

　思わず戸惑い、言いよどんでしまう。

　そんな四郎に不満を覚えたのか──輝夜は頬をぷくーっと膨らませた。

「なに？　嫌なの？」

「滅相もありません」

「なら、どうしてそんなに狼狽うろたえてるのよ」

　仕方がないじゃないか──と思う自分がいる。

　なにしろ彼女の言う『花畑』とは、先ほどの淫夢の舞台に他ならないのだ。

「なによ、まどろっこしいわね。さっさと言いなさいよ！」

　しかし、そんな事情を知らない輝夜は苛立ちを募らせていく。

　これはまずい、と四郎は思った。

　上手く弁明しなければ、父親への怒りの炎がこちらにまで延焼してきそうだ。

「ああ、いえ……その、下駄では山登りは難しいなと思いましたので」

「……相変わらず、言い訳が下手ね」

　輝夜はあきれ顔でため息をつく。

「四郎は昔っからそう。わたしに嘘がつけるほど器用な人間じゃないんだから、下手なことを言わない方が身のためよ」

「面目ございません」

「ま、いいけどね」

　ふっと微笑を浮かべながら彼女は言う。

「四郎が言ってることは事実だもの。あの花畑は城へ向かう途中にあるわ。下駄で登れるほど、緩やかな山道じゃないのもわかってる。せめて草履じゃないとね」

「では……」

　──他の場所でお話しいたしましょうか？

　そう問おうとしたのだが、輝夜の発した言葉は予想外のものだった。

「ええ、だから四郎。わたしをおんぶしなさい」

「はぁ？」

　唖あ然ぜんとして、思わず素の声が飛び出てしまう。

　それに対して輝夜は、さも当然といった表か情おで応じた。

「なによ、変なことは言ってないでしょう？」

　お姫様はズイと迫りながら言う。

「わたしは花畑に行きたい。でも下駄を履いたままじゃ山は登れない。なら、四郎に背負ってもらう以外に方法がないわ」

「姫」

「なによ」

「嫁入り前の女子おなごが、そのようにはしたない要求をするものではありません」

「はしたない？」

「男と過度に密着するなど、あってはならないことです」

「今さらじゃない、そんなの」

　輝夜はふふんと鼻で笑いながら続けた。

「わたしたち、昔は一緒に水浴びもした仲でしょう？　今さらよ、今さら」

　いや、それは違うだろうと四郎は思う。

　世の中には『男女七歳にして席を同じゅうせず』という言葉もある。

　今と昔とでは事情が違うわけで、同列に考えるべきではないはずだ。

（とはいえ、そんなことを言ったら完全にへそを曲げてしまうだろうな）

　畜生。ここは素直に折れた方が得策か。四郎はそう判断した。

「わかりました、姫のお望み通りにいたします」

「やった」

「ですが、しっかり話していただきますよ」

「はいはい、わかってるわかってる。そんなことよりも、ほら」

「なんですか」

「早くしゃがみなさいったら。これじゃ背中に乗れないじゃない」

　その声色から察するに、輝夜の機嫌はかなり持ち直したらしい。

「では、失礼して」

「あー、悪いけどもう少し腰を落としてもらえるかしら。あっ、そうそう。それでちょうどいい感じね」

　輝夜の白くて細い腕が伸び、四郎の首に巻きついた。

　すぐに上半身がむにゅりと押しつけられ、しなやかな両足が腰を挟み込む。

　凄まじい密着感を覚えながら、彼女の太ももを手の平で支えて立ち上がった。

「あっ……」

「どうかしましたか、痛みでも？」

「んーん、なんでもない……」

　輝夜が何を考えているかはわからないが、今できることはひとつしかない。

　彼女を背負いつつ、山道を登るだけだ。

「……ねぇ、四郎」

「なんです、姫」

　本格的な急勾こう配ばいを間近に控えたところで、輝夜が話しかけてきた。

「わたし、重くない？」

「ええ、この程度ならまるで問題ありません」

「そうなの？」

　疑問の声を発した輝夜に、四郎は応じた。

「戦いくさ場ばでは重い甲かつ冑ちゆうを着て、これまた重い武器を振り回すのです。そして山城の攻略ともなれば、その状態で山を登ることになるわけですから」

「ふーん、なんか男って感じね」

「感じ、ではなく男です」

「そうなのよね、四郎は男の子だもんね……」

「もう、男の子という歳でもありませんが」

「あははっ、ごめんごめん。怒っちゃやーよ、四郎」

　嫌みのない笑い声が響く。

　かと思えば、輝夜はその形のいいあごを四郎の肩に乗せ、

「でも、そうよね……。わたしも四郎も一八歳、もう子供じゃないもんね」

　そうつぶやき、わずかに間をおいてから──しみじみと言葉を続けた。

「ほんと、月日が経つのはあっという間だわ。ちょっと前まで、この道を一緒に駆け登ったり、下りたりしてたのにね」

　たしかにその通りだった。

　脳裏には懐かしい記憶──大人の世界を知らず、楽しい日々だけが続くと思っていた子あ供の時と代きの思い出が去来している。

「そうでしたね。ふたりで泥だらけになりながら遊び回ったものです」

「わたしが天城の屋敷に移されてからも、四郎はよく連れ出してくれたわ」

「見つからないようにするのが大変でしたが」

「……懐かしいわ」

　輝夜は穏やかな声で、しみじみとした口調で言う。

「あの時の四郎は、わたしのことを『輝夜』って呼び捨てにしてたわよね」

「子供の頃とはいえ、大変失礼なことを」

「んーん、失礼でもなんでもないわ」

　輝夜は四郎を抱く力を強めた。

「今でも、四郎にだったら呼び捨てにされてもいいな……って思ってるもの」

「さすがにそれは不敬でしょう」

「不敬……そう、そうよね」

　輝夜はふぅと寂さびしげな吐息をもらす。

「もうお互いに子供ではないから、という意味よね？」

「その通りです。俺は家臣で、あなたは姫君なのですから」

　──それ故に、自分たちが結ばれることは絶対にないのだ。

　天城家には輝夜以外の実子がいなかった。

　弟が生まれない限り、他家から婿むこを迎えることになっている。

　外から男を入れることで、その家との同盟関係を構築できるからだ。

　乱世を生き延びるには、味方は多ければ多いほどいい。

　そして女は、同盟者を得るのに都合のいい肉人形だった。

「でも、わたしたちはずっと一緒だったわ……」

「ええ、ずっと一緒でした」

　だが、これからも共に歩めるわけではない。

　それを承知しているからこそ、四郎の返答は重く欝うつ々うつとしたものになった。

「しかし、姫は天城宗家の唯一の実子であられます」

　それだけで十分だった。

　輝夜は黙り込み、四郎は山道を黙々と登り続ける。

　体力的にはきついものがあったが、かえってそれがよかった。

　身体を動かしている間は、余計なことを考えずに済むからだ。

　途中で山道から外れ、うっそうと生い茂る山林の中を突き進んでいく。

　視線を上げれば木々のわずかな狭間から、城の二ノ丸外がい郭かくを望むことができる。

　ちなみに山の斜面は急すぎて、よじ登ることはできないだろう。

（むしろこういった地形だから、城が築かれたわけだけど）

　そんな思考がふわりと脳裏によぎった瞬間、前方の視界が開けた。

　目の前には一面の花畑。ようやく目的地へと辿たどり着くことができたのだ。

「お疲れ様。ありがと、四郎」

　輝夜が背中から降り、温かい重みが消え去る喪失感を味わう。

　胸に痛みを覚えながらも、四郎は離れていく背中を見送ることしかできない。

「変わらないわね、ここは昔から」

　輝夜は花畑の真ん中まで進むと、くるりと一回転してみせる。

　ざざぁ、と風が吹いて木々を揺らした。

　木の葉や花びらが舞う中で、輝夜は目を細め、横髪を押さえながら微笑んだ。

「綺麗だと思わない？」

「ええ、綺麗です」

　──なによりも、姫様が。

　そんな余計な言葉を付け足しかけて、四郎は慌てて口をつぐんだ。

「わたしは、どうかしら？」

「そっ、それはもちろん……」

「もちろん？」

　輝夜は両手を腰の後ろで組んで、わずかに上体を傾げながら問いかけてくる。

　──木漏れ日の溢あふれる花畑。

　──穏やかな風に舞う花びら。

　──その中心にいる美しい幼馴染。

　幻想的な情景を前に、四郎は閉ざしていた心を吐き出すことにした。

「きれい、です……」

「本当に？」

　まだ見ぬ誰かの妻となり、その子供を孕まされるであろう幼馴染。

　絶対に手に入らない美少女を前に、四郎は胸を抉えぐられるような痛みを覚えた。

「おそらく、日ノ本で一番」

「ふーん」

　にやにやしながら彼女は言う。

「そーなんだ、へー……四郎から見ても綺麗なんだぁ、わたしって」

「それは、もう……」

「お世辞ではなくって？」

「世辞が言えるほど器用な人間ではないと、姫はご存知のはずです」

　すると輝夜は後ろ手に組んだまま、軽やかなステップで四郎の手前まで移動。

　そして顔をのぞき込みながら、にんまり笑った。

「そっか、そうね……ふふっ」

　輝夜は四郎の耳元に口を寄せると、ぼそぼそとささやいた。

「わたし、色々な人に『綺麗』って言われるけれど……四郎に言ってもらえるのが、一番嬉しいわ」

「えっ……？　それは一体どういう意味で──うおっ!?」

　驚いて輝夜を見返すと、ドンと突き飛ばされる。

　彼女を背負って急な山道を登ってきたせいだろう。

　足腰がフラフラになっていた四郎は、情けなくも尻餅を突いてしまった。

「なっ、何をするんですか……姫っ！」

「聞きたいことがあるの、四郎」

　輝夜は四郎にのしかかりながら言った。

　彼女の美貌が間近に迫り、首筋から甘い匂いが漂う。

「あなたがわたしを綺麗だと思うなら、女として見てくれたりもするのかしら？」

　これはいけない、と四郎の本能は瞬時に判断した。

「なにを仰るんですか！　冗談はやめてください、姫！」

「冗談なんかじゃないわ、四郎」

　ふたりの間に、これまで感じたことがないほどの緊張が走っている。

　本来なら距離を取って冷静に話し合うべきだろう。

　だが、体力を使い果たした四郎はその身体を押しのけられない。

（クソッ、どうすればいいんだ）

　一家の姫ともなれば、やはり貞てい淑しゆくであるべきだろう。

　その彼女が、家臣に性交渉の意思をほのめかすなど尋じん常じようのことではない。

「私は本気。本気で四郎に抱かれたいと思ってる」

　これは一体どういうことだ。まさか、まだ夢から覚めていないのか。

　四郎は狼狽しながら輝夜を見つめた。

（いや、そんな馬鹿なことがあるか……！）

　やはり、目の前で起きていることは現実だった。

　反射的に飛び起きようとするも、それを察した輝夜に押さえ込まれてしまう。

　彼女も全力だった。全力で四郎を押さえ込もうとしていた。

「……嫌だっていうの？」

「嫌だ好きだの話ではありません！」

「どうして？」

「俺が家臣で、君が天城の姫君だからに決まっているだろう！」

　思わず、子供時代のように怒鳴ってしまう。

　それがよくなかったのか、輝夜も怒声交じりで応じた。

「わたしは、そんな言葉が聞きたいんじゃないッ！　あなたがわたしをどう思っているのか、それが知りたいの!!」

　輝夜は赤い瞳で男の顔をのぞき込む。

　半端ではない目力を前に、四郎は思わず顔を背けてしまった。

「……いくじなし」

　輝夜は低い声で、なじるように言った。

「いいわ。あなたがそのつもりなら、わたしも好きにさせてもらうから」

「な、なにを……ぐぉっ!?」

　腰に鈍い性感が走る。

　少女の手が、着物越しに四郎の股間をまさぐりはじめたのだ。

「姫……！　そんなところを触ってはなりません！」

　四郎は大声で制止する。

　のしかかられて男の象徴を弄もてあそばれるなど、屈辱もいいところだ。

「くそ……っ！」

「させないわ！」

　全身の力を振り絞って跳ね起きようとするが、マウントを取られていることもあって容易ではない。

　抵抗は四郎側が疲弊するだけで終わり、完全に組み伏せられてしまった。

（まさか、俺に山道を歩かせたのはこれが目的だったのか……!?）

　ともすれば今朝の淫夢は、予知夢だったのかもしれない。

　だが、そんな悠長なことを考えている余裕はなかった。

「姫、今ならまだなかったことにしますから」

「嫌よ、絶対に嫌！」

　四郎にのしかかりながら、輝夜は鬼気迫る表情で言った。

「なかったことになんて、絶対にしない。させるもんですか。少なくとも初めての相手は──四郎、あなたがいいの！」

「……なっ!?」

　あまりにも衝撃的な言葉。身分差を考えれば、絶対に許されざる発言だ。

　しかし同時に、彼女の性急すぎる行動の理由説明にもなっている。

「姫、まさか……」

「…………」

「……結婚のお相手が、決まりましたか」

　輝夜は四郎の上で、こくりとうなずく。

　すべての時間が流れを止めてしまったのではないか──そんな錯覚を感じた。

　だがこれが現実なのだ。

　四郎を嘲笑うかのように、ザザァと一際強い風が花畑に吹き込んできた。




２　天城輝夜の初体験




「どこから、婿が来るのですか……？」

「三み好よし家からよ」

　銀髪を風になびかせながら、輝夜は吐き捨てるように言った。

　その美貌には不快感が満ち、憎々しげに歪んでいる。

「お父様の独断で、天城家は京を抑えた三好家に与力することになったの」

「なんと……」

「そのうち、四郎たちにも通達されると思うわ」

　輝夜は冷めた声で言った。

　天城家の権力構造は、世俗の大名家とは大いに異なる。

　戦国大名や国人衆とは異なり、天城教団を母体とする宗教結社の領りよう袖しゆうなのだ。

　従って、当主は家臣との合意形成や意見交換をさほど重要視しない。

　当主は教主であり、その命令や指示は教徒の絶対正義となるからだ。

「もっとも、三好は三好でも三好三人衆の方だけどね」

「三好三人衆……」

　四郎は呆気に取られ、思わず復唱していた。

　三好家とは、戦国初の天下人たる三好長なが慶よしの下で、四国の東部から畿内一円を支配するに至った大勢力のことだ。

　しかし、彼の死後は政権内部で権力闘争が発生。

　三好家当主を庇護する家宰・松永久秀と重臣である三好三人衆との間で、激しい武力衝突が現在進行形で展開している。

「なぜです。大義や正統性を考えるなら、松永殿と誼よしみを通じるのが……」

「ええ、そうね。でも、あなたも知っているでしょう？　美濃国を抑えた織田信長殿が、将軍を擁して上洛を企てていることくらいは」

「はい。だから織田家は、北近江の浅井家と婚姻同盟を締結したと……」

「それが、お父様の気に喰わなかったみたいね。天城家と浅井家は、お互いに街道の権益をめぐる宿敵だから」

「敵の味方は敵と、そういうことですか」

「ええ、だから反織田陣営と手を組むことにしたんでしょう。三好三人衆から婿が来れば、彼らと同盟関係にある近江守護の六角家が後ろ盾になってくれるから」

　つまり、すべては政まつりごとの問題でしかないというわけだ。

　その結果として、輝夜は望まない結婚を強いられるのである。

「お父様は満足げだったわ。ひと月後、京から婿が来るって言ってたもの」

「ひと月後……」

「そう、ひと月後。四郎はどう思う？　この話……」

「どうと言われても……」

　四郎はとても暗い気持ちで首を振った。

　まともに頭が働かない、というのが正直なところだった。

（ひと月後に……輝夜の夫が……）

　胸が引き絞られるように痛んでいる。

　共に育った美しい幼馴染が、いよいよ自分以外の男のものになるということ。

　覚悟していたはずの事態が唐突に現実味を帯び、四郎の心を打ちのめしていた。

（畜生。つまり俺は、覚悟した気になっていただけだった、てことか……）

　──なんたる無様、自分は輝夜を諦めることができていないのだ。

「わたしは近いうちに、あなた以外の男の妻ものになる。そうなったら、もう……一緒にはいられない。あなたはきっと、わたしから遠ざけられるだろうから」

「…………」

「そしてわたしはひとり、屋敷の中に閉じ込められて……それまで顔も名前も知らなかった男に犯され続けるのよ」

　その言葉は四郎の心を強く揺さぶった。

　身分で分かたれていても、絶対に付き合いを変えようとしなかった少女を──四郎は当然のように深く想っていたからだ。

「わたしは嫌！　家のために身体を捧げないといけないなんて、そんなの絶対に嫌なの！　身体を預ける相手くらい、自分の意思で決めたいわ」

「…………」

「だって、きっと、初夜になったら……」

　輝夜は悲愴な声でうめき、わずかに間をおいて続けた。

「四郎はわたしの乳姉弟として、『お床調べ役』に任じられるだろうから」

　四郎は吐き気を催もよおすほどの不快感を覚えていた。

　彼女の言った『お床調べ役』とは他でもない。

　閨ねやにおいて、妻が夫に『奉仕』できているかを監視する役目を意味している。

「わたしは絶対に嫌なの。初めての相手が見知らぬ男で、しかもその一部始終をあなたに見られるのは」

「…………」

「好きなの、四郎のことが好きなのよ。他の誰でもない、あなたのことが……！」

　切実な訴えが響き渡り、彼女の赤い双眼から熱い涙が滴り落ちる。

　──まるで血涙のようだ、と思う。

　それを顔面で受け止めながら、四郎は幼馴染をジッと見つめていた。

（ああ、畜生。本当に世の中はクソッタレだ、救いなんてどこにもありゃしない）

　様々な想いが心中で渦巻くなか、四郎はなんとか声を絞り出した。

「……ひどい顔をしていますね、姫」

「うるさいっ！　このばか、いくじなし！」

　輝夜はぽすんと四郎の胸に顔を埋めた。

　そして両手を握りしめ、肩をぽかぽか叩いてくる。

「わたしがここまで求めてるのに、どうして手を出さないのよ……！」

　四郎は瞳を閉じた。

　天城家直臣としての職業倫理と、個人的な願望の狭間で思い悩む。

　──前者としての四郎は、ここで輝夜の要望を退けなければならないと考える。主君の娘に手を出すのは言語道断だし、頭を冷やさせるべきだ。

　──それに対し、個人としての四郎が考えていることは言うまでもない。今すぐにでも、輝夜を抱きしめたかった。

　──そして、家臣としても個人としても共通しているのは、

「……俺は、姫を、輝夜を、大切に想っています」

「ばか」

　輝夜が四郎の首に腕を回し、ギュッと抱きしめる。

「どうしてそんな、簡単なことを……さっさと言わないのよ」

「姫……」

「輝夜って、呼びなさい」

　天城の姫は、その赤い瞳を潤ませながら言った。

「少なくとも今だけは、一緒に遊んでいた頃のように」

　輝夜はそう言って、そっと唇を寄せてくる。

　やわらかくて、とても温かい。

　触れ合ったところが熱を持ち、ジンと甘く痺しびれた。

（ああ、こんなにも気持ちいいものだったっけ……）

　口付け自体は、初めてではない。

　幼い頃にお遊びとして、何度かこっそり交わしたことがある。

　だがいつしか、四郎はそういった行為は避けるようになっていた。

　いずれ歯止めが利かなくなると、幼心にも理解できたからだ。

「四郎、好きよ。昔からずっと、ずうっと……」

　そして、その感覚はきっと正しかったのだろう。

　輝夜と唇を重ねていると、そう確信できる。

　彼女の熱や鼻息を感じながら甘い体臭を嗅いでいると、すぐに理性がどこかへ行ってしまいそうだ。

「んっ、はふ……っ、んんっ」

　輝夜の舌先が、唇を割ってぬるりと入り込んできた。

　そして、ちょんちょんと四郎の舌を突いてくる。

「しろぉ……んっ、はぁ……っ」

　どうやら輝夜は舌同士での交合を望んでいるらしい。

　断るという選択肢はなかった。彼女の願いに応え、四郎は舌を絡めていく。

「あっ、ん……っ」

　舌を絡め合うたび、頭の奥が熱く燃えるような感覚が走った。

　押し倒されていることもあって、口には溜め池のように唾液が溜まっていく。

　お互いの唾液が混ざり合っていることもあり、とんでもなく淫らな芳香が鼻腔を刺し貫いてくる。

「四郎、四郎……ちゅっ、んっ、ちゅるるっ」

　だが、輝夜がその唾液のプールを見逃すはずもない。

　自ら積極的に吸い上げ、こくりこくりと飲み込んでしまう。

「輝夜……っ」

　そうされると、何やらもったいない気がしてくるのが人の性さが。

　すべてを吸い上げられる前、わずかに残っていたものを飲み込んでみる。

「う……っ」

　いやらしい芳香が、口の中から胃の底へ移動していく。

　精のつく食物を食べた後のように、淫らな匂いが吐息に移ってしまいそうだ。

「ぷはっ」

　酸欠による息継ぎのため、輝夜が口を離した。

　だが、互いの唇の間に糸引く淫らな橋は──なかなか切れる気配を見せない。

「輝夜、どこでこんなことを覚えたんだ……？」

　思わず、子供の頃のような口調で問いかけてしまう。

　言ってから後悔するものの、輝夜としてはまんざらでもなかったらしい。

　どことなく嬉しそうな声色で、彼女は応じた。

「もう、何も知らない子供じゃないの。閨の作法は枕絵で勉強しているし、口で男を悦よろこばせる方法だって張はり形かたで練習しているわ」

「…………」

「そうね、だから四郎……あなた、実験台になりなさい」

「実験台……」

「その呼び名が嫌なら、練習台でもいいわ」

「何も変わらない気がしないでもないが……」

「どちらにせよ、もう……お願いは聞いてもらえるわよね？」

　そして輝夜は、懇こん願がんするように言った。

「あと、敬語はもうやめて頂戴。ふたりだけの時は、昔のように──いいわね？」

　もはや四郎は、幼馴染の想いを受け入れる他になかった。

　ゆっくりうなずくと、輝夜は心から幸せそうに微笑むのだった。




◆　　◆　　◆




（いよいよ、この時が来たのね……）

　万感の思いに浸りながら、輝夜は恋い慕う男を見下ろしている。

　穏やかに吹く風が、花畑の草花を優しくそよがせた。

　風に舞い、頬にかかる横髪を手で押さえつける。

　そうしていると、不意に、幼い頃にここでじゃれ合っていたことを思い出した。

　共に過ごした日々を想うと、切なさで胸の奥が疼いてしまう。

（……昔っから、本当に踏ん切りのつかない人よね）

　四郎は色々と考えすぎる癖があった。

　もっと言えば、考えすぎた結果、身動きが取れなくなってしまう男ひとだった。

　即断即決を地で行く輝夜とは、正反対の性格をしていると言ってもいい。

（もっとも、お尻を叩いて覚悟さえ決めさせれば……話は違うんだけど）

　そんなことを頭の片隅に浮かべ、輝夜は苦笑しながら四郎の頬に手を添えた。

　彼の容貌は、お世辞にも優れているとは言いがたい。

　天城家屋敷の女官たちが、四郎を『中の下』だとか『下の上』などと不名誉な格付けをしていることも知っていた。

（でも、そんなことはどうだっていい。だって四郎は、わたしのことを誰よりも大切に想ってくれているんだから）

　輝夜は心の底からそう思っている。

　父親によって『神聖なるもの』として祭り上げられていることもあり、輝夜は天城教団の者たちから『人』として見られることはない。

　しかし四郎だけは、輝夜を『ひとりの人間』として見てくれるのだった。

（それがどれだけ嬉しくて、どれだけ救いだったか）

　幼馴染の頬を指先で愛おしみながら、輝夜はそっとささやいた。

「四郎、目を閉じなさい」

「目を……？」

「大丈夫、変なことはしないから」

　四郎が瞳を閉じたことを確認し、輝夜はそっと身体を倒していく。

　──願わくば、わたしの殿方が彼だけであらんことを。

　そんな願いを込め、輝夜は幼馴染に口付けた。

　唇を合わせるだけで、ジンと頭の芯が痺れてしまいそうになる。

「今日、二回目……ね？」

　うっすらと目を開けた四郎に、輝夜は微笑んだ。

「……また、しちゃったのよ。わたしたち」

　我ながら、なんとも甘えた声だと思う。

　──山野を共に駆け回った子供時代。

　──四郎を弟も同然に思いながら過ごした懐かしい日々。

　あの幸福に満ちた時間がよみがえってくるかのようだ。

「言っておくけど、こんなことをしたのは四郎だけよ。四郎は、どう……？」

「そりゃ、まぁ……」

　恥ずかしいのか、ぼそぼそとした声で彼は応じた。

「生まれてこの方、母上と姫以外の女子おなごと親しくしたことはないし……」

「まーた『姫』って言ってる」

「こればっかりは身体に染みついた癖くせみたいなもので、どうにも」

「むー、まーしょうがないかな」

　輝夜は微苦笑を浮かべながら、姉が弟にそうするように、四郎の頭をなでなでと撫でつける。

「四郎に柔軟性を求めること自体、そもそもの間違いだもんねー」

「う、うるさいなっ」

「あははっ、ほらー怒らない怒らない」

「…………」

「また、ちゅってしてあげるから……ね？」

「え……？」

「あ……、その……」

　からかったつもりで言ったのに、彼は期待するような素振りを見せる。

　なんだか気恥ずかしくてたまらない。

（でも、ここで引くわけにはいかないわよね）

　女は度胸。勢い任せに振る舞えば、恥じらいを忘れることだってできる。

　輝夜はぎゅっと瞳を閉じて、内心を気取られないように顔を寄せた。

「んっ……ちゅっ、ちゅっ、んはっ……んんっ……」

　エサをついばむ小鳥のように、四郎の顔面に口付けの雨を降らせていく。

　そうしていると、幼馴染の鼻息がどんどん荒くなっていった。

　彼が興奮しているのだとわかり、輝夜自身も気が昂たかぶってしまう。

「四郎、んっ、四郎……ちゅっ、ちゅっ……んんっ」

　やがて四郎の腕が伸び、ガッチリと輝夜の身体を拘束してきた。

　彼の右手は輝夜の後頭部に、左手は腰に回されている。

　こうなると接吻し続けなければならないし、逃げることもできない。

「んぁ……っ、はっ、はぁっ、ん……んぅ……っ」

　顔をまともに動かせないせいで、息継ぎもままならない。

　やがて酸欠状態になってしまい、意識にもやがかかりはじめる。

　彼の舌はいつの間にか輝夜の口内で暴れはじめていて、あまりの心地よさに輝夜の肢体はすっかり脱力してしまっていた。

「……俺をからかってばかりだから、こうなるんだ」

　永遠に続くと思われた口付けが終わり、意識が朦もう朧ろうとするなかで──輝夜はそんな声を聞いた。

「どれだけ君のことを想っていたか、知りもしないくせに」

「しろ、ぉ……？　きゃっ……！」

　天地がぐるりと逆転する。お互いの体勢が入れ替わったのだ。

　輝夜は四郎に、花畑の上に押し倒されていた。

「ずっと好きだった。ずっとこうしたいと思ってた。でも俺は家臣で、君は天城の姫君で──ああ、クソッ。畜生、上手く言えない……こんな時に……！」

　そんな四郎を見て、輝夜は彼のすべてを受け入れるように両腕を大きく広げる。

　そして、背中に回して優しく抱きしめた。

　彼の身体が引き寄せられ、頭は輝夜の胸に沈む。

「悪い、すぐにどくから……」

「いいの、こうしていましょう」

　後頭部を撫でつつ、ぽん、ぽん、と背中を一定の拍子で優しく叩く。

　まるで赤ん坊をあやすような行為だが、四郎は安らぎを覚えているようだった。

「ね、四郎……ひと月、ひと月だけよ」

「え……？」

「その間だけ、四郎だけの女になってあげる」

　本題を告げた輝夜の首の両脇に手を突いて、四郎がゆっくり身を起こす。

　その表か情おは驚きよう愕がくに満ちている。

「わからない？　つまり、わたしの夫が来るまでの間……あなたの妻ものになってあげる、ってことよ」

　もう一度、輝夜は具体的な意思を告げた。

　それはまさに、家という制度や集団に対する反逆行為でしかない。

　だが、ずっと考えていたことだった。

　父親から縁談を聞かされて、反発して屋敷を飛び出してから、ずっと。

　女が政略の道具ものとしか見られない時代。

　そんな世相を作り上げた男たちに恨みはあったが、今を生きる男すべてを憎んだところでどうにもならぬと理解してもいる。

　だから、望むことはただひとつ。ひとりの人間として、ありのままの輝夜を見てくれる四郎と、できるだけ多くの時を重ねることだった。

「何をしてもいい、どんなにひどいことをしてもいい。だってわたしは、不本意とはいえ……あなたを裏切ってしまうんだから」

「…………」

「ごめんなさい。四郎との『約束』、守れなくて……」

「……いいんだ」

　四郎は顔を背けながら言った。彼が深く傷ついていることがわかる。

　胸が痛む。引き絞られるように、強く強く。

（わたしには、縁談を反故にできる力なんてない。そして今回の話を仮に断ることができたとしても、ずっと独身を貫くことは不可能だわ……）

　戦火の絶えない乱世において、天城家には同盟勢力が不可欠なのだ。

　姫という格好の外交手札を温存する余裕などないのである。

（それに、逃げることもできない……）

　天城家は宗教組織であるが故に、狂信者が不可避的に存在する。

　逃げ出したところで、彼らは地の果てまでも追いかけてくるだろう。

　妄信的で教義教則的な人間ほど、性質の悪い存在はないのだ。

「ひと月……」

　四郎がつぶやいた。お互いの関係が壊れてしまう時間を。

　そして彼は長い時間をかけて、ゆっくりと様々な感情を押し殺していった。

　輝夜はそれをジッと見つめている。そうすることしかできなかった。幼馴染の内面にまで干渉することはできないから。

「輝夜……」

　やがて四郎は、壊れものに触れるような手つきで──そっと頬に触れてきた。

「ずっと、こうしたかった」

「……うん」

「輝夜と触れ合う夢だって見た。まぐわう夢だって見たんだ」

「……いやらしいのね」

「俺は姫を、輝夜を抱きしめたくて、接吻したくて……」

「う、うん……」

「だから、なんというか……」

　四郎は目を逸らしながら、恥ずかしげに──ぼそりと言った。

「俺がまだ知らない輝夜のことを、夢の中だけじゃなくて……もっと、現実でも知りたいって思う」

　口説き文句としては、あまり上手いものではない。

　もう少し気の利いた、洒しや落れた言い回しだってあるはずだ。

　──だが、輝夜の胸はこれ以上ないほどに高鳴っている。

　口下手でありながら、本心から出た発言だと理解できるからだ。

（もっ、もう……四郎ったら……）

　己の体温が一気に上昇していくのがわかった。

　頬がボッと灼熱し、耳たぶまでカーッと熱くなってしまう。

「四郎が知らない……わたしの、こと……？」

「……だめか？」

　やがて向けられる彼の真っ直ぐな瞳。

　それを見るだけで、輝夜はすべてを許せてしまった。

「ううん、いいわよ……。言ったでしょう？　何をしてもいいって」

「なら……」

　四郎の手がゆっくりと輝夜の胸に伸びる。

　それを見て、思わず声が飛び出してしまう。

「あっ……ちょっと待って！」

　強く放たれた制止の声を前に、四郎は手を引っ込めた。

　やはり彼は、輝夜の嫌がることは絶対にしないのだろう。

　幼馴染に対する絶対的な安心感が、輝夜の心を幸福に満たしていく。

「どうしたんだ、大声を出して……」

「ごめんね……。だけど、優しくして……欲しくて……」

「えっ？」

　四郎のキョトンとした表情かおを前に、これ以上なく恥ずかしくなってしまう。

　輝夜はふいっと視線を逸らし、ぼそぼそと弁明じみた言葉をもらしていた。

「だって、初めてなんだもの……。最初くらいは、優しくして欲しいわ……」

「あ、あ……ぁ……っ」

　四郎は口をぱくぱくと開閉させながら、輝夜の顔を凝視している。

　雄オスとしての視線を強く感じ、輝夜は思わず顔を手の平で覆おおった。

「さっ、触る……から、な……？」

「う、うん……っ」

　だが、四郎は慎重だった。

　ゆっくりと伸ばされた手は輝夜の胸の上に置かれ、着物越しに肌を歪めていく。

「ん……っ」

「痛かったか……？」

「ううん、だいじょうぶ……」

　輝夜は手の平を顔から下ろし、過度に案じてくる四郎に微笑んだ。

「優しくしてとは言ったけど、そこまで慎重になる必要はないわよ……？」

「加減がわからないんだ」

「もう少し、大胆になってもいいかも……」

「わかった」

　四郎はうなずいて、着物の上から輝夜の胸をまさぐりはじめた。

　だが、どうしても手探りで進むような展開になってしまう。

（なんか、変な感じ……）

　四郎は下乳を押し上げるようにして、輝夜の乳房を揺すりはじめていた。

　ゆさゆさと胸を揺さぶられていると、襦じゆ袢ばんを下に着ていないこともあり、着物の生地と肌がこすれてしまう。

　特に乳輪や乳首から、下腹に向かってピリピリと淡い性感が走りはじめていた。

「輝夜のここ、やわからくて……触ってるとなんだか安心する」

「そ、そうなの……？」

「ああ、とても」

　なんだか、やけに恥ずかしい。頬や耳たぶどころではない、首筋まで熱を持ってしまっているようだ。

「輝夜、いいか？」

「うん……」

　着物がゆっくりと開かれ、ぷるんと生肌が露わにされてしまう。

　大きな白い豊丘の頂では、色素の薄い乳首がピンと勃起していた。

「綺麗だ……」

「そんなこと、言わないでいいから……」

「だけど、本当に綺麗なんだ。昔とは全然違う」

「とっ、当然でしょ……！　ばか……っ」

「な、なぁ……」

「なによ」

「触って、いいか……？」

「すっ、好きにすればいいじゃない」

　気恥ずかしい雰囲気の中、合意を取りつけた四郎の手がゆっくり伸びる。

　そして、乳房全体がむにむにと揉まれはじめた。

「あっ、んっ……」

　自分で触っても、特に何も感じることのない部分。

　それなのに、四郎に触られていると思うだけで全身が敏感になってしまう。

「すごい、大きさも張りも形も艶も最高だ……。女の生肌って、こんなにもやわらかいのか……」

「あっ……四郎……やだ、恥ずかしい……ひんっ!?」

　不意に、甘く痺れるような快感が胸の先端で弾けた。

　勃起した乳首と四郎の指がこすれたのだ。

「かっ、輝夜……？」

　びくびくっと震える身体。それを見て、四郎は不安を覚えたらしい。

　心配そうに顔をのぞき込んでくるが、かえってそれが恥ずかしかった。

「み、見ないで……」

「……へぇ」

　四郎の顔が、たちまちいたずらっぽいものに変わる。

　自分の秘密を知られてしまった気がして、顔が赤らんでしまう。

「ここがいいのか」

　すっかり硬くなってる、と乳首を指先で転がしながら四郎がささやいてきた。

　彼の鼻息は荒い。どうやら輝夜の痴態にいたく興奮しているらしい。

（四郎、こんな顔……するんだ……）

　自分が四郎を欲情させている。

　それが誇らしくもあり、気恥ずかしくもあった。

「んっ、しろぉ……っ、そこは、敏感だから……ひゃんっ!?」

　なんの予兆もなく、硬くしこった乳首が乳輪ごと四郎の口に含まれてしまう。

「あっ、あああっ」

　ジュルジュルと胸を吸われながら、輝夜は二重の意味で困惑する。

　四郎が赤ん坊のような真似をする男だと思っていなかったこと。

　そして乳首から走る快楽が、思いのほか強かったことだ。

「だ、だめ……！　あ、ふぁ……っ、そこは、赤ちゃんのための……っ」

「仕方ないだろ……！　コリッコリに勃起して、俺を誘ってるんだから……！」

　どうやら彼は、意地でも離れるつもりがないらしい。

　搾乳するかのように、乳房の根元をギュッと握りしめてくる。

　その状態で張り詰めた乳首を吸われると、胸全体が蕩けてしまいそうだ。

「はぁ……あっ、もう……っ」

　彼の行動、そして己の身体の反応に戸惑いこそしたものの──一心不乱に乳房へしがみついている姿は、次第に可愛く思えてくる。

「これじゃ、大きな赤ちゃんだわ……」

　もともと輝夜は、四郎に己のすべてを与えるつもりでいたのだ。

　彼の妻になることがいよいよ叶わなくなった──その罪滅ぼしのために。

（だから、四郎の好きなようにさせてあげないとダメよね……）

　他方では、求められるだけ幸せ者だと思っている。

　なにしろ四郎から、それだけ強く想われていたという証でもあるのだから。

「ずっとこうしていたい。乳離れできない子供の気持ちが、よくわかった気がする」

「ずっとは、困るわ……伸びちゃいそうで……」

「輝夜の伸びた乳首、見てみたいけどな。実際、伸びるのか？」
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「し、知らないわよ……あっ、やぁ……っ、あううっ」

　四郎が乳首から口を離し、唾液でぬるぬるな乳首を摘まみ上げる。

　鋭い性感が走り、思わず喘ぎ声がもれてしまった。

　ぎゅっと目を閉じ眉根を寄せながら、輝夜は彼に訴える。

「やだ、おっぱい……そんなにいじめないで……っ」

「ずいぶんと敏感なんだな。この調子で、本当に授乳とかできるのか？」

　四郎が唾液でぬめる乳首を摘まみ、転がし、弾き、引っ張ってくる。

　痛み混じりの甘い痺れが全身を駆けめぐり、輝夜の思考はとろとろに蕩けていく。

　胸の先端は、快楽を得るだけの器官へとすっかり変わってしまっていた。

「あぁ、どうしてそこばっかり……。もう、ゆるして……っ」

「そうだな。俺も、輝夜の他のところも知りたいし」

「え……っ？」

　四郎は乳首への愛撫を止め、着物の褄つま下したをまくり上げてくる。

　下肢が露わにされてしまう羞恥で、輝夜は反射的に股間を隠そうとした。

　だが、四郎の手によってそれを防がれてしまう。

「隠さないで欲しい。膝を曲げ、足を開いてすべてを見せてくれ」

　恥ずかしい。恥ずかしくて恥ずかしくて死にそうだ。

「嫌か？」

「い、嫌じゃない……けど……」

「なら、いいよな」

「うぅ……」

　言質を取られた以上、もはやどうしようもない。

（いつもはわたしが四郎をからかって、恥ずかしがらせてるのに……）

　とはいえ、そんなことを思ったところで事態は何も変わらない。

　輝夜は大きく息を吸い、吐いて──覚悟を決めてから両足を開いていく。

「これが、輝夜の……」

　四郎が生唾を飲み込む音が、やけに生々しく聞こえた。

　輝夜はギュッと目をつぶる。

　太陽の下、花畑の只中で──己の股間を余すところなく曝さらしているのだ。

　女として、これ以上恥ずかしいことはないだろう。

「ひゃんっ!?」

　秘所に走った唐突な刺激を受け、輝夜は目を見開き、腰を跳ねさせた。

　自分でも滅多に触れることのない場所に、四郎が手を伸ばしていたのだ。

「あ、やっ、んっ、ふぁあぁあっ」

　陰毛で彩られた淫裂がくぱぁと拡げられ、そして上下になぞられる。

　黒ずみがないどころか色素すら薄い性器。

　その清楚な秘唇から走る性感は心地よく、輝夜はぶるりと身を震わせた。

　だが、いつまでも清らかなままでいることはできない。

　指による愛撫は小陰唇を充血させ、ふっくらと花開かせていく。

　花弁の奥からとろりと蜜が滴って、ちゅくちゅくと小さな水音を立てはじめた。

「ちょっと、濡れてきた」

「や……ッ!?　そっ、そんなはしたないことを……ひんっ!?」

「はしたないことを言わせる輝夜が悪い」

　そう言って、四郎は輝夜の股間を執しつ拗ようにまさぐっていく。

　ぬるぬるとぬめる割れ目に沿って指を這わせ、小さな膣口を指先で刺激。

　かと思うと、陰核をちょんちょんと突っついてくるのだ。

「ふあっ、あぁ……だめ、そこ……だめ……っ！」

　これまで感じたことがない、子宮を震撼させるほどの快楽だった。

　目の奥が激しく点滅している。

　自分が情けなく思えるほど、はしたない喘ぎ声がもれてしまう。

「なるほど、肉芽は女子の弱点と噂で聞いていたが……輝夜もそうだったんだな」

　四郎は目をギラギラ光らせながら、集中的に女の泣きどころを撫で転がしてくる。

　身体の奥からじゅわっと愛液が沁み出して、彼の指をぬるりと濡らすのがわかった。

「あっ、ひあっ、んんっ、あぁあぁ……っ」

　女陰は熟した桃のように、水気たっぷりにじゅくじゅくと潤っている。

　頭がどうにかなってしまいそう。

　たっぷり喘がされ、陸に揚げられた小魚のように身体をびくびく痙攣させてしまう。

「そんな顔、初めて見た」

　だが、四郎は容赦してくれない。

　彼は右手で陰核への愛撫を続けつつ、左手人差し指を膣口へ添える。

　そして指先で円を描くように、男を迎え入れる肉孔の緊張をほぐしていく。

「あ──っ」

　自分の中に、四郎が入ってきたのがわかった。

　彼の指先が膣口をわずかにくぐり、内側をくにくにと刺激しはじめたのだ。

　未知の体験を前に、輝夜の肢体はギュッと縮こまり──その指先を締め上げる。

「ああ、指だけではっきりわかる。輝夜のここ、絶対に男泣かせだ」

「なによ、それ……」

「ザラザラで、締まりがよすぎるってこと」

　女としての自分の具合を率直に伝えられ、頭の中が沸騰しそうになる。

「ばっ、ばかぁ……っ！　なに言ってるのよ……！」

「その馬鹿と、これから……」

「う、うぅ……」

　ゆっくりと引き抜かれた指と淫裂の間には、粘り気の強い愛の糸がぬらりと光りながら架かっていた。

　四郎はすぐに肉棒を片手で持ち、それを輝夜の太ももにペチペチと打ちつけてくる。

　彼の熱が、じんわりと肌からその奥へと伝わってきた。

（あぁ、ついに四郎と結ばれるのね……）

　下腹がきゅんきゅんと疼き、胸の鼓動が高鳴っていく。

　愛しい幼馴染の顔が見たくてたまらなくなり、輝夜はそっと顔を上げた。

　四郎と視線が合う。たったそれだけのことなのに、嬉しくてたまらない。

「俺、輝夜とひとつになりたい」

「うん……」

「輝夜は、どうなんだ？」

「え……？」

「本当に輝夜も、俺と一緒になりたいって思ってるのか」

「そんなの、決まってるでしょ……？」

　輝夜は四郎に言った。

「そうでなきゃ、四郎の女になるだなんて言わないわよ……」

「ひと月だけ、な」

「ごめんね……ごめんなさい、四郎……」

　涙腺が緩み、熱い雫しずくがこぼれてしまう。

　これが終わりの始まりなのだ、という思いが込み上げてきた。

（もっと早く四郎に想いを告げていたら、どうなっていたのかしら。こんなことになる前に、お父様に四郎を婿にもらいたいと懇願していたら……）

　そんな後悔の念が脳裏をよぎる。

　だが、今のような状況にならなければ──お互いに踏み出すことはできなかっただろうとも思う。

　四郎は家臣としての立場から輝夜を諦めていた節があったし、輝夜もそんな彼の気持ちを繋ぎ止めることに一生懸命だったのだから。

「輝夜……」

「ううん、ごめんなさい。なんでもないの」

「でも、涙が」

「大丈夫だから、それよりも……早く私を……」

「……わかった」

　四郎が怒張を淫裂にあてがってくる。

　互いの生殖器が触れ合うのを感じた途端、輝夜は大きな不安を覚えた。

（四郎はきっと童貞だわ。そんな大切で貴重な機会を、わたしみたいな女が汚してしまっていいのかしら。もっと、素敵な女子がいるかもしれないのに）

　身体が重なる間近、加速度的に大きくなった疑念が輝夜の心を支配していく。

「あっ、あの……四郎……」

　不安で不安で仕方がなくなって、思わず身を引こうとする。

　だが四郎は、無言で輝夜の腰を掴んでぐいと引き寄せた。

　そして膣口に亀頭をめり込ませ、強引とすら思えるほどの性急さで──力強く貫いてくるのだった。

「ひっ──ぎぃ──ッ!?」

　自分の大切な場所が無理矢理拡張されていく痛みに、喉の奥から悲鳴が迸ほとばしる。

「い、痛い……っ。痛い痛い痛い……っ」

　思わず花畑の草花ごと、地面を強く握りしめた。

　茎や根がブチブチッと千切れる音と、己の処女膜が破れる音が重なっている。

「くっ、うぉ……輝夜……っ！」

　四郎がうめきながら腰を突き出し──ついに、互いの恥骨が皮ひ膚ふ越しに接触した。

（ぜんぶ、入ったんだ……。わたしたち、本当に結ばれたのね……）

　そう思うと、痛みからではない涙が目尻から滴り落ちていく。

「輝夜、やっぱり痛むか……？」

「そんなの、痛いに決まってるでしょ……ばか……っ」

「ごめんな。謝ってもどうしようもないって、わかってはいるけど」

　輝夜の緊張をほぐそうとして、四郎が全身を撫で回してきた。

　昔、花畑で互いをくすぐり合った記憶がよみがえる。懐かしくて、胸が切なくなって、今もこうしていられることが嬉しくてたまらない。

「や……やだっ、くすぐったい」

「ほんと、注文の多いお姫様だな」

「乱暴すぎるのよ、家臣のくせにっ」

　そう言い合っていると、心が落ち着いてくるのがわかる。

　やはり輝夜にとって、四郎と言葉を交わしている時が──一番の幸せなのだ。

「でも、本当によかったの……？」

「なにが？」

「初めての相手。四郎は童貞さんだったんでしょ……？　他にもっと、いい女子がいたんじゃないかなって……」

「……輝夜がいい」

　四郎はぶっきらぼうに、あるいはどこか不機嫌そうに言った。

　心外だ、と言わんばかりの口調だった。

「輝夜で、よかったんだ」

「そっ、そうなの……？」

「俺が好きなのは、今も昔も、ずっと輝夜だけだったから」

「あ……っ」

　これはずるい、さすがにずるい、反則だ。

　心の奥底にまで響く告白を受け、輝夜の涙腺がまた緩みはじめる。

　自分はこんなにも涙もろい女だっただろうか、そんな疑問が浮かんできた。

「わたしだって、そうよ……！」

「輝夜……？」

「昔からずっと、四郎のことしか見てなかった。だからこうして繋がれて、本当に嬉しい。すごく痛くてたまらないのに、嬉しくてたまらないの」

「輝夜……」
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「なんだか変ね、わたしって。痛いのが嬉しいだなんて……もしかしたら、壊れちゃったのかも……」

「そんなことはない。それに壊れてたって、俺は輝夜が大好きだ」

　四郎はそう宣言してから、膣な内かでゆっくりと動きはじめた。

　腰が引かれ、押し入ってくるたびに──輝夜は自分の内部が幼馴染の形に変えられていくのを実感していた。

　それはとても幸福で、尊い感覚だった。

「あぁ……四郎、四郎……っ」

　輝夜は幼馴染の背中に腕を回し、引き寄せる。

　彼の鼓動を肌で感じ、強い安らぎを得ることができた。

「あっ、ぁ……んっ、ふぁ……っ」

「畜生、ものすごく気持ちがいい……！」

「ふっ、んん……っ、ほ、本当……？　本当に気持ちよくなれてるの……？」

「嘘ついたって、どうしようもないだろ……！」

「う、うん……そうよね、でも……あっ、あぁ……っ、んうっ」

　四郎が腰の動きを速めていく。

　輝夜は彼にしがみついたまま、ただ揺さぶられ続けるだけだ。

　全身は汗まみれ。密着していることもあり、発汗も尋常ではない。身体を濡らしているのがどちらの汗なのか、まるでわからないほどだ。

「んっ、んっ、はぁ、はぁ……っ」

　それに結合部も、主に輝夜の愛液でびしょびしょだった。

　パンパンと腰が打ちつけられるたび、じゅぷじゅぷと混ざる水音がいやらしい。

「あっ、あぁ、んぁあぁ……っ」

　四郎の胸板に押し潰されている乳房が彼の肌でこすれ、乳首にびりびりと甘い性感が生まれている。

　もう、嬌声が迸るのを我慢することはできなかった。

「はっ、ああああっ」

　処女喪失に伴う痛みは、いつの間にか和らいでいる。

　もしかすると、単に痛覚がマヒしているだけなのかもしれない。

　だが、身体が四郎を受容した証なのだと思うと──嬉しくて仕方がなかった。

「輝夜、ごめん……痛いよな、痛むよな……」

「だ、大丈夫……っ。大丈夫だから……っ、そんな顔、しないで……。もう痛みも、あまりないし……それに……」

「そ、それに……？」

「慣れて、きた……かも……っ」

　その言葉に安心したのか、四郎の表情が緩んだ。

「だから、遠慮しなくてもいいの。四郎の思いのままに……だってわたしは、あなたの女ものなんだから……！」

「違う……！　女ものじゃない、君は俺の大切な女ひとなんだッ！」

　まるで盛りのついた犬のように、四郎が激しく腰を振りはじめる。

　すっかり彼の形に馴染んだ膣壁が、ギュッと肉棒を締め上げて──その感覚を、輝夜の心と子宮に直接伝えてくる。

「ああ、ああああっ……四郎、四郎っ、すき……すきすきすき……っ！」

「輝夜っ」

「だいすき、あなたのこと、だいすきよ……っ！」

　輝夜は幼馴染の首に両腕を回し、口付けを求めた。

　四郎はすぐに応じ、分厚い舌を口内に滑り込ませてくる。

「んっ、ちゅ……はっ、んうっ」

　どうしてもつたない舌使いになってしまうが──それでもよかった。

　幸せだった。好きな相手と愛し合えて、至上の幸福感に包まれている。

（ずっと、こうしていられたら……）

　そう思うたび胸の奥が切なく痛むが、そんな感傷を押し潰すほどのゾクゾクとした性感が下半身から込み上げてきていた。

　肉棒で丹念に耕されたことで、蜜壺が快楽を覚えはじめたのだ。

（四郎のおちん×んが、わたしの子お袋くまでぐいぐい来てる……っ。こんなの続けられたら、頭がおかしくなってしまいそう……）

　輝夜は必死になって幼馴染の肉体にすがりつく。

　そうしなければ自分の意識が消えてしまいそうな気がしたのだ。

「あぁっ、んあぁあっ、四郎、しろぉ、しろぉ……っ」

　薄れゆく意識の中で、輝夜は必死に幼馴染の名を呼んだ。

　すると彼も腰を振りながら、何度も何度も名前を呼び返してくれる。

「輝夜、輝夜、輝夜っ！」

　心と身体がひとつになっていく。

　その相手が四郎であることが、何より嬉しかった。

「すき、すきなの……！　あなたのことが、だいすきなの……っ！」

　心が充足すれば、身体の悦よろこびも大きくなっていく。

　輝夜はこれまで感じたことのない、圧倒的な存在を子宮の中に覚えていた。

　それはいつしか膨れ上がり、今にも爆発しそうになっている。

「あ、あぁ、だめ……しろぉ、だめなの、わたし……へんになっちゃう……っ！」

　視界が激しく点滅し、目の奥でチカチカと火花が飛びはじめた。

　もう、限界が近い。

「輝夜、輝夜っ！」

「だめ、だめだめだめだめだめ……しんじゃう、こんなのしんじゃう……っ！」

「ぐお……っ、締ま……っ!?」

　四郎が切羽詰まった声で、荒い吐息をもらした。

　それが輝夜の耳に吹きかかり、背筋がゾクゾクと震えたその途端──

「あっ、あぁああぁっ、んんんっ、ふぁ……ぁあぁああぁあぁあぁっ!?」

　──子宮が弾け飛んでしまったのではないか。

　そんな錯覚を抱いてしまうほどの衝撃が、輝夜の全身を突き抜けていた。

　肢体がギュッと縮こまり、次の瞬間、大きくのけぞってしまう。

　口から一際大きな嬌声が飛び出し、頭が真っ白に染まっていくの感じた。

「ぐっ、あっ、畜生……堪えられな……っ！　クソッ、射精でる……っ！」

　ぶびゅっ、ぶびゅるるるるるっ。

　子宮に粘っこく熱いものが浴びせかけられている、と思った。

　焼かれている。愛する男の何かで、女の大切な子宮ばしよが浸されていた。

　それが精液であることに気付いたのは、長い長い放精を終えた四郎が──輝夜の上に、どさりとのしかかってきた段階だった。

「輝夜……」

「四郎……」

　お互いに荒い息を吐きながら、抱きしめ合って身体を重ねている。

　どうやら四郎は精根尽き果てた様子で、体力的にも限界らしい。

（当然、よね……）

　そもそも輝夜は、四郎に拒絶された場合──無理矢理にでも彼を犯そうと思っていたのだ。

　自分を背負わせたまま山道を歩かせ、体力を削らせたのはそのためである。

「膣内なかに、射精だしちゃったのね」

　四郎の頭を撫でながら、輝夜はゆっくりと優しい声で言った。

「赤ちゃん、できちゃったら……どうするつもり？」

　自分の身体の奥で、びくんと四郎が震えたのを感じ取る。

「冗談よ」

　我ながら愚おろかなことを訊いたものだ、と輝夜は思う。

　取り繕うようになでなでと四郎を労わりながら、いたずらっぽく付け加えた。

「わたしは、四郎の女だから……。あなたが射精だしたかったら、いつでもどこでもわたしの好きなところに注いでくれていいのよ」

「……ああ」

「遠慮はしないでいいからね」

　それが自分の贖しよく罪ざいなのだ、と輝夜は思った。

　たとえどんな結末に終わろうとも、甘んじて受け入れるつもりだ。

「君が、俺の女だからか？」

「ええ。それに、こうして膣な内かに出されちゃった以上……これから何度したって一緒でしょう？　もう、できちゃってる可能性だってあるんだから」

　四郎は無言で輝夜を抱き寄せた。輝夜はその力に抗わず、身を委ねる。

　ざざぁと風が吹き、花畑の草花がそよいだ。

　互いの火照った身体が冷えていく心地よさを感じながら、しばらくの間、ふたりは怠たい惰だな時を過ごすのだった。











第二章　天城のふたりは溺れゆき









１　悪夢と朝の挨拶




　一五六八年八月二九日。季節は中秋、輝夜と結ばれた日の夜のこと。

　朝倉家の屋敷の周囲は、すでに見通しが利かないほど暗くなっていた。

　コオロギやスズムシといった、秋を彩る虫たちの美しい鳴き声が聞こえている。

　──もうそろそろ寝なくては、明日の仕事に差し支つかえる。

　そう理解してはいるのだが、四郎は一睡もできずにいた。

　虫の音が安眠を妨げているのではない。

　輝夜との初体験が、何度も脳裏によぎっているせいだった。

「輝夜……」

　昔からずっと、恋い慕ってきた幼馴染の姫君の名前を呼ぶ。

　だが、彼女からの返事がくるはずもない。

　放った言葉は、暗い天井に吸い込まれていくだけだ。




　あの後、四郎は輝夜を連れて天城家の屋敷へと向かった。

　一人娘の脱走騒ぎである。心配して自ら出迎えた天城家当主・輝元に、

『出仕に向かう道中、傷心の姫と出会いましたのでお慰なぐさめしていた次第』

　そう説明して彼女の身柄を引き渡すと、四郎はいくらかの褒美を与えられた。

『お父様に話があります』

　そう輝元に告げた輝夜と別れ、城内で雑務をこなしてから自宅に帰還。

　屋敷に戻った後は何をする気も起きず、ずっと彼女のことを考えていたわけだ。

　女々しいとわかってはいたが、やはり初体験の記憶は鮮烈すぎた。

　どうしても、思い返さずにはいられない。

「これから、どうなるんだろうか」

　輝夜と輝元が取り交わしたであろう会話の内容が、四郎の不安材料だった。

　まさか、四郎と輝夜が交わったことを暴露したわけではあるまい。

　では、一体なにを話し合ったというのだろう。

　些さ細さいなことではあるが、いやだからこそ、気になって気になって仕方がないのだ。

「はぁ、クソッ……」

　なんとか別のことを考えようとしても、いつの間にか輝夜のことばかりが頭に浮かんでしまう。

　もはや病気だ。恋の病、それも重症である。

　だが、つける薬がない以上はどうしようもなかった。

　──真っ白でやわらかい肌の感触。

　──豊かな胸が目前で迫力たっぷりに揺れる光景。

　──淫らに表情を歪めつつ、美しい銀髪を振り乱して感じていた姿。

　そういった諸々の情景を思い出すたびに、股間がギンギンに勃起してしまう。

「また、これか……」

　寝間着を押し上げて屹立している肉棒を見て、四郎はため息をつく。

　あの独特なザラザラ感は、忘れようと思って忘れられるものではなかったようだ。

（だが、さすがにこれ以上したらまずい）

　四郎は無意識に股間へ伸ばしかけていた手を引っ込める。

　もうすでに、自宅へ帰ってから五回も自慰を行っていた。

　これ以上、射精を行うわけにはいかないだろう。

　下手をしたら、干からびて死にかねない。

「畜生、やっぱり無理にでも寝るしかないか」

　褥から起き上がると、四郎は備蓄してある酒を大量にあおった。

　眠れない夜は、飲酒で意識を落とすことが常だった。

　たとえ睡眠の質が悪くとも、わずかにでも寝なければ──しっかりとした勤めを果たすことなどできない。

「うっ、ぐぅ……っ」

　朝倉家に保存されている酒は、実に強烈だった。

　四郎はフラフラと寝床に倒れ込み、仰向けにひっくり返って意識を失った。




　──夢を、見ていた。

　目の前にあるものが現実ではないと、四郎は早々に理解していた。

　何しろ自宅の寝所にいたはずなのに、天城家屋敷の大広間にいるのだ。

　これで夢だと気付けない方がおかしいだろう。

「このたびは誠に目出度き由よし、姫様にはお慶よろこび申し上げます」

「お慶び申し上げます」

　四郎は正装して、他の家臣たちと共に平伏していた。

　人間が見る夢には色々なものがあるが、大きくふたつの種類に分けられる。

　自分で好き勝手に動けるものと、決まった物語を見せられるだけのものだ。

　今回は明らかに後者で、四郎はただ状況に流されることしかできない。

（それにしても、一体なにが『目出度き』ことなんだか）

　そんな疑問を抱きながら、四郎はゆっくりと頭を上げた。

「……っ!?」

　そこには衝撃的な光景があった。

　白無垢の花嫁衣装に包まれた輝夜が、見知らぬ男と共に上座にいたのだ。

　純白に身を包んだ少女は、言葉を失うほど美しい。

　だが、表情はとても冷たかった。

　赤い瞳にも生気がなく、まるで死人のようですらある。

「では、これにて婚礼の儀は終わりにいたそう」

　司会役の老人が、四郎たちにそう宣言した。

「ははっ」

　勝手に頭を下げる我が身に対し、

『なんで勝手に了承してるんだ、クソが』

　四郎は内心でそんな毒を吐き散らすが、身体の支配権は取り戻せない。

「これより姫と婿殿は退室される。後は若い者に任せ、我らはこの場でささやかな宴に興じることとしよう──が、朝倉殿」

「はっ」

「上様のご意向である。おぬしを『お床調べ役』に任ずるとのこと。姫の乳姉弟として、しっかり大役を果たされるように」

　四郎は己の意思とは関係なく、頭を下げていた。

　そして輝夜と『婿殿』なる男の先導をして、輝夜の寝室へ向かうことになった。

（クソッタレ、なんなんだこの夢は……！）

　この時点で、嫌な予感しかしない。

　行あん燈どんの淡い光が照らし出す寝室は、綺麗に整理整頓されている。

　板敷ではなく畳敷で、刀とう架かも備えられている。

　そして何よりも生々しいのが、褥しとねが一組しか敷かれていないことだった。

「四郎……」

　花嫁衣装に身を包んだ輝夜が、救いを求める目でささやく。

　だが、ぐいっと男の手に引かれ──褥に引き倒されてしまった。

「あ……嫌……っ」

　男が輝夜の前で、礼装を脱ぎ捨てる。

　そして襦袢までも脱ぎ去って、肌を見せつける。

　彼の股間には、四郎が羨望を覚えるほどの立派な肉棒が──はち切れんばかりに勃起して、そそり立っている。

「あぁ、そんな……」

　輝夜が怯えたような声をあげ、逃げ出そうとする。

「きゃっ!?」

　だが、彼女の願いは叶わない。

　男の手であっという間に帯を解かれ、畳の上に倒れ込んでしまったのだ。

　すぐに白無垢が剥はぎ取られ、下着も脱がされ、一糸まとわぬ姿にされてしまう。

　それは四郎が知っている、彼女の美しい肉体そのものだった。

「ほっほ、では輝夜。これより夫婦の契りを交わしましょうぞ」

「……ッ!?　わたしの名前を呼んでいい男は、四郎だけよ……!!」

　輝夜は気丈にも、裸のまま逃げ出そうとする。

　だが、抵抗むなしく手首を掴まれて、男の側に引き戻されてしまった。

　彼はたちまち下卑た表情を浮かべると、

「そなたの美しい身体を見て、すっかり勃起してしまったわい。気丈な性格もそそるのう。朝まで徹底的に犯し尽くし、我が妻として再教育してしんぜよう」

「いっ、いや……！　嫌よっ！　助けて、助けて四郎っ!!」

　輝夜はガクガク震えながら、必死に逃げ出そうとする。

　しかし男の力には逆らえず、たちまち後背位で組み伏せられてしまっていた。

（クソッ、畜生！　動け、どうして動けないんだクソッタレ!!）

　四郎はその光景を、ただ見ていることしかできない。

　悪夢だった。悪夢としか言いようがなかった。

　必死に抵抗していた輝夜の顔が、いよいよ絶望と悲愴の色に染まったのを見て──




「う……ぐ……っ」

　──四郎の意識は、現実へと引き戻されていた。

「う……っ」

　覚醒してすぐに理解したのは、己の股間が熱くぬめりのある液体にまみれているということだった。

（畜生、なんてことだ……）

　まさか自分は、あの悪夢を──輝夜が得体の知れない男に犯されているのを見て、夢精してしまったというのだろうか。

（クソッタレ、俺はなんてゲス野郎なんだ……って、ん？）

　待て。何かがおかしいぞ、と寝ぼけた頭で思う。

　自分の魔羅がぬめった液体にまみれているだけでなく、何か熱いものに触れていると理解したからだ。

（まるで、茹ゆでたナメクジに這い回られているような……）

　一体なにが起きているというのだろう。

　ぼんやりと疑おもいながら上掛けを剥ぐと──

「あ、やっと起きたのね」

「ひ……姫っ!?」

　──眠気も陰気もなにもかも、即座にすべてが吹き飛んでしまった。

　四郎の露わになった股間に、輝夜が取りついていたのだ。

「はぁ、まーた姫って言ってる」

「は、えっ……？」

「まー仕方がないのかもしれないけど」

「なにを、してるんだ……輝夜っ!?」

　いつの間に、いや、どうやって寝所に忍び込んできたのだろうか。

　天城家屋敷ですら、移動の自由がないに等しい輝夜である。

　朝倉家屋敷にいること自体、信じがたいことだった。

「何って、お礼？」

「お礼って、一体なんの……！」

「昨日のことに決まってるじゃない。ほんとはわたしの部屋でしようと思ってたんだけど、四郎ったらお昼を過ぎても出仕しないんだもの。さすがに心配したわ」

「昼を過ぎても……!?」

　バッと首を明かり窓の方へ向ける。

　たしかに、窓から見える景色は明るい。

（深酒で寝過ごしたってことか）

　いつもならば、こんな失態はしでかさないはずだ。

　どうやら想像以上に、山登りと性行為は体力を削っていたらしい。

「そうよ。おそようさんね、四郎」

　輝夜はニギニギと優しく肉棒を握りながら言った。

「昨日の今日だから、四郎のことをお父様が気にかけてたの。『あの者に何かあったのではないか』ってね」

「それと、輝夜がここにいることにどんな関係が……」

「あるわよ。あなたを心配していたお父様に、『わたしが見てきます』って志願してきたんだもの」

「え……？」

「お父様は二つ返事で了承したわ。昨日は乳姉弟の弟が姉を助けて、今日は姉が弟の様子を見に行く……。傍はたから見れば麗うるわしい姉弟愛そのものじゃない？」

「……だが、よく屋敷の外に出る許可が出たな」

「昨日の話し合いのお陰ね。ひと月後に婿が来た時に、妻となるわたしが領内のことを何も話せないのは天城の恥にならないかって聞いたの」

「それで？」

「言うまでもないでしょう？　お陰様で、それなりに自由が利くようになったわけ。ひと月だけって条件付きだから、お父様も気安かったんでしょうね」

「なるほど」

「それに、心配だったのよ」

　輝夜は憂うれいのある表情で言った。

「四郎のことだから、わたしとのことで罪悪感を覚えてるんじゃないかなって」

「輝夜……」

「そしたらなによ」

　輝夜は表情を一変。

　ジトッと四郎を睨みつけ、肉棒をギュッと握りしめた。

「ずいぶんといい御身分じゃない……！　ぐーぐー高いびきをかいて、昼過ぎまで寝ちゃってさ。頭にきたから、皆を下がらせて、こうしてお仕置きをしてるってわけ」

「いや、お仕置きって……さっき、お礼だって言ってなかったか？」

「ああもう、うるさいわね」

　輝夜は亀頭の裏筋を、親指でぐりっと刺激する。

　ゾクリとした性感が亀頭から竿に伝わり、腰の奥へと突き刺さった。

「四郎は黙って、わたしの好きなようにされてればいいのよ」

「そんな無茶苦茶な！」

「ああ、もう！　あまり大きな声を出さないで」

　まるで人間の首を絞めるように、輝夜は親指と人差し指でカリ首を圧迫する。

　うっ、と息が詰まった。デリケートなそこを締め上げられると、全身の血がせき止められてしまったような錯覚を抱いてしまう。

「外には天城の女官や、あなたの屋敷の使用人もいるのよ？　踏み込まれてこんな姿を見られたら、お互いに大変なことになるわ」

「なら、やめればいいじゃないか」

「いーや、わたしのことを姫って呼んだ罰よ。四郎ったら、すぐに約束を忘れちゃうんだから」

　このお姫様、もしかすると単に俺の魔羅で遊びたいだけなんじゃないか？

　四郎がそんなことを思った矢先、唾液まみれの陰いん嚢のうと肉竿の間に──輝夜がふーっと息を吹きかけてくる。

　ぞくりと鈍い快感が背中に走り、意図せず大きな息がこぼれてしまう。

「かっ、輝夜」

「なーに？」

　輝夜は色っぽい目線を送りながら、肉棒を握る手をわずかに上下させた。

　淡い性感を覚え、四郎は改めて己の急所を──文字通り、手中に収められているのだと実感させられる。

「そんなところ、汚いだろう？　早く手を離して、口をすすいでこい」

「えっ、やだ。四郎ってば、そんなに汚いのをわたしの膣な内かに入れてきたわけ？」

「あ、いや……」

　まさか、そんな応答をされるとは思わなかった。

　思わぬ反撃に狼狽える四郎へ、輝夜は微苦笑を浮かべた。

「冗談よ、冗談。でも、汚いも何もないでしょう？　四郎の身体なのよ？　わたしにとっても、大切なものじゃない」

　輝夜はさも当然のことのように言うと、亀頭にすりすりと頬擦りする。

　男とは違い、ヒゲなどが一切生えていないスベスベ肌だ。

　自分の醜悪なもので幼馴染の美貌を汚す倒とう錯さく感かんから、頭がクラクラしてしまう。

「だから、安心してわたしの相手をなさい」

「輝夜、何を言ってるかわかってるのか……？」

「わかってるわよ、もちろん」

　輝夜はいたずらっぽく笑った。

「こう言ったらわかりやすい？　今まで張形でしか練習したことがない尺しやく八はちの、実践相手を務めなさいって言ってるの」

「ぐ……」

　こうもはっきり言われてしまうと、なかなか抗弁に困るところがある。

　彼女とすでに男女の仲だという事実が、抵抗感を押し下げていた。

（だがそれ以上に……ああ、クソッ！　俺は期待してるってわけだ、輝夜に口でしてもらえることを）

　それに、輝夜と触れ合うことで──先ほどの悪夢を忘れたいという願いもあった。

　後でこの言いわけじみた思考回路を思い返して、ずいぶんと情けない思いをするのではないか。

　そんな確信があるものの、目前の快楽を退しりぞけるまでには至らない。

（クソッタレが。やはり俺はどうしようもなく俗物らしい）

　四郎の内心に気付く気配もなく、頬を染めながら輝夜は肉棒に顔を寄せた。

「それにしても、四郎のおちん×んってすごいわね。あーっという間にむくむく大きくなっちゃうんだもの」

　肉棒を上下にしごく動きが速まっていく。

　唾液でぬめる肉棒をスラリとした指で刺激されるのが、たまらなく気持ちいい。

「う……ぐぅ……っ！」

　思わずうめき声がもれた。

　自分の意識のすべてが腰に集中してしまっているかのようだ。

「ふふっ。なによ、気持ちよさそうな顔しちゃって」

　手の動きを緩めず、微笑ましいものを見るような顔で輝夜は言った。

「そんな顔をされたら、こっちまで変な気分になっちゃうわ」

「か、輝夜……っ」

「なぁに、四郎」

　幼馴染の姫君は、微笑を浮かべながら愛撫の動きを切り替える。

　手でしごく範囲は竿の部分にのみ限定。

　亀頭へは、たっぷりと唾液をまとわせた舌で舐ねぶりはじめたのだ。

「心配しないでいいわ、優しくしてあげるから」

「ううっ」

　亀頭の裏筋やカリ首。

　そういった敏感な部分を、舌先でチロチロと弄られるのがたまらない。

「んっ……れろっ、んふ……っ」

　総じて彼女の舌技は、大切な主に奉仕する奴隷の如く献身的だった。

　丹念に肉棒を愛撫する姿を見ていると、まるで彼女を隷属させているような気分になってしまう。

「ねぇ……んっ、はふ……四郎？」

「なっ、なに？」

「ん……っ、ちゃんと……ちゅっ、きもちよく……んむっ、なれてる……？」

「そ、それは……ぐおっ」

「んふっ、四郎の顔を見てたら……ちゅ、ちゅっ……わかるんだけど……。やっぱり、あなたの言葉で聞きたいな……って」

　亀頭を舐め回しつつ、そんなことを輝夜は訊たずねた。

　つい先日まで生娘だったのに、肉棒を操る技術は熟練の娼婦さながらである。

「ねー、ちゅっ……四郎ぉ……どうなの……？」

「……っ」

　もちろん最高に気持ちいいし、興奮している。

　こちらを悦ばせようとする気持ちが伝わってくるし、それも嬉しい。

（だけどこの技術も、いずれは俺以外の男に使われることになるんだよな……）

　ひと月経てば永遠に、こういうことをしてもらえる機会はなくなるのだ。

（まさか婿殿から妻かぐやを寝取るわけにもいかないよな。いや、そもそも不可能だろう。父上が亡くなってから、朝倉の家運は著いちじるしく傾かたむいている。俺は間違いなく遠ざけられるだろうし──下手をすれば謀殺されかねない）

　そんなことを思いつつ、無邪気に尺八の感想を求める輝夜を見つめた。

「最高だ」

「んふっ、よかった」

　性行為の最中とは思えない華やかな笑顔が咲いた。

　それから輝夜は目を細め、一拍置いた。

　外からはうかがい知れない感情を呑み込んだ彼女は、やがて奉仕を再開。

　陰茎の根元に顔を寄せ、ぬろぉっと舐め上げる。

　そして、ささやくように言った。

「正直な四郎には、ご褒美をあげないとね」

「ご褒美……」

「ええ……あーんっ、むっ、うむぅ……っ」

　輝夜の楚々とした口唇が大きく開かれ、ぱっくりと亀頭を咥える。

　それからゆっくり顔を沈め、怒張を根元まで口腔に収め込んでいく。

　真っ白な美貌がどす黒い陰毛の叢くさむらに埋まり、そして引き上げられていった。

　過度な吸引で頬が淫らにすぼめられている様さまが、強い情欲を誘う。

「んっ、んんっ、はむっ……んんんんっ」

「う……ぁ……っ」

　まともに声を出すことすらままならない。

　──思わず喉を反らせた四郎の反応が心をくすぐったのか。

　──あるいは、男を手玉に取る楽しさを知ったのか。

　いずれにせよ輝夜は、尺八の動作をより激しいものに変えていった。

「んふっ、ふぁ……んっ、んむっ、んん……っ」

　じゅぼっ、じゅぼっと卑猥な音が立っている。

　一体どれだけの練習を積んだのだろうか。

　上目遣いで男根奉仕を続ける天城の姫君は、喉奥に亀頭が当たっても──えずく気配がまるでなかった。

（これが、『天城秘伝の技』ってやつなのか）

　そもそもからして天城家は、土着信仰を利用し、農民の支持基盤を固めて勢力を拡大した新興宗教の頭領家である。

　必然的に、教団の幹部となるであろう有力豪族の取り込み工作が課題となった。

　その際、天城家は『女性外交』という搦からめ手に出ていた。

　まずは性技を叩き込んだ姫や養女を送り込み、各勢力のトップを籠ろう絡らくして家臣団に不協和音を意図的に生成。

　そして内紛が生じた段階で軍事的に介入し、反天城派をすべて抹殺するのだ。

　戦国時代ではありふれた、性と血による切り崩し戦略。

　天城教団はそれに最適化された組織だと言えるのかもしれない。

「んっ、んふぅ……っ、んんんっ、んふっ、んっ、んんんんんっ」

　じゅぼっ、じゅぼっ、ぶぽっ、ぶぽっ。

　そして天城の姫君は、淫らで激しい淫音を立て、四郎に尺八を吹き続けていた。

　ふーっ、ふーっと鼻息も荒い淫猥なおしゃぶり顔。

　男の太ももに手を突き、顔だけを激しく上下させる姿は実にいやらしい。

（くそ……っ、輝夜……）

　しかし覚えているのは興奮だけではない。

　強い不安も込み上げてきている。

　ずっと一緒だったのに、輝夜がこんなにも淫らな技術に長けているとは露つゆほども知らなかったからだ。

「なぁ輝夜……っ、本当に、初めてなのか……？」

「ん……っ」

　ぢゅぽんと淫らな音を立て、輝夜が口唇から肉棒を引き抜いた。

　顔に付着していた陰毛を取り払い、亀頭の先端にちゅっと口付ける。

　かと思えば、舌先を鈴口に這わせて小刻みに振動させ──溢れ出る先走り液を掬すくい上げていく。

　その間にも、竿を握り直してしごいているのだからたまらない。

「ぐうっ」

　変幻自在の性技にうめき声をあげていると、輝夜は赤い瞳を細めて訊いた。

「四郎は、どう思うの？」

「え……あ、あぁ……」

　てっきり、彼女はすぐに否定してくれるものだと思っていた。

　だから、その応答は本当に想定外だった。

（まさか、毎晩のように他の男の魔羅を……）

　薄暗い部屋の中。ずらりと並んだ信者たちの下半身に顔を埋め、次から次へと肉棒をしゃぶっていく幼馴染の姿が脳裏に浮かび──頭が真っ白になる。

　そんな四郎を見つめながら輝夜は、

「わたしが他の男のおちん×んを咥えて、練習してたとでも？」

「そ、それは……いや……その……」

「あははっ、ばかねー」

　輝夜は微苦笑を浮かべて言う。

　胸のつかえが取れ、四郎は盛大に安堵の吐息をもらしていた。

「ば、馬鹿ってなんだよ」

「だって、ありえないことに不安がってるんだもの。言ったでしょう？　わたしはあくまでも張形で練習していただけよ、枕絵を教本にしてね」

　四郎以外の魔羅ものなんて触りたくもないわ。輝夜は指先で亀頭を弾いた。

「なら、よかった……」

「さぁ、どうでしょうね」

　彼女は表情をわずかに陰かげらせながら言う。

「ねぇ、四郎。わたしが朝倉家の屋敷から天城の屋敷に移されたの、いつだったか覚えてる？」

「一一年前、俺たちが七歳の時だ」

「あら、すぐに答えられるのね」

「輝夜とのことは、絶対に忘れない」

「そっか」

　幼馴染の少女は、わずかな微笑みを表か情おに宿して続けた。

「わたしが張形を使った、男を悦ばせるための練習をはじめたのはその時からよ。天城の女には絶対に必要だからって、毎晩ずっとね」

「……嘘だろう？」

「嘘を言ったって仕方がないでしょう？　天城がそういう家だって、四郎も知ってるはず。それに七歳の娘が、父親の命令に逆らえるはずもないじゃない」

「知らなかった、なんてことだ」

　輝夜が天城家屋敷に移されてからも、四郎は隙を見計らって彼女をよく外へ連れ出していた。

　少なくとも野山で共に遊んでいた時、彼女は笑顔でいてくれた。

　だが、屋敷に戻ったその後で──輝夜は淫らな『練習』を強いられたのだろう。

「畜生、クソッタレが！」

　四郎の中で、主家に対する憤怒が込み上げてくる。

　対して輝夜は、淡々と言葉を続けた。

「最初はえずいたりして大変だったけど、いつか四郎にしてあげようって思ったら耐えられた。ううん、そう思わないと耐えられなかったかもしれない」

「輝夜、君は……」

「でも、そういう事情だから安心して。わたしの処女も、お口も、初めてはみーんな四郎にあげることができたんだから」

「…………」

「でも、なんだか嬉しいわ」

「嬉しい？」

　輝夜はくすりと笑う。

「だって、四郎が不安に思うほどよかったんでしょう？　わたしのおしゃぶり。だったら、つらかったあの時間も無駄じゃなかったって思えるもの」

　彼女はそう言うと、垂れていた白銀の頭髪を掻き上げる。

　そして亀頭に唇を寄せ、ちゅっと愛情たっぷりに口付けた。

　清楚な唇に、先走り液が付着して糸を引いている。

「だから、四郎が気持ちよくなってくれるのが……本当に、とても嬉しいのよ」

　輝夜は改めて肉棒を咥え込む。

　またもや陰毛に埋まるほど深々と顔を沈めた幼馴染は、鼻息を荒らげながら、激しく舌を絡みつけてきた。

「うっ、なんだ……これは……っ」

　凄まじい快感だった。

　舌全体がぴっとり裏筋に張りつきながら、左右に激しく蠢うごめいているのだから。

「んふ、んむぅうぅ……っ」

　舌の動きはそのままに、輝夜はゆっくり顔を引き上げていく。

　彼女の美貌が上がれば上がるほど、舌の可動域が広がっていった。

　裏筋中心だった刺激が、ついには亀頭全周に及ぶ。

　輝夜の舌が、くるくると円を描くような動きに変化したのだ。

（これが、張形おもちやで習得した技術だって言うのか……）

　現状でも卓抜しているというのに、実戦経験を積み続けたらどうなるか。

　考えるだけでも恐ろしい。

（京の高級娼婦なんて、足元にも及ばなくなるんじゃないか……これは……）

　そんなことを思っているうちに、輝夜の顔の上昇が止まった。

　唇をカリに引っかけると、ねっとりと舌を亀頭へ這わせていく。

　かと思えば、舌先を尖らせて裏筋を激しく舐ねぶり倒してくるのだ。

「クソッ、なんだよこれは……上手すぎるだろ……ッ！」

「んふふっ、んろぉ……っ」

　頬をすぼめたまま、輝夜は嬉しそうに赤い瞳をとろんと蕩けさせている。

　口腔奉仕によって、自らも強い興奮を覚えはじめたらしい。

　太ももをもじもじと擦り合わせ、上目遣いに四郎を見つめる瞳。

　そこには発情しきった雌オンナの気配が色濃く刻印されている。

「んっ、んう……っ、んぢゅっ、ぢゅぞぞっ、んくっ、んぁ……んふっ」

　そんな彼女の放つ雰囲気に、どうやら当てられてしまったらしい。

　四郎の下腹には、強烈な射精感が込み上げてきていた。

「かっ、輝夜……そろそろ……！」

「んーん、んむぅ……っ！」

　まさか、口の中や顔面に射精するわけにはいかない。

　そう思って腰を引こうとするも、少女は四郎の腰を両腕でガッチリと拘束。

　獲物を捕らえたカマキリのように、絶対に逃さないという姿勢を見せる。

「だめだ、輝夜！　今すぐに離して──」

　されど彼女の回答は否いな。

　首をわずかに振って拒絶の意を示し、上目遣いに射精を促してくる。

　舌による愛撫を続け、とどめとばかりにカリッと甘あま噛がみ。

　これまでとは異なる刺激を受けて、四郎は限界を迎えてしまう。

「ぐっ……、射精でる……っ!!」

　強烈な射精衝動が全身を包み込んでいた。

　四郎は思わず輝夜の頭を押さえ、その口内に白濁液をぶちまけている。

「んぶっ……!?　んぐ、ん──ッ!!」

　どびゅっ、どびゅるるるっと、濃い精液が肉棒を抜け出す快感がたまらない。

「ん、んぐっ、んくっ……」

　そしておびただしい量の白濁液を口内で受け止めた輝夜は、四郎が放精を終えるまでジッとこらえてくれていた。

　彼女が動いたのは、四郎がその頭を解放してからのこと。

　赤い瞳を潤ませて口から肉棒を引き抜き、大量の精液を吐き出した。

「んうぅ……うえぇ……っ」

　だが輝夜は、その快楽の証を畳や褥の上に落とさなかった。

　両手で椀を作り、その中にすべての体液を滴らせたからだ。

「げほっ、けほっ……」

「お、おい輝夜」

「んんっ、はぁ……けほっ、けほっ」

　我ながらひどいことをしてしまったものだ。

　反省し、四郎は輝夜の肩に触れる。すると彼女は色っぽく目を細め、

「こんなにいっぱい出して、大丈夫なの……？」

　手の平にたっぷりと溜まった精液を見せつけてきた。

「いや、それよりも輝夜が心配だ。悪かった、興奮しすぎてひどいことを……。さあ、そんな汚いものは早く──」

「んっ、ずぞっ……ずぞぞぞぞぞぞぞぞっ」

　枕元にあるクズ布で彼女の手を拭おうとするも、輝夜は精液溜まりに唇をつけ──一気に啜すすり上げる。

　そして白濁液をすべて口内に戻し、ぐちゅぐちゅとすすぎはじめる。

　かと思うと、べぇっと口を開いて見せつけてきた。

　子供を宿すための精の海でのたくる少女の舌は、淫猥と表現する他にない。

「ん……んくっ、んくっ……」

　呆気に取られて何もできない四郎の前で、彼女は精液をすべて飲み干した。

　けぷっと可愛らしい音が立つ。

　それから完飲を証明するかのように、また口を大きく開いてみせる。

「結構、飲みづらいわ。喉ごしもよくないし、味もひどい」

「どうして、飲んで……」

「だって、畳や褥の上に垂らしたらバレちゃうじゃない。全部飲んでしまえば、証拠も隠いん滅めつできるし、それに……」

「それに？」

「天城の作法だと、これが正しいんだって。精を飲んでみせることで、より強く男の関心を引けるとかなんとか」

　そう言って微笑む彼女は、この上なく妖艶だった。

　口の端に付着している精液の残ざん滓し。

　それをぺろりと舐め取る姿は、たしかに四郎の心を鷲わし掴づかみにしている。

「さ、四郎。そろそろ天城の屋敷に行きましょう。あなたもお勤めが果たせるくらいには元気そうだしね」

　そう告げて立ち上がった輝夜の瞳は、妖しげな光を放っていた。

　物腰もどこか色っぽい。腰の揺らめきが、やけに艶めかしく思えてしまう。

　射精したばかりだというのに、四郎はまた股間を疼かせていた。
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２　座敷で秘めやかに




　四郎と結ばれたことについて、輝夜はまるで罪悪感を覚えていなかった。

　むしろ、喜びしかなかったと言ってもいい。

　幼馴染に傅かしずいて奉仕することにも、抵抗感はまるでなかった。

　唯一、罪の意識があるとすれば──彼と夫婦になれない、ということだ。

　そしてその意識こそが、輝夜の心を蝕むしばんでいる。

（ごめんね、四郎……）

　用意してもらった水桶で両手を清めながら、輝夜は暗あん鬱うつとした気分に浸っていた。

（わたしはあなたに、色んな意味で救ってもらってきたのに）

　今でも思い出すことがある。七歳の時、天城家屋敷に移されてからのことだ。

　輝夜は父親の命で、移送されてからすぐに座敷牢へ幽閉されていた。

　希少価値の高い娘が、逃げ出したり攫さらわれたりすることを恐れたのだろう。

　それに『天城の女』としての教育を施す際、外界との接触を断たせるのが有効だと考えたのかもしれない。

　いずれにせよ、七歳の輝夜を支配したのは絶望だった。

　もう二度と外に出ることができないのかもしれない。

　そんな思いに囚われて、泣き暮らすこと五日目。

　涙も涸れ果てようとしていた少女の前に現れたのは、神でも仏でもなく──共に年を重ねてきた少年・四郎だったのだ。

（あの時、彼がわたしを見つけてくれなかったら……）

　そう考えると、背筋が凍るような思いがする。

　彼の実父であり、輝夜の育ての親である先の朝倉家の家長・胤たね持もち。

　天城家の軍事戦略を話し合う場に出席するため屋敷を訪れた彼に、四郎はくっついてきたのだ。

　もちろんこの少年の頭のなかには、輝夜と遊ぶことしかなかったらしい。

　つい五日前までは共にじゃれ合っていたのだから、当然といえば当然だろう。

　だが、乳姉あねの姿がどこにもないことを不審に思い、屋敷中を探し回ったことが事態の転換へと繋がった。

　輝夜が座敷牢に閉じ込められていることを突き止め、四郎は大騒ぎ。

　すぐに胤持の許へ素っ飛んでいって、輝夜の解放を訴えたのだった。

　胤持は天城家の軍奉行として軍政を統括する重臣にして、周辺諸大名からは《天城の虎》と畏い怖ふされた猛将であり、そして義理人情に篤あつい父親でもあった。

　彼は輝夜のことを実の娘も同様に慈いつくしんでおり、事態を知るや否や激昂。

　少女の解放を輝元に迫り、それが叶わなければ反逆も辞さないという強硬姿勢を見せたのである。

『飼い犬に手を噛かまれてはたまらない』

　現実的な問題として、姫ひとりの処遇で、軍事能力を左右する男を失うわけにはいかなかったのだろう。

　かくして輝夜は座敷牢から解放されることになり、今の座敷へと移された。

　輝元の許可なしに外出はできないという事実上の軟禁は続いたが、牢に閉じ込められているのといないのとでは精神状態もまるで違ってくる。

（それに四郎は、わたしのことをこっそり外に連れ出してくれたし……。他家の姫たちよりは、外歩きをできているのは間違いないわよね）

　というのは、こうだ。

　四郎は輝夜が移された座敷の床下に夜な夜な忍び込み、工具で床に穴を穿うがちはじめたのである。

　人ひとりが通れるほどの抜け穴は、ひと月以上もかけて慎重に作られた。

　その穴を通じ、四郎は輝夜を外に連れ出してくれたというわけだ。

　ちなみに、今でもこの抜け穴は現役である。

　座敷の畳の一枚を剥がせば見つけることができるだろう。

（四郎はわたしの人生に風穴を開けてくれた、大切な人。それなのに、わたしは他の男の妻ものになる）

　そう考えるたびに、輝夜の胸にはひどい鈍痛が走る。

　きっと自分は地獄に落ちるのだと確信していた。

　父に抗い、婿となる男を裏切り、そして四郎との幼き日の約束を破るのだから。

（本当に、どうしてこうなってしまったのかしら）

　輝夜は瞳を閉じて、在りし日のことを想う。

　それは片時も忘れたことがない記憶であり、あの花畑で交わした誓いでもある。

『これ、あげるわ……』

　天城の屋敷から、初めて連れ出してもらった日。

　一生懸命に編んだ大きな花輪を四郎の首にかけ、輝夜はこう宣言したのだ。

『四郎はわたしの旦那様になるの。そしてわたしは四郎のお嫁さん。いい？　絶対に忘れちゃダメだからね』

　過ぎ去りし日を思い出し、深いため息がもれた。

　四郎にとって花畑での誓いは、呪いのようになっているのではないか。

　いや、間違いなくそうだろう。

　決して叶うことのない約束に人生を縛しばられ、それなのに、今回に至ってついに梯はし子ごを外されたのだから。

（それでもわたしは四郎を愛してる。この気持ちは本物。だけど、だからこそ……わたしは罰を受ける必要がある）

　ひと月後、輝夜は婚礼の場で自害するつもりでいた。

　白無垢は相手の色に染まるために白地なのだと聞いている。

　ならばその白を、汚される前に、自分の意思の色で染めなければならない。

（わたしは四郎を愛した証に、白無垢を己の血あかで染める。わたしがわたしであるために。四郎は絶対に悲しんで、憎むだろうけれど……）

　きっとそれが、最大の罰となるだろう。

　死してなお愛されるのではなく、憎まれること。

　地獄の業火で焼かれながら、最愛の男性から憎悪され続けることが──天城輝夜の終末にはふさわしい。

　そう、思っていたのだ。少なくともこの時は、心の底から。




　四郎と共に朝倉家屋敷を辞し、輝夜は天城家屋敷にある自室へ戻っていた。

　彼は輝元の許へ出向いている。

　出仕に遅れたことや、輝夜を屋敷へ遣つかわせるに至ったことを詫びなければならないからだ。

　胤持が二年前に病死して以来、朝倉家の家督は四郎が継いでいる。

　しかし父親が務めていた軍奉行はおろか、重要な役職は与えられていない。

（それもこれも、わたしのせいよね……）

　輝元は監禁状態にあった輝夜を発見したのが四郎であることや、胤持が公然と反旗を翻ひるがえしたことを忘れていなかった。

　要するに、朝倉家を反乱分子と見たのだろう。

　まだ若輩であるとして家職の一切を朝倉家から取り上げ、家格を並ひらの家臣と同格にまで引き落としたのは──どう考えても報復に違いなかった。

（……四郎、まだかしら）

　だがそのお陰で、四郎と輝夜は会う時間を自由に調整できている。

　四郎は輝元への詫び入れが終わり次第、雑務を片付けてから帰宅するだろう。

　しかし、それはあくまでも名目上にすぎない。彼は帰宅したフリをして座敷の床下に忍び込み、輝夜の部屋に這い上がってくるのだから。

「あぁ、四郎……」

　すでに囲炉裏いろりに火が点され、煎せん茶ちやを点てる準備はできている。

　茶菓子だって用意してあるし、座布団も敷いて待ち受け態勢は万全だ。

　天城家において神聖視される輝夜の座敷内には、たとえ女官といえども、輝夜の許可なしに立ち入ることはできない。

　彼女たちは座敷の外周や離れに詰め、輝夜の願いを輝元に伝えたり、その逆に輝元からの指示を輝夜へ伝えたりする以外の職責を持ち得なかった。

　要するに、座敷の中で何をしようがバレる心配はほとんどないのである。

　──トントン。

　そして、待ち望んでいた合図がついに聞こえてきた。

　輝夜はすぐに畳を外し、手を差し伸べる。

「遅かったじゃない」

「悪かった」

　床下から四郎の腕がにゅっと伸び、輝夜の手を握りしめた。

　阿あ吽うんの呼吸で引き上げてから、すぐに輝夜は彼に抱きついている。

「あぁ、四郎の匂いがする」

「なんだそれは」

「大好きな男ひとの匂いよ。すんすん……なんだか栗くりの花の香りが……」

「おい」

「あははっ、冗談よ冗談」

「まったく、性質たちの悪い……」

　パッと身を離すと、四郎は座布団の上に腰を下ろした。

　輝夜は彼の隣にササッと座り込み、手際よく煎茶を点てる。

「それにしてもお疲れさま。お父様の相手は疲れたでしょう？　お茶でも飲んで一息つきなさい。お菓子もあるから」

「ああ、ありがとう」

「いいのよ」

　幼馴染の肩にぽすんと頭を預ければ、茶碗を持った四郎は気恥ずかしさを誤魔化すように煎茶をすする。

　男女の駆け引きというか、恋愛の手練手管というか、そもそもからして女性への扱いそのものに慣れていなさそうな彼の不器用さが愛おしい。

　それに彼の態度から、輝夜がもう『女』として意識されているのがわかる。

（ずっと、こうしていられればいいのに……）

　決して叶わない思いが込み上げてきて、無性に泣きたくなってしまう。

　だが、そんな醜しゆう態たいを見せるわけにはいかない。

　輝夜は努めて平静さを保ちながら問いかける。

「それで、お父様はなんて仰っていたの？」

「俺が出仕しなかった理由が、大事でなく安心したと」

「それだけ？　他には？」

「それだけだ。朝倉はもう家格も発言力も並でしかない。すべては俺の責任だが」

「いいえ、そんなことはないわ。ぜんぶ、お父様による当てつけよ。四郎の戦場での働きは、胤持父さまに勝るとも劣らないと専もつぱらの評判じゃない」

　輝夜は事実に基づいて指摘する。

　特に四郎は遅ち滞たい戦術において第一級の武将だった。

　それは彼が、用兵について、慎重の度がすぎるほど考え抜くからなのだろう。

「…………」

「変なことを言ったわね、ごめんなさい」

　輝夜は話の腰を折ったことへの詫びを入れてから、四郎に続きを促した。

「それで、なんて答えたのかしら？」

「なんの話だ？」

「あなたがお父様に問われたことについてよ。出仕しなかった理由について」

「ああ……。ただ、寝過ごしただけだと」

「呆あきれた。ずいぶんと正直に答えたのね」

「もっとも、信用してもらえてなさそうだったが」

「それはそうでしょうとも。もしかして、内通を疑われてたりは……」

「おい、洒しや落れにならないぞ」

「わかってるわよ。いずれにせよ、気の利いた回答にすべきだったわね」

「もう過ぎたことだ。覆ふく水すい盆ぼんに返らず、と言うだろう？」

「後から自分のしでかしたことを思い出して、うじうじ悩むくせに」

「ずいぶんと手厳しいことを言う」

「手厳しいもなにも、事実でしょう？　ああ、そうよ。こう答えたらよかったんじゃないかしら」

　首を傾げる四郎に、輝夜はニヤニヤと笑いながら言った。

「お前の娘を誘い出し、手籠めにするための策だった……とか」

　途端、ブフッ！　と四郎の口から煎茶が噴き出した。

　濃い緑色の飛沫が宙を舞い、畳の上に落ちていく。

「げほ、げほっ！」

「ああもう、大丈夫？」

　輝夜はクズ布を畳の上に投げてから、四郎の背中をすりすりと撫でる。

　すると彼は咳き込みつつ、声を荒らげて言った。

「大丈夫も何も、なんてことを言うんだ……！　驚くだろう！」

「いい？　これくらい大それたことを言えるようにならなきゃダメよ。荒こう唐とう無む稽けいすぎて、一転して洒落になってるでしょう？」

「輝夜、君は本当に……」

「ああ、ほら。怒らない怒らない」

「怒ってなんかない」

「そうね。言われたい放題で、ちょっと悔しいのよね」

　長い付き合いだ、それくらいは理解できる。

　そしてある意味において、輝夜は四郎に甘えていると言っていい。

　彼が怒る一線を把握し、それを踏み越えないように振る舞っているのだから。

「だから、ほら……ね？」

「えっ」

　四郎の手をそっと握りしめれば、彼はびくりと身をすくませる。

　彼からすると、きっと予想外の行動だったのだろう。

　女性慣れしていないところが、乳あ姉ねとして、本当に可愛くて仕方がない。

　真っ赤な顔で、目を逸らす四郎。

　そんな彼の手を、輝夜は己の太ももの上へと導いた。

「かっ、輝夜……」

　下手な夫婦より、共に生きてきたのだ。

　相手のけしかけ方については、誰よりも熟知している。

「ね、絶好の機会だと思わない？」

「一体なんの……」

「悔しさを晴らして、わたしにやり返す……よ」

「お、俺は別にそんな気はない！」

「ふーん」

　幼馴染の顔を見つめ、輝夜は言った。

「四郎って恨うらみ深くて、何かされたら絶対に忘れない人だって思ってるんだけど」

「……その理解は間違っちゃいない」

　四郎は口にすべきかどうか、ためらったのだろう。

　ほんの少しだけ躊ちゆう躇ちよした後、諦めたように言った。

「輝夜にからかわれることは嫌いじゃない、これははっきり言っておく。だがその後で、自分自身に嫌気が差すことはある」

「わたしじゃなくて、自分自身に……？」

「ああ」

　深いため息と共に、彼はうなずいた。

　彼は自分の語るべき言葉を探し出し、ゆっくりと吐き出しはじめる。

「はっきり言おう。俺は、君とこうなることを半ば諦めていた」

「それは、男と女の仲という意味で？」

「ああ、俺は情けない男だ。ずいぶん昔、君と交わした約束が成じよう就じゆすることを……心のどこかでずっと願い続けていた」

「花畑でした、約束のこと？」

「ああ、そうだ。俺が君の旦那様になって……」

「わたしがあなたのお嫁さんになる」

「でも、それが叶うことはないと理解もしていた」

「あなたが家臣で、わたしが姫だから？」

「そうだ。俺は輝夜の夫にはなれない。だから、からかわれるたびにつらくなった。惨みじめな気持ちになった。諦めないといけないのに、諦めきれなくなるから」

　四郎は大きく息を吸って、吐き出し、はっきりと言った。

「だからそのことを自覚するたびに、俺は耐えがたい苦痛を覚えていたんだ」

　ズキリ、と輝夜の胸が強く痛んだ。そして激しい動どう悸きに見舞われる。

　恋い慕う幼馴染が『耐えがたい苦痛』とまで踏み込んで表現したことは、輝夜に極めて大きな衝撃をもたらしていた。

「それは、その、ごめんなさい……。なんてお詫びをしたらいいのかわからないけれど、わたし……許してもらえるならなんでもする、だから……」

「いや、輝夜が謝る必要はない」

「え……？」

　輝夜は目をぱちくりさせながら四郎を見た。

　てっきり、裏切り者として苛か烈れつに糾きゆう弾だんされると思ったからだ。

「その痛みがあったからこそ、俺は輝夜を意識し続けることができたんだ」

　それに言っただろう？　と四郎は続けた。

「あくまでも痛みを覚えたのは、俺の内面の話でしかない。輝夜がずっと俺に関わり続けてくれたことは嫌じゃなかったし、むしろ感謝しないといけない」

「四郎……」

「お陰様で、お互いに初めての相手にもなれたわけだしな」

「……っ」

　輝夜は思わず四郎に抱きついていた。

　彼に対する罪悪感や切なさや愛おしさが、胸中で複雑に入り乱れている。

　そして感情の奔流に身を任せるがまま、輝夜は訴えていた。

「四郎、お願い、わたしを抱いて……っ！」

「か、輝夜……!?」

　驚いた表情を見せる幼馴染に、輝夜は言った。

「はしたない女とは思わないで。だけど、四郎がとても欲しくなって……」

「……それは無理だろう」

「ど、どうしてよっ」

「朝にあんなことをされて、今の発言だ。ふしだらだと思わない方が難しい」

　四郎はそう言って、ぐいっと優しく肩を押してきた。

　もとより抗あらがうつもりはなく、輝夜は座布団を枕に畳の上に横たわる。

　なんとなく気恥ずかしくなって、顔をふいっと横に逸らす。

　するとそんな仕草に、彼はいたく興奮したようだ。

「あぁ……っ」

　首筋に走るのは、四郎の熱い吐息と唇の感覚。

　それを受容し、あられもない声をあげて輝夜は身悶えしてしまう。

「輝夜」

　ごくりと生唾を飲み込みながら、四郎が呼びかけてきた。

　これからまた、彼との婚前交渉がはじまるのだ。

　着物を乱され、太ももに触れられると背筋がゾクゾクする。

　朝に口腔奉仕した際の興奮がよみがえった。

　輝夜の身体の芯はしっとりと潤み、あっという間に熱を帯びていく。




「ん……っ、あぁ……んんんっ」

　身体を丁寧に愛撫され、とろとろに蕩かされた後──

　ガッチガチに勃起した怒張がゆっくり膣孔に入ってくるのを輝夜は感じていた。

　ぬぷぬぷと内臓を押し広げられる感覚に、思わず喜悦の声がもれてしまう。

「あぁ……すごく、硬い……っ」

　輝夜自身が気恥ずかしさを覚えるほど、こぼれ落ちた声は艶やかだった。

　昨日に処女を失ったばかりなのに、なぜか痛みを感じない。

　それどころか四郎の形を鮮明に感じ取れるくらい、感覚が研ぎ澄まされている。

「なんだか、変な……感じ……っ」

「変……？　なら、今日はやめておくか？」

「あっ、ううん……違うの……やめないで……」

　背筋が震えるような快楽が、下肢を中心にじんわり広がっていた。

　こちらを案じる心配りはとても嬉しいが、同時にとても恥ずかしい。

　彼が心配する痛みの類はまるでなく、あるのはただ悦びだけなのだから。

「輝夜……？」

　だが、幼馴染といえども会話がなければ正確な意思疎通は難しい。

　四郎は不安を覚えたらしく、腰を引こうとしていた。

　──このまま黙っていたら終わってしまう。

　輝夜は観念し、四郎から目を逸らしたままぼそぼそとつぶやいた。

「あのね、痛みが……ないの……」

「痛みが……？」

　こくりとうなずき、愛しい男の顔色をそっとうかがった。

「だから、おちん×んのかたちがはっきりとわかるっていうか……その、これが四郎なんだなって……」

「……っ、輝夜っ！」

　途端、四郎が興奮の面持ちで輝夜の両肩をガシリと掴む。

　その男らしく荒々しい行動に、トクンと胸がときめいてしまう。

「四郎、どうしたの……？　きゃっ!?」

　彼の腰がぶるりと震えた。

　かと思うと、輝夜の膣内なかでむくむくとさらに肥大して硬化する。

「え、あ……大きく、なってる……。興奮、してるの……？」

「当然だろ！　そんなことを言われて、興奮しない男がいるか！」

　四郎は息を荒らげながら、本能に従って腰を振りはじめた。

「あ、あぁっ!?　やだ、四郎が暴れてる……わたしのなかで、暴れてる……っ」

　限界まで膨れ上がった亀頭、そして血管の浮き上がった凸凹の激しい肉竿。

　それらが愛液を掻き出しながら、激しく抽送を繰り返す。

　動き自体は非常に単純なのに、頭がおかしくなりそうなほど気持ちいい。

「いいっ、これ……いい……っ。あぁあっ、四郎ぉ……っ」

　子宮に重く響く快楽に喘ぎつつ、輝夜はギュッと彼に抱きついている。

　その顔は、他人には見せられないほどの淫気に満ちていた。

「すごく、いいの……っ。なんだか身体がふわふわして、お空を飛んでいる気が……あっ、そこ、そこいいっ」

「ぐ、あぁ……おぉおッ」

　愛する男の横顔に、輝夜は夢中になって接吻を繰り返す。

　すると彼は唐突に吼ほえ、腰の動きを速めた。

「わ、悪い輝夜……！」

「んっ、どうしたの……？」

「もう、射精でる……ッ！」

　四郎はわずかに身を起こし、血走った目で叫ぶ。

　その表情にまるで余裕がない。歯を食いしばって射精をこらえようとしているが、努力もすぐに水泡に帰してしまうだろう。

「あっ、やんっ、あっ、あっ、あぁあぁ……っ」

　盛りのついた犬のように、四郎の腰が激しく打ちつけられていく。

　彼の陰毛で陰核が刺激され、焦げつくような性感が子宮に刻まれてしまう。

「待って、待って……！　四郎、射精でるって、もう……？」

「ぐうぅッ」

　苦しげなうめき声をあげつつ、四郎はぐりっと腰を押し出した。

　次の瞬間、輝夜はお腹の奥底へ染み込む熱の拡散を感じていた。

　──四郎が膣内射精したのだ。

　それを理解すると同時に、男女の営みがいきなり打ち切られてしまったことへの寂しさと不満を覚えてしまう。

「し、四郎……？　あの、もしかして……もう？」

「わっ、悪い。輝夜の言葉に興奮しすぎて……」

　射精後特有の疲労で肩を上下させつつ、彼は情けない顔で謝罪してきた。

　そんな顔をされてしまったら、もう不満は呑み込むしかない。

　びくんびくんと膣内でしゃくり上げる肉棒を感じつつ、輝夜は彼を慰めるために背中を優しく撫でた。

「ううん、だったらいいの。四郎が気持ちよくなってくれたなら、わたしはそれだけで嬉しいから」

　だが、そんな言葉をかけるだけ無駄だと理解している。

　輝夜が不完全燃焼だということを、彼は間違いなく察しているだろうから。

（これもきっと、四郎にとって……失敗の記憶のひとつになってしまうのかな）

　そう思うとやるせない気持ちになった。

　朝倉四郎はとにかく失敗経験を引きずる男だ。

　となれば、輝夜が取り得る行動はひとつしかない。

　彼を男性として奮い立たせ、このまぐわいを成功体験に変化させる必要がある。

「でも、四郎のおちん×ん……まだ硬いままよ……？」

「それは、まぁ……」

「ねぇ、知ってる？　枕絵で描かれてたんだけど、性豪と呼ばれる人は……子種を放った後も、抜かずに行為を続けることができるんだって」

　輝夜はからかい口調でささやいた。

「わたし、そういう男に憧あこがれちゃうなー」

「…………」

「抜かずに何度も求められて、子お宮くで精液と快楽の味を覚えさせられたら……四郎としたこと、ぜーんぶ忘れちゃったりして」

　そう口にした途端、四郎の目に嫉妬と悋りん気きの炎が燃え上がる。

　精液まみれの膣内で、彼はまた怒張をまた出し入れしはじめた。

　ぐちゃっ、ぐちょっと淫らな水音が立ち上る。

「クソッ、なんでそんなことを考える……!?　輝夜は俺の女だろうがッ!!」

「んっ、あっ、やぁ……っ」

　四郎から向けられる独占欲丸出しの言葉や眼差しがたまらない。

「あぁ、畜生！　輝夜の中、本当になんなんだこれは……ッ！」

「んっ、んんっ、ふぁあぁ……」

　輝夜は四郎にしがみつきながら思う。

　──四郎の凸凹としたおちん×んは、すごく気持ちいい。

　──だけど自分の膣は、本当に気持ちいいものなのだろうか。

　──恋い慕う彼を、満足させるに足るものなのだろうか。

　唐突にそんな不安が膨れ上がり、輝夜は喘ぎながらも問いかけていた。

「ねっ、ねぇ……しろぉ……っ」

　我ながら、なんて甘ったれた声色だろうか。

　だが、仕方がなかった。膣内射精でねっとり潤った肉孔を心地よく刺激され、すっかり身体が媚こびてしまっているのだから。

「な、なんだ？」

「わたしの、ちゃんときもちいい……？　ね、どんな感じなの……？」

「どんな感じ、って……」

　砂糖菓子のような声を耳にした四郎が、ぶるりと背を震わせる。

　おそらく彼は、先ほどのような暴発を防ぐため──別のことを考えながら腰を動かし、性的興奮を抑え込もうとしていたのだろう。

　だから輝夜の問いかけは、そんな努力を無駄にするものだったに違いない。

「わたしはね……四郎のおちん×ん、すごく気持ちいいよ……？　あなたが膣な内かで動くたびに、なんだか子宮がムズムズしてきて……」

「う、ぐぅっ」

「だから、だからね……？　わたしだけじゃなくて、四郎もちゃんと気持ちよくなれているのか、なんだか不安になって……」

「く、うあぁ……ッ!!」

　肉棒がびくびくと痙けい攣れんし、さらに容赦のない腰振りがはじまった。

　四郎は輝夜の両手首を掴んで拘束。

　まるで強姦しているような荒々しさで突きまくってくる。

「あっ、あぁ……しろぉ……っ、それ、だめ……だめだめだめだめ……っ」

　きっと身体の相性がいいのだろう。

　最奥を滅茶苦茶に突かれて乱暴されているにもかかわらず──快楽で意識が消し飛んでしまいそうなほど、輝夜は追い込まれている。

「やだ、やだやだやだ……っ、あぁ、奥っ、奥ぅ……っ、そんな風にコンコンされたら……っ」

「輝夜……！　悪い、俺、もう……！」

「あぁあぁ……っ、そんな……また、だしちゃうの……っ？」

　子宮を中心に広がっていた快楽の波が、ゆっくりと全身に広がっていく。

　背筋がゾクゾクする。乳首がキュンキュン切なく疼く。首筋がゾワゾワする。

　そして最後に頭の芯が、グサリと刺し貫かれたような衝撃が走った。

「あっ、や──あ、あぁ、あぁあぁあぁああぁああぁあぁあぁ───〜〜〜ッ!!」

　目の奥で激しく火花が散り、視界のすべてが真っ白に染まる。

　輝夜は多幸感に包まれながら、凄まじい嬌声を放っていた。

　何も見えない、何も聞こえない。感じるのはただ、四郎の肉棒が爆はぜて──大量の精液を膣内でぶちまけているということだけだ。

「あ、あぁ、あぁあぁああぁああぁああぁ……でて、るぅ……っ」

　長い時間をかけて、全身から絶頂感がゆっくり引いていく。

　幸福な世界に閉じ込められていた輝夜だが、徐々に五感を取り戻していった。

「輝夜、お前も気をやったのか……」

　気怠い幸せを抱きしめていると、四郎がそんな問いかけを投げてくる。

　言わないで、と羞恥に包まれながら応答すれば──そっと唇が押しつけられた。

「ん、んんん……っ」

　舌を入れることのない、触れ合うだけの接吻。

　だがそれが、絶頂後の敏感な身体にはとても気持ちいい。

「……しろぉ」

　彼の腕の中にいると、心の底から落ち着くことができた。

　きっと、汗の香りがするからなのだろう。

　それは、生まれてからずっと隣で嗅いできたものだから。

「すごかった……動けなくされて、乱暴に犯されるの、なんか……すきかも……」

「そうか……」

　四郎は苦笑しながら言った。

「てっきり、また早かったって文句を言われるかと……」

「そんなこと、言わないわよ……んっ、はぁ……っ」

　不意に絶頂の残滓が腰に走り、輝夜はぶるっと身を震わせる。

　その刺激のせいだろうか。

　膣内でふんにゃりしていた肉棒が、ムクムクと硬度を取り戻していく。

「また、大きくなったのね……」

「悪い」

　もしかすると四郎は、本当に性豪なのかもしれない。

　そんなことを思いながら、輝夜は未解決の不安を吐き出すことにした。

「ねー、四郎……」

「なんだ」

「さっきのこと、ちゃんと教えて？」

「さっきのって？」

「わたしのが、その……どんな感じなのか、ってこと……」

「いや、それは……」

　さすがにためらう四郎の背中を撫でながら、輝夜はダメ押しに問いかける。

「心配なの、わたしのがちゃんと気持ちいいのかって。だって四郎、わたしの具合そのものじゃなくて……言葉とかで元気になったように感じたから」

「輝夜……」

「ごめんね、面倒臭い女で。でも四郎とこうしていると、色々なことが気になっちゃって……。あなたにふさわしい女なのかなって、そういうこととか……」

　たちまち四郎は、「ふぅ」と大きくため息をついた。

「心配しなくても、すごくいいぞ」

「本当……？　ね、どんな感じなの……？」

「そんなことまで聞きたいのか」

「だって、四郎の大切なおちん×んをお迎えする場所なんだもの……」

「はぁ……。わかった、答える」

　四郎は深く嘆息する。

　もはやどうにもならないと諦めたのだろう。

「輝夜の入り口の話からだが、これはものすごく狭い。だからなのか、滅茶苦茶に締まりがいい。魔羅が食いちぎられそうな感覚だ」

「う、うん……」

　輝夜が自ら望んで言わせたのに、とてつもなく恥ずかしくなってきた。

　乙女心と不安が合流した末の気の迷い。

　そう言ってしまえばそれまでなのだが、自分は本当に、四郎が相手だと感情を支配できなくなるのだなと実感する。

「締まりもすごいが、膣内なかの具合も半端じゃない。肉ヒダが細かすぎるせいなのか、魔羅がゾリゾリ剃そり上げられる感じがする」

「ぞ、ぞりぞり……」

「だから、挿れているだけで滅茶苦茶に気持ちがいいんだ。気を抜くとあっという間に、精液を漏らしてしまうほどには」

「そっ、そうなんだ……」

　自分の膣内なかには、まだ四郎が入ったままだ。

　それもあって、彼の発言がやけに生々しく聞こえてしまう。

　羞恥が興奮を呼び、秘裂がまた──しっとりと潤いはじめた。

「ただ、亀頭の先に感じる輝夜の奥はぶにぶにしてて……」

「もっ、もういいから……！」

　完全に復活した肉棒の脈動を子宮で直に感じつつ、輝夜は会話を打ち切った。

「なんだ……自分からはじめた話なのに、恥ずかしくなったのか」

「うっ、うるさいわね……！　早漏のくせにっ！」

　ああ、わたしって本当に面倒臭い女だな──と輝夜は思う。

　普段は彼をからかったり悪イタ戯ズラしてばかりなのに、守勢に回ればこれである。

（こんなことばかり言ってたら、わたし……嫌われちゃうんじゃ……）

　新たな不安を覚え、四郎の顔色をおそるおそるうかがうと、

「……かわいい」

　にやけた顔がそこにある。

　そして彼の発した言葉は、心を掻き乱すには十分な破壊力だった。

「輝夜、君は本当にかわいいな」

「や、やめなさいよっ！」

「昨日は綺麗だって言ったけど、撤回する。輝夜は綺麗だけど、かわいいんだ」

「やめなさいったら！」

　顔全体が紅潮し、耳まで真っ赤になってしまう。

　胸がドキドキ高鳴って、どうしようもないほどに子宮が疼く。

　恥ずかしさを誤魔化すように、四郎の胸をぽかぽか叩きながらも──身体にみっちりと杭打たれた肉棒の感覚を、輝夜はより強く意識していた。

「輝夜、ものすごく締まってる……！」

　愛しい男が腰を揺り動かしはじめた。

　しかし肉棒の脈動は、先ほどの──射精直前の動作と似ている。
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　どうやら彼は、また、堪えられなくなってきたらしい。

「えっ、あの、ちょっと四郎……!?」

「悪い、さすがに無理だったらしい」

「な、なんで……？　昨日した時は、もっと我慢できてたじゃない……！」

「輝夜の膣内の具合が、回数を重ねるたびにケタ違いによくなってるんだよ！」

　輝夜の問いに、四郎は歯を食いしばりながら言った。

「それに君のよがり顔を見て、甘ったるい喘ぎ声を聞いていたら……我慢できるはずがないだろうがっ！」

「んあっ……!?」

　あっという間に輝夜の思考が真っ白になってしまう。

　ゴツン、と力強く子宮口を突かれたせいだ。

「あっ、ふぁあぁあぁあぁあぁ……っ」

　びくびくと総身を痙けい攣れんさせながら理解する。これが軽い絶頂だということを。

　そして絶頂に伴う多幸感に包まれると、色々なことがどうでもよくなってしまう。

「ああ、輝夜……っ！　輝夜輝夜輝夜っ!!」

「きゃっ」
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　繋がったまま身体をひっくり返され、うつ伏せに押し倒される。

　膣内なかがぎゅるんとねじれてしまい、意識が飛びそうなほど気持ちいい。

　彼の切羽詰まった感じも、求められる精神的快感もたまらなかった。

「あぁ、こんな犬のような格好……」

　輝夜は座布団を握りしめ、それにぽふんと顔を埋める。

　伏臥位（寝バック）である。座布団に顔を押しつけていると、どうしても酸欠気味になってしまう。

　それでも顔を見られたくなかった。あるいは、だらしなく蕩けている表情を。

「輝夜、いいよな。動くぞ」

「えっ、ちょっとま──きゃんっ」

　輝夜にのしかかり、血走った目で激しく腰を打ちつけはじめた四郎。

　彼のケダモノじみたピストンで、ばるんばるんと真っ白な尻肉が跳ね揺れる。

「やっ、ふぁ、あああっ」

　理性を失っているとはいえ、愛しい幼馴染であることは変わらない。

　彼の体重を背中いっぱいに感じていると、その圧迫感は幸福感にたやすく変換されてしまう。

「あっ、あぁあぁ、んんんんっ！」

　膣内なかをこする場所が変わったことで、これまでとはまったく異なる快楽が腰から全身に広がっていく。

「ふぁ、んんっ、ふぁあぁ……っ」

　そして一方的に犯されることへの被虐感も増すばかりだ。

　身体を夢中になって求められることも、女として強い愉悦も覚えている。

（でもそれは、四郎が相手だから……そうよ、きっとそう……）

　自分は淫乱ではない。愛する男に求められているからこそ、こんなにも気持ちよくなってしまっているだけなのだ。

　そんなことを考えていると、輝夜の耳に四郎のささやき声が忍び込んでくる。

「輝夜は俺の女だ、俺だけの女なんだ」

「あっ、だめ、そこはだめっ……！　そこはまだ綺麗にっ……！」

　四郎が身を起こし、親指で排泄孔をなぞりはじめていた。

　これまでとは明らかに違う刺激を受けて、輝夜はびくんと身をすくませる。

「輝夜の肌はどこも真っ白なのに、ここだけはくすんでるんだな」

「あぁっ、いや、いや……言わないでっ！　ひゃあぅっ!?」

　羞恥で頭が沸騰しそうだ。

　肛門そこを弄られると、どうしても妖しい官能を覚えてしまう。

　まるで小陰唇を弄られるような快感を前に、輝夜は身悶えることしかできない。

「あぁ、輝夜、輝夜……っ！」

　排泄孔を弄りながら、四郎はパンパンと腰を打ちつけ続けている。

　輝夜にできることは、幼馴染の変態行為に耐えながら──甘ったるい嬌声を座布団で押し殺すことだけだ。

「あっ、んんっ、はあぁあぁ……っ、好き、すきっ、しろー、すきぃ……っ！」

　朦朧とする意識の中、輝夜は恋い慕う男への想いを繰り返す。

「すき、すきすきすきっ、しろーのこと、すきなのっ」

「あぁ、俺も好きだ、輝夜……！」

「ずっと、ずっとすきだったの……っ、だいすきなのぉ……っ！」

　彼と繋がっていられる充足感が、輝夜の快楽をより大きなものにしている。

　しかしこの関係は有限で、期限はひと月しかない。

　そのことが脳裏をよぎった瞬間、輝夜の脳裏には絶頂の前触れと共に──恐ろしい思考が湧き上がってくるのだった。

「しろー、しろぉ……っ、だめ、もういっちゃ……あ、い……くぅ……っ！」

「俺も、もう射精でる……ッ！」

　様々な感情と共に、輝夜は絶頂の海の中に放り出されてしまう。

「はっ、ああっ、あ……あああああああああああああっ」

　自分の身体の中で、びゅびゅっと精液が吐き散らされているのを感じた。

　三回連続とあって量は少なめだが、お腹の奥に溜まっていく熱は本物だ。

「あ、でてるぅ……っ。しろーの、またでてるのぉ……」

　自分の身体で気持ちよくなってくれた証を実感できて、嬉しくてたまらない。

　湧き上がってくる幼馴染への愛おしさに包まれながら、輝夜は肢体をびくびくとわななかせていた。

「はぁ、あぁ、あぁあぁあぁ……」

　座布団に顔を押しつけて荒い吐息をもらしていると、繋がっている状態のまま、四郎が優しく後頭部を撫でてくれる。

　髪の毛を指で梳すかれる感覚が、たまらなく心地よい。

　輝夜はぶるりと腰を震わせながら、事後の気怠い幸福に酔いしれていた。

「輝夜、とても……その、すごかった。気持ちよすぎたかもしれない」

「あ、は……」

「大丈夫か。身体、痛いところはないか？　無理させすぎたよな……」

　性行為で疲労しきった全身に、四郎の声が水のように染み渡っていく。

　彼のいたわりがとても嬉しくて、思わず涙をこぼしていた。

「泣いてる、のか……？」

　心配してくれたのだろう。輝夜の中から四郎がずるりと出ていった。

　彼の形にぽっかり広がった膣口からは、注ぎ込まれた三発分の精液が──とてつもない喪失感と共に、どろりと流れ出している。

「悪かった、後ろからは怖かったか？」

「ううん、違うの……しろー、顔……もっとよくあなたの顔を見せて……」

「……わかった」

　身体を反転させてもらい、真正面から幼馴染と向き合う。

「あぁ、しろぉ……」

　泣き腫らした真っ赤な瞳に、彼の顔が映る。

　強い安堵を覚えたのと同時に、四郎を誰にも渡したくない──という凄まじい独占欲が込み上げてきた。

　ひと月後に自害しよう、という覚悟も揺らいでいる。

　愛するこの男と一緒に生きたい、生き続けたい。

　そんな情動に駆り立てられるがまま、輝夜は四郎の頬を撫でていた。

「わたし、ずっとあなたと一緒にいたい……こうしていたいの……」

「俺だって、そうだ」

「あのね、お願い……聞いてもらってもいいかしら……」

「もちろん」

　四郎がうなずいたのを見て、小さな声でそっと告げる。

「お話ししたいことがあるの……。だから今晩、わたしを迎えに来て……？」

　四郎がまたうなずいた。

　安堵した輝夜は目を閉じて、彼に口付けを催促する。

　──この幸せな時間がずっと続いて欲しい。

　これまで以上に強く、そう願っていた。




３　山裾の秘湯で




　八月二九日の夜は、実に過ごしやすい気温だった。

　暑くもなければ寒くもない。

　秋の虫が奏でる音色、闇夜に響く梟の鳴き声を聞きながら──四郎は奉公人たちが就寝したのを見計らい、こっそり屋敷の外へと抜け出している。

　目的地はいわずもがな、天城家屋敷だ。

　月明かりと勘を頼りに敷地内へ潜入。

　夜の歩ほ哨しように立っている侍女たちの監視の目をかいくぐって床下へと忍び込む。

　輝夜の座敷の地点にまで到達し、トントンと頭上の板を叩けば──

「四郎、来てくれたのね」

　──穴を塞いでいた畳がサッと取り除かれた。

　そしてすぐに、純白の寝間着をまとった輝夜が顔をのぞかせる。

「少し待って。必要なものを持っていくから」

　やがて彼女は数枚の厚い布をかぶせた桶おけと、火の点っていない籠かご提とう灯ろうを抱えて床下に降りてきた。

「輝夜、提灯は俺が」

「お願いするわ。お話は、いつものように屋敷の敷地を出てからね」

　周囲をうかがいながら、四郎と輝夜は床下を抜け出す。

　身を屈め、闇に紛まぎれながらこっそりと進んでいった。

　子供の時から常習的に脱走を行っていたこともあり、実に手慣れたものである。

「それで、どこに行くんだ？」

　天城家屋敷の敷地を脱し、四郎は問いかける。

　月明かりに照らされた白銀の少女は立ち止まり、赤い瞳を細めた。

　その姿は、見惚れてしまうほど美しい。

「天城の湯よ」

「あそこか」

　彼女の言う『天城の湯』とは、城の近くにある天然温泉のことだ。

　戦国時代の近江国には、涸かれていない出湯が各地に点在していたのである。

「そうよ。だから桶と布を持ってきたの。他にも火打石とかロウソクとか、色々と。明かりもなく夜道を歩くのは、さすがに危ないから」

「たしかにそうだな」

「だから四郎、明かりをお願い」

　輝夜は火を熾おこすのが下手だった。

　四郎は苦笑しながら火を熾し、籠灯籠に明かりを点す。

　ぼんやりと周囲を照らすそれを片手に、幼馴染の手を引いて歩き出した。

「ねー、四郎」

「なんだ」

「わたしたちの周りを蛍ほたるが飛んでたら、もう少し雰囲気が出たのかしら。なんというか、男と女の逢あい引びき的な……」

「さて、どうだろう。いずれにせよ、蛍の成虫は皆死んでしまっているはずだ」

「短命よね。逝く前の輝き、ってことかしら。ふふっ、まるで人間のようね……」

「蛍の方がよっぽど綺麗だ」

　四郎ははっきりと言った。

「死に際の人間なんて、そう綺麗なもんじゃない。戦場で何度も見てきた」

「……そっか」

「ああ。だから綺麗に死ねる奴は、本当に幸せ者なんだと思う」

　輝夜は寂しそうに笑った。

「ごめんね、なんだかしんみりさせちゃった」

「きっと、そういうことを考える時期なんだ。気にしない方がいい」

「うん……。ありがと」

　輝夜は握っていた手をパッと離し、かと思うと──今度は腕に抱きついてくる。

「どうかしたか？」

「ううん、ちょっと空気を変えようと思って」

「空気を？」

「そうよ。こうしてひっついて歩いていたら、まるで駆け落ちしている男女みたいじゃない？」

「たしかに、そうかもな」

「えっ？」

「こんな夜中に歩いているんだ。傍はた目めから見たら、そう取られてもおかしくない」

「…………」

「何か変なことでも言ったか？」

　途端に押し黙った輝夜を見ると、彼女は不審の目で四郎を見つめていた。

「変ね。いつもだったら『何を仰るんですか』とか言って、取り乱していたのに」

　不服そうな顔をしている輝夜を前に、四郎は思わず苦笑する。

「これまでは、姫と家臣という立場があったから関係に悩んでいたんだ。それを気にしないでよくなった以上、動揺する必要なんてないだろう？」

「むー、なんだかつまらないわね」

　輝夜は頬を膨らませながら、四郎と共に山道を登った。

　斜面は険しくなりつつあるが、お互いに息を乱してはいない。

　輝夜の基礎体力は極めて高い。野外に出ることは日常茶飯事だったし、その時は山を登り下りすることも多いからだ。

「あっ、そうだ。ねー、四郎」

「何か新しい話題でも思いついたか？」

「ふふん、まーね」

　得意顔の輝夜は、四郎にぴったり身を寄せながら──声のトーンを落として訊く。

「四郎は『大お御お見み様さま』の話、知ってる？」

「大御見様？　ああ、もちろん」

　籠提灯のぼんやりとした明かり。

　それに照らし出される山道を見つめながら続けた。

「逢魔時オウマガトキの後、近江国の山々で騒いだ者の前に現れるという……神カム域ナビに住まう狐の大妖怪だ」

　で、どうしてそんな話を？　そう問い返せば、輝夜は「信じられない」という表情を見せる。

「どうしてそんな話をって……大御見様は人間も食べちゃうのよ!?」

「ああ、そうらしいな」

「どっ、どうして怖がらないのよ！　恐ろしいじゃない！」

「怖がったところで仕方がないだろ」

「なんでよ」

「輝夜を守らないといけないからだ」

「……えっ」

　輝夜が胸を押さえて歩を止めた。

　腕を引かれる形になり、一体どうしたのかと彼女を振り返る。

　淡い光に照らされたお姫様は、頬を染めながらジッと四郎を見つめていた。

「立ち止まらずに行こう。それこそ、大御見様に見つかっちまう」

「は、はい……」

　彼女らしからぬ、乙女的というか、淑しとやかな声だ。

「どうした、そんな変な声を出して」

「う、ううん……なんでもないわ」

「なんでもないってことはないだろう」

「……ちょっと、胸がきゅんってときめいちゃっただけよ」

「胸が？」

　四郎は籠灯籠の明かりを寄せて輝夜をしげしげと眺め、首を傾げながら尋ねた。

「久々の山道だから、動悸かもしれないな？　息切れはなさそうだが……」

「そ、そういうことじゃないわよっ！　このばかっ、ばか四郎っ!!」

　幼馴染の姫君は顔を真っ赤に、お怒りな様子で山道をずかずかと進んでいく。

　その後ろ姿を見て、四郎は首をひねる。

（女心と秋の空。女子の心は変わりやすいと言うが……よくわからないな……）

　とはいえ、いつまでもそんなことを考えていても仕方がない。

　中秋である。妖怪たちがいつ飛び出してきてもおかしくないだろう。

　四郎は駆け足で、輝夜の背中を追いかけていた。




　城の山門へ続く道から外れ、小道を下りる。

　すると、大量の蒸気がもくもく噴き上がる光景を目の当たりにできた。

　天城の湯は熱湯で、湧き上がる温泉そのものは入浴するには熱すぎる。

　そのためこの地に暮らした先人たちは、温泉を川まで引いて水と混ぜることを思いついた。

　適温にさえしてしまえば、温泉の恩恵を受けることができるというわけだ。

　今現在、永禄一一年（一五六八年）においても同様である。

　戦国時代の技術力では、それ以外の方法で入浴することはできないのだった。

「ここはいつ来ても壮観よね」

　川岸の砂利を踏みしめながら、輝夜は両手を大きく広げて深呼吸をしている。

　彼女の気持ちもわからないではなかった。

　月明かりに照らされる山間の景色は実に雄壮で、清らかな音を立てて平地へ流れ込む川の水も美しい。

　温泉の湯煙に彩られた幻想的な風景は、見ているだけで目の保養になる。

「ああ、心が洗われるようだ」

　そう応答した後、四郎は周囲に警戒の目を向けた。

　人影はないし、気配も感じられない。いるのは野生動物くらいだろう。

「ところで、輝夜」

「なーに、四郎」

　山河の景色を見て機嫌を直したらしい。

　普段通りの語調に戻った輝夜に、四郎は問いかけた。

「ここで、何をするつもりなんだ？」

「何をって、入浴以外にすることがあると思う？」

　呆れたような彼女の声を聞き、そりゃそうだよな、と思った。

　昼間は四郎の肉棒を咥え、お互い汗みどろになるまで交わったのだ。

　きっと汗やらなんやらで、素肌に不快感を覚えているのだろう。

「なら、見張りは任せろ」

「はぁ……」

　彼女は盛大にため息をつくと、ジトッと半眼で四郎を睨んだ。

「あのねぇ、あなたがいる場所はどこ？」

「温泉だが……」

「そこには、あなた以外に誰がいるの？」

「誰って……君と、動物たち」

「……いつか後ろから、頭を射い貫ぬかれないことを願っておくのね」

「おっ、おかしなことは何も言ってないだろう？」

　フン、と輝夜は不服そうに鼻を鳴らした。

「四郎がそう思うならそうなんでしょうね。四郎の中ではね」

　ちなみに、彼女は弓の名手だった。四郎はその腕前を評し、『今いま板はん額がく』と呼ぶ。

　板額とは板額御前のことで、かの有名な巴ともえ御前と並んで『巴ともえ板はん額がく』と称される──強弓使いで有名な女武将だ。

（さすがに頭を射貫かれるようなことがあったら洒落にならないぞ）

　もちろんそんなことを輝夜がするはずもないのだが、一応、四郎は念を入れて弁明することにした。

「いや、その……俺も別に悪気があって言ってるわけじゃなくてだな……」

「わかってるわよ、そのくらい」

　男女の雰囲気も何もあったものじゃないわね、と輝夜は膨れっ面で言った。

「ここは温泉で、わたしと四郎は男と女の仲なの！　そこまで言えば、わたしが何を望んでるかくらいわかるでしょ!?」




　──まさか、こんなことになるとは。

　予想外の事態に困惑しながらも、四郎は輝夜と共に湯船の前に立っていた。

　湯船の造りは実に質素で簡単なものだ。

　地面を掘って湯溜まりを作り、そこに川の水を引き込む。

　お湯の溜まった穴の側面には岩石を積んで補強。

　足を怪我しないように木板を底に沈めたものが、目の前にある湯船だ。

　四郎はしゃがみ込み、溜まっているお湯に指をつける。

「ね、どう？」

「適温だ、これならすぐに浸かれる」

「ならよかった」

　輝夜は表情を緩めて笑った。

「熱すぎたら、誘い入れる水の量を増やさないといけないものね」

　だが、四郎は笑うに笑えない状況にあった。

　輝夜と混浴することになって、真っ先に覚えたのは興奮だった。

　今裸になれば、間違いなく勃起した股間を見られてしまうだろう。

（畜生、脱ぐしかないのか……？　嫌悪はされないだろうが……いやいや、女心はかなり複雑だと聞くし……）

　勃起を鎮めるため、なんとか間を持たせようとして──必死に思考をめぐらせる。

　そして名案を思いつく。

　輝夜は『男女の雰囲気』なるものを気にしていたはずだ。

　ならば、それっぽい演出をすれば喜ばれるのではないだろうか。

「……ふーん、四郎にしてはいい思いつきね」

　湯船の縁を形成する石組みの、一番高いところに籠灯籠を置く。

　すると湯船全体が、淡いながらも照らし出されることになった。

　雰囲気もバッチリで、籠灯籠にお湯がかかる心配もない。

「まったく、変なところで鈍いのに、こういうところは気が回るんだから」

　輝夜がつんつんと肘ひじで脇腹を突きながら、いたずらっぽく笑う。

「でも、恥ずかしいわ……。明かりがあったら、わたしのカラダ……ぜんぶ四郎に見られちゃうんでしょうね」

「え、いや、別にそんなつもりじゃ……」

「別に隠さないでいいのよ？　期待してるんでしょ？　わたしの、は・だ・か」

「だから違うと──」

「えいっ」

「──うおっ!?」

　股間に甘い疼きが走った。輝夜の手が伸び、さらりと撫で上げたのだ。

　思わずうめき声をあげると、いたずら好きなお姫様はくすくす笑う。

「やっぱり期待してるんじゃない」

「いや、これは……」

「こんなに、大きくしちゃってさー……」

　白人の少女は魔性の笑みを浮かべ、四郎の隆起を優しく握った。

　だが、どうやら性的な意図はないらしい。

　彼女の瞳からは、まるで淫気を感じることができなかった。

　つまり輝夜は完全にからかい目的で、四郎の魔羅に触れているのだ。

（クソッ、これは完全に俺をなめてるな……！）

　別に、輝夜に弄られることは嫌ではない。

　四郎の人生には彼女とのやりとりが常にあり、日常ふつうですらあった。

　それに、彼女に主導権を握られたまま生きることを──心のどこかで望んでいる節もある。

　物事を難しく考えすぎる癖のある四郎だ。尻を叩いて奮起させてくれる姉さん女房気質の輝夜は、実に相性のいい存在なのだった。

　とはいえ。

　今の四郎と輝夜は家臣と姫君という枠を越え、男と女の関係にある。

（俺も情けないところが多かったが……、畜生！　輝夜だって昼間はあんなに悶えてよがり泣いていたじゃないか）

　もうどうにでもなってしまえ。

　四郎は半ばやけになり、輝夜の前で着物を脱ぎ捨てた。

「へっ、へぇ……」

　ビンッ、と勃起した肉棒が露わになる。

　すると輝夜は頬を赤らめながら、亀頭を指先でつんつんと突っついてきた。

「す、すっかりその気なのね……」

　輝夜もゆっくりと腰紐を解き──しゅるりと、寝間着を脱ぎ落とす。

「あ……」

　夜の露天風呂に浮かび上がった幼馴染の裸体は、ため息が出るほど美しい。

　──同じ人間とは思えないほどの白い肌。

　──一切の無駄がない、均整の取れた肢体。

　それはまさに、人体の美を突き詰めた至上の芸術品でもあった。

「ねー、このままずっと突っ立ってるつもり？」

「あ、あぁ……悪い」

　輝夜はほんのりと頬を染めながら四郎の腕を取った。

　先ほどまでと構図は同じなのに、服を着ていないだけで感覚がまるで違う。

　やわらかく温かい肌を直に感じ、心臓が加速度的に高鳴ってしまっていた。

「ほら、一緒に入りましょ？」

　四郎の肩に首を預けながら、輝夜がそんなことをささやいてくる。

（畜生、情けない……情けなさすぎるだろう）

　股間がこれ以上ないほど硬くなっていた。

　このまま放っておいたら爆発四散してしまいそうだ。

「どーしたの、四郎。入らないの？」

　そして少女は、いたずらっぽい笑みをその美貌に宿し、

「あー、そっかー。温泉に入る前は、ちゃんと掛け湯をしないといけないものね」

　パッと腕を離し、持参した桶を手に取った。

「ねー四郎、掛け湯は先にする？」

「いや、君が先だ」

　はっきりとした声で四郎は告げる。

　輝夜は一城の姫君でありながら、自分優先で行動しないところがあった。

　だからこそ、何事においても彼女を優先する癖がついている。

「そう？　ありがとね、四郎」

　輝夜は腰を屈め、湯船からお湯を掬って右肩からかけた。

　真っ白な肌が湯に濡れ、潤い、艶やかな色気を放ちはじめる。

「……っ」

　思わず生唾を飲み込んだ。

　むっちりと実り豊かな双臀に目がいくのは男の性さがなのだろう。

　抱きしめたら折れてしまいそうなほど、キュッとくびれている腰もたまらない。

「見すぎよ、四郎。そーいう目線、結構気付くのよね」

　輝夜が上半身をひねり、苦笑する。

　大きな乳房がふるんと揺れたのを見て、四郎は幾いく許ばくか冷静さを取り戻した。

「わっ、悪い……」

「ま、四郎が相手だから別にいいけど。はい、あなたも掛け湯をちゃんとなさい」

　その言葉に逆らう必要はどこにもない。

　掛け湯をすると、輝夜がまた腕に抱きついてきた。

「入りましょ」

「ああ……」

　やはり輝夜は、自分が先にお湯に浸かることをよしとしなかったのだ。

　幼馴染の心身の温かさを感じながら、共に湯船の中に身を沈める。

　湯船は広く、ふたりで入ってもかなりの余裕があった。

「あー」

「ふぁあぁ……」

　互いの口から、ため息交じりの喜悦がもれ出した。

　温泉の熱に包まれて、日中の疲労すべてが溶け出していくような感じがする。

「……ねー、四郎」

「なんだ」

「もっと、側に寄ってもいい？」

「えっ？」

　思わず聞き返す。

　なにしろ今、輝夜は四郎の腕に抱きついているのだ。

（これ以上側に寄るって、どういうことだ）

　そんなことを考えていると、輝夜はその細い腕を四郎の首に絡ませる。

「ほらね？　こうすると、四郎の一番近くに行けるの」

　幼馴染の豊かな乳房が、むにゅりと押しつけられていた。

　高弾力のふくらみは、抱き合っているだけでも相当な存在感がある。

「聞こえるかしら？　わたしの胸が、どくんどくんって高鳴ってるのが」

「え、あぁ……」

　だが、それどころではない。

　輝夜の身体の感触だけでも理性が消し飛びそうなのに、首筋から漂う甘い香りで思考が滅茶苦茶になりそうだ。

　思わず顔を逸らすと、事情を把握していない輝夜はケラケラと笑った。

「あははっ。四郎の顔、お猿さんみたいに真っ赤っ赤よ？」

「…………」

「なによ、押し黙っちゃって。あれー？　もしかして、恥ずかしがってるー？」

　輝夜はにやにやしながら、ぐいぐいと顔を近付けてくる。

　その勢いに押され、四郎はずりずりとのけぞってしまう。

（くそっ、こっちの気も知らないで……！）

　いつしか輝夜は四郎にのしかかるような姿勢になっていた。

　そんな状態になれば、どうなるかは明白だろう。

　すぐ目の前にあるのは、やわらかく揺れるふくらみだ。

　ぷりっと実った白い果実の先端では、色素の薄い乳首がぷるりと震えている。

　今すぐにでもむしゃぶりつきたい──そんな情動が四郎の胸を焦がす。

「四郎ったら、こっち見なさいよ……って、あ……や、やだ……っ」

　そして輝夜も、ようやく事態に気付いたらしい。

　慌てて胸を腕で隠し、ささっと身を引いた。

「えっと、あの……これは別に……！　わっ、わかってると思うけど！　迫ろうと思ってたとか、別にそういうことじゃないから……」

「なぁ、そこまで恥ずかしがらなくてもいいんじゃないか」

「するわよ、ばかっ！」

「さっきまで、まるで気にしてなかっただろ？」

「それとこれとは話が別よ！」

「別なのか」

「当ッ然じゃない！　四郎に変な目で見られたら、気にしないでいられるはずがないでしょう!?」

　なんという理不尽さだろう。

　これが男女の、いわゆる感受性の違いというやつなのだろうか。

　──畜生、まるでわからない。

　世の中、あまりにも不条理なことだらけだ。四郎はため息をつく。

（俺の魔羅をからかいついでに触るのは大丈夫なくせに、自分の胸に色目を使われるのはダメだっていうのか？）

　輝夜は攻めることは得意なくせに、守りになるとたちまち弱くなる。

　今ここで反撃に転じるのは容易だし、手籠めにすることだってできるだろう。

「輝夜」

「なっ、なによ……」

　少女は完全に受け身に回っている。四郎を見る赤い瞳は、すっかり潤んでいた。

　泣きそうになっているわけでも、怖がっているわけでもなさそうだ。

　──なるほど。要は、期待しているのだ。

　半ば強姦じみた襲われ方をすることを、彼女自身が。

（誘い受けってやつか……。兵法でも同じようなものがあるな）

　だが、彼女の期待に応えるよりも先に、訊いておかなければならないことがある。

「どうして、俺をここに連れてきたんだ？」

「え……？」

「話が、あるんじゃないのか？　天城の屋敷ではできないような話が」

「……うん」

　四郎が問いかけると、輝夜はこくりとうなずいた。

「あのね、絶対に口外しないで欲しいし、軽蔑して欲しくないんだけど……」

「ああ」

　そもそもからして、打ち明け話を口外することが論外だ。

　そしてこちらを信用して話してくれる以上、軽蔑するはずもない。

「えっとね、その……」

「どうした、君らしくもない」

　湯煙の中でためらいを見せる幼馴染に四郎は言った。

「いつもなら、どんな内容でもさらっと言ってのけるだろう？」

「……うん」

　輝夜は四郎を見て、大きく深呼吸をする。

　あらゆる意味で思いっきりのいい大胆な彼女が、ここまで口に出すのを躊躇するとは──一体どんな話なのだろうか。

「あのね、わたしと一緒に……駆け落ち、しない……？」

「あ……えっ？」

　一瞬、輝夜の発した言葉を理解することができなかった。

　──駆け落ち。

　その意味を呑み込むまで、かなりの時間が必要だったからだ。

「俺と、姫様が……駆け落ち……？」

「うん、そうよ」

　どうやら冗談ではなさそうだ。

　輝夜の瞳に宿る不安げな光が、そのことを物語っている。

　彼女は今、自分の発した言葉の持つ重みに怯えを抱いているのだ。

「冗談で言っているわけではないわ」

「そりゃ、そうかもしれないが……。輝夜がいなくなったら、天城宗家の血は断絶するんだぞ」

「知ったことじゃない、家のことなんて」

　輝夜は顔をしかめながら言った。

「お父様は、わたしと四郎の関係に気付いていたはずよ。気付かなければどうかしていると言っていい。だけどあの人は、わたしの夫として三好から婿を取ることに決めたの。最初に裏切ったのは、お父様の方だわ」

「輝夜……」

　彼女の発言は、戦国の常識としては許されざる発言だろう。

　個人の感情ではなく、家の存続こそが第一だからだ。

「わたしは、あなたと生きたい。たとえどんな結末を迎えようと、あなたと一緒に逝きたいの」

　輝夜は心中を吐露し、縋すがるように訴えた。

「このままだと、わたしは三好の子を孕まされることになる。ううん、他の男に犯されること自体が嫌。四郎に抱かれて、そう思うようになってしまったの」

「…………」

「愛されるなら、孕んで赤ちゃんを産むのなら……四郎の子種が、いい……」

「輝夜、自分で何を言ってるか……わかってるのか？」

「わかってる、そのくらいわかってるわよ！」

　ついに泣きべそをかきながら、輝夜は声を震わせた。

「ひと月どころか……たった二日、それだけの時間しか経っていないのに……！　もう、わたし自身が耐えられなくなっちゃったのよ！」

　幼馴染のお姫様は、叫ぶような声量で告げる。

「わたしは四郎の、あなただけの女でいたい！　あなただけを愛して、あなただけに愛される女でいたい！　そして老いるまで、ずっと寄り添っていたいのッ!!」

　その言葉は山々に跳ね返り、谺こだまとして返ってくる。

　誰かに聞こえていたら終わりだな、と四郎は苦笑した。

　そして輝夜の目を見て、はっきりと自分の意思を告げることにする。

「俺も、輝夜と離れるつもりはない」

「四郎っ……！」

　竜りん胆どうのように凜りんと美しい顔に、ぱぁっと満面の笑みが咲いた。

　ずっと眺めていたい──そう思うほどの華やかさ。

　とはいえ、ここで会話を打ち切るわけにもいかない。

　彼女の言うような『駆け落ち』は、実現性に極めて難があるからだ。

「だが、輝夜。駆け落ちといっても、具体的にどうするつもりなんだ？　今日のように屋敷を抜け出すことは簡単だ。だけど、その後が続かないだろう？」

「えっと、それは……」

　どうやら展望はなにもないらしい。

　とにかく出たとこ勝負な輝夜らしいといえばらしいのだが、そんな彼女の穴を補うのが四郎の仕事でもある。

「天城の信者は狂信的だ。輝元様はきっと俺たちの捕縛令を出すだろう。そうなったら連中、下手すれば唐からや天てん竺じくまで追いかけてくるぞ」

「そう、よね……」

「輝夜の姿はどうしても目立つからな……。どこへ逃げても絶対に噂になるだろうし、その辺りも含めて考えないといけない」

　それを考えれば、駆け落ちをするにしても周到な準備を整える必要がある。

　生半可なことをすれば、絶対に、後悔しか残らない結果に終わるだろうから。

「それに、逃げた後の生活も……その、君には苦労をかけることになるだろうし」

「構わないわ。惚れた男のためなら、手肌の荒れを厭いとわないのが女の生き様よ」

「どこで聞いたんだ、そんなこと」

「読んだの、屋敷の書架で」

「なるほど。だけど、覚えておいて欲しいこともある」

「なに？」

「男からすると、心から愛する女の手が荒れているのを見るのは心痛むことだ……ってことを」

「わかったわ……って、えっ？」

　輝夜はきょとんとした表情を見せた後、カーッと顔全体を紅潮させる。

「それってつまり、わ、わたしのこと……あっ、あっ、あ……あいする、オンナだ……って、本気で思ってくれてる……って……こと……？」

「言うまでもない」

「やっ、やだ……っ！　こんなに大事なこと、あっさりと言わないでよ……っ!!」

　真っ赤な顔を両手で押さえ、ぷるぷると震えている輝夜が愛おしくてたまらない。

　本当に、見ていても話していても飽きない相手だと思う。

　たとえ貧しくとも、楽しい家庭を築けそうだ。

「いずれにせよ、君が他の男に抱かれて孕まされると思うと怖おぞ気けが走る。輝夜は俺だけの女だ。そうであって欲しいと思う」

　我ながらキザったらしい言葉だと自嘲する。

　だが、四郎の頭の中には今朝方に見た悪夢がこびりついている。

　他の男によって蹂じゆう躙りんされる白い肢体。あれだけは正夢にしてはならないのだ。

「うん、わたしは……四郎だけの女だもの……」

「だから、しっかり考えることが必要だ。どうすれば上手くいくのかを」

「そうね……。幸いにして、まだ時間はあるものね」

「もっとも、あまり悠長なことはしていられないが」

「ええ、ひと月……」

「その間に、なんとかふたりで生きることができる方法を探そう」

　四郎がそう言うと、輝夜は感極まったように唇を押しつけてきた。

　真正面からぐいぐいと身体をすり寄せられると、自分の股また座ぐらで未だに勃起したままの肉棒が刺激されてしまう。

「それにしても、さっきからずーっと大きいままよね……」

　情熱的な接吻を終え、輝夜は微苦笑を浮かべながら言った。

「悪い、まるで鎮まらなくて」

「まったくもう……そんなに、したいの……？」

　四郎の胸をつんつんと突きながら、上目遣いに可愛らしくささやくお姫様。

「責めているわけじゃないのよ？　わたしに興奮してくれるの……正直に言えば、とても嬉しいから。女として見てくれてるんだなって、はっきりわかるもの」

　輝夜は四郎の股間へと手を伸ばす。

　先ほどまでのいたずら目的ではない。

　男を悦ばせ、勃起を維持させようとする意図を感じさせた。

「輝夜……っ！」

「あっ、ちょっと……四郎っ」

　芳しい香りのする少女の真っ白な首筋が目と鼻の先にある。

「四郎っ、やだ……それ、いやらしい……」

　輝夜の首筋に唇を押しつける。

　そして音を立てて吸い、舐め上げ、耳たぶを唇で挟んで舐めしゃぶる。

　すると少女はぶるりと身を震わせ、くてっと脱力してしまった。

「何を今さら。いやらしいことをしようとしてるんだぞ、俺たちは」

「そ、それはそうなのかもしれないけど……あっ、やんっ」

　力を失った輝夜を支えながら、四郎は耳舐めを継続する。

　そうしていると、彼女の体温がどんどん上昇していくのが肌でわかった。

「あ、んっ……ふぁ、あああっ」

　あられもない声をあげて身悶える白人の少女。

　そしていよいよ耐えきれなくなったらしい。

　まるでおねだりするように、輝夜は喘ぎながら甘い声で問う。

「ねぇ、いつまで……こんな……」

「ああ、悪い」

　ついつい耳に夢中になっていた四郎は、ようやくそこから口を離した。

　そこで輝夜の赤い顔をまともに見ることになり──気付く。

　どうやら興奮とは別の意味で、身体が火照っているようだ。

「少しお湯から上がるか」

「うん、ちょっと浸かりすぎたかも……」

　輝夜はそう言って、湯船の縁に腰を下ろした。

　四郎もその隣に座る。

　常に外気と触れているそこはひんやりと冷たく、気持ちいい。

「四郎、好きよ……だぁいすき」

　だが、休憩時間はないに等しかった。

　ぴっとりと寄り添ってきた輝夜が、すぐに口付けを求めてきたからだ。

　しかも同時に手を伸ばし、肉棒をしごきはじめる始末である。

「あっ、んんっ……四郎ぉ……」

　お返しというわけではなく、半ば本能的な反射だった。

　口付けを続けながら、四郎も輝夜の太ももの狭間へ手を差し入れる。

　──くちゅり、と湿った感覚があった。

　熱く濡れそぼった割れ目を撫でながら、陰核を指先でピンと弾く。

　すると輝夜は身を震わせて、さらに情熱的な口付けを求めてきた。

「はぁ、んんっ、ちゅ……んふっ、んんんんっ」

　お互いの舌が、交尾中のナメクジのように絡み合う。

　そして水分補給とばかりに、ふたりは唾液を交換して啜り合っていた。

「んっ、はぁ……ん、ちゅ……っ」

　ふたりの舌が口の中を行き来して、歯茎をねっとりと舐め上げる。

　かと思えば、今度は頬の裏側。

　はたまた口こう蓋がいをまさぐるなど、その激しさは増していくばかり。

　そしてそれと歩調を合わせるかのように、性器への愛撫も大胆になっていく。

「んあっ、はうぅ……っ」

　四郎は人差し指と中指を膣内へと差し入れた。

　ザラザラとした蜜壺をくちゅくちゅ淫音を立てて掻き混ぜながら、親指で陰核を押し転がしていく。

　これにはたまらず、輝夜は唇を離してびくびくと総身を痙攣させた。

「四郎、待って……わたしがして、あげるから……」

　このままでは流されてしまう、とでも思ったのだろう。

　少女は性熱で火照った身体を無理矢理動かし、息も絶え絶えに身を屈めた。

「こんなにパンパンになって、苦しそう……」

　先走り液を垂れ流す、醜悪な生殖器。

　輝夜はそれに顔を寄せ、耳にかかる白銀の頭髪を掻き上げながらささやいた。

「これ、すぐ楽にしてあげるから」

「……ああ」

「うふふっ。ずーっと期待してたんでしょう？　この、すけべ」

　艶っぽいからかいの言葉と共に、輝夜は舌を伸ばして亀頭に唾液を滴らせた。

　そして彼女は己の口腔分泌液を、手の平で男根全体へと塗ぬり伸ばしていく。

「う……っ」

　肉棒を包む生ぬるい感覚に、思わずうめき声をあげてしまう。

　それが嬉しいのか、輝夜は微笑を浮かべていた。

「四郎、なんだかかわいい……」

　彼女は両手で陰茎の根元を押さえると、亀頭をぺろぺろと舐めはじめる。

　肉傘のくびれや裏筋を舌先で弄られると、ぶるりと腰が震えてしまう。

「もっと、もっと気持ちよくしてあげるから……あむっ」

　調子の波に乗りはじめた輝夜は、唇を開いて四郎を口の中へ迎え入れた。

　先ほどまで愛し合っていた舌が、今度は亀頭に絡みついていく。

　その倒錯感に、四郎はどうしようもなく興奮してしまう。

「ちゅっ、ちゅっ……じゅるっ、じゅぼっ、ぢゅるるるるるるるるっ」

　輝夜自身、興奮で昂っているのだろう。

　はじめから情け容赦なしの、強烈な尺八がはじまった。

「んっ、んぶっ、んふっ、ぢゅっ、ぢゅぞぞぞぞっ」

　頬をぺっこりへこませて、口をすぼめて一心不乱に頭を上下させる姿は──やはり淫らとしか表現のしようがない。

（クソッ、負けてられるか……！）

　幼馴染の猛攻に、四郎はなんとか耐えようとする。

　男の沽こ券けんと股間に関わる問題だった。

　前回のように、呆気なく射精してしまうことだけは絶対に避けたい。

　要するに、早漏という印象を持たれたくないのだ。

（畜生、それにしても上手すぎだろうが……！）

　情熱的で献身的、かつ情愛たっぷりな口淫を施されながら四郎は思う。

　陰嚢を優しく丁寧に揉みほぐされながら、じゅぼじゅぼと激しくしゃぶられるのはとんでもなく気持ちいい。

（なんとか、打開する方法はないものか……）

　そんなことを思いながら輝夜を見下ろせば、太ももをもじもじと擦り合わせているのが目に入った。

　どうやら四郎の肉棒を咥え込んでいるうちに、切なくなってしまったらしい。

「んっ、じゅぼっ、んふっ、じゅっ、じゅるるるるっ……んはぁ、んっ、んんんっ」

　輝夜が息継ぎのために怒張から口を離すと、艶めかしい吐息がもれる。

　すぐに尺八の継続に戻った彼女は、喉の奥深くまで男を迎え入れた。

「んんっ、ん……んふぅ、んんんんんっ」

　ぷるんとした唇が四郎の根元に接し、荒い吐息が陰毛をそよがせる。

　泡立った唾液が口の端から滴したたって、四郎の下腹を濡らしていった。

（クソッ、このままじゃ持たない……！）

　そう判断した四郎は、輝夜の尻に手を伸ばしている。

　愛液でぐちょぐちょになっている淫裂をまさぐって、攻勢を強める彼女に一矢報いようとしたのだ。

「んうぅ……っ!?」

　だが、事態は予想外の方向へと舵かじを切る。

　四郎の震える指先が侵入を果たそうとしたのは、じゅくじゅくに潤った女陰ではなく──キュッとすぼまった肛門の方だったのだ。

「んっ、ぷぁ……っ！」

　目を真ん丸にした輝夜が、たまらず陰茎を吐き出した。

　そして、おそるおそる四郎を見上げてくる。

「し、しろぉ……」

「わっ、悪い……」

　さすがに、これは申し訳が立たない。四郎は素直に反省した。

　口で一生懸命に奉仕してくれていた輝夜の気分に、水を差してしまったのだから。

「俺も、ふざけてやったつもりじゃなくて……」

「うっ、うん……やっぱり、そう……よね……」

　てっきり怒られるものだと思っていた。

　だがしかし、怒声はまるで聞こえてこない。

　それどころか、もじもじしながら何か覚悟を決めようとしている様子。

（何かおかしいぞ）

　四郎がそう思った矢先、少女が口を開いた。

「ふざけてやったんじゃないってことは、本気……ってことだもんね……」

「えっ」

「ううん、いいの。わたしも……覚悟は、していたから」

　わけがわからなかった。だが、四郎が動かないのを催促だと解釈したらしい。

　何かを思い込んでいる輝夜は、頬を羞恥に染めて湯船へと降りた。

　そして、両手を縁について──四郎に向け、ぐっとお尻を突き出してくる。

「大丈夫、だから……。その、四郎に求められても大丈夫なように、ちゃんと綺麗にしておいたから……」

「綺麗にって、どこを？」

「うぅ……」

　輝夜は顔を真っ赤にして、羞恥に瞳を潤ませながらうなる。

「枕絵に描いてあった通りなのね……。やっぱり男って変態よ。女子に恥ずかしいことを言わせて、辱はずかしめて、それで興奮する生き物なんだわ……」

　何やらとんでもない誤解をされている気がする。

　しかしそう思った時には、事態はもう手遅れになっていた。

「あぁ、恥ずかしい……でも、四郎のため……四郎のためなんだから……」

　輝夜はそう言いながら、ぐいっと豊かな谷間を作っていた尻たぶを開く。

　最深部が露わになり、山間に咲いていた一輪の菊花を──ヒクヒクっと清楚に収縮してみせた。

「おい、ちょっと待て。まさか綺麗にしたって……」

「そ、そうよ。だから、いつでも肛こ門こを使ってくれていいんだからね」

　なんということだろう。

　彼女が「綺麗にした」と言ったのは他でもない。

　慎ましげな肛門と、その奥の直腸のことだったのだ。

「いや、少し待ってくれ……」

　真っ白で魅力的な美豊尻を前に、くらくらとめまいを覚えながら四郎は言った。

「どこでそんな勘違いをしたのか知らないが、肛そ門こはいきなり愛し合えるような場所じゃない。男同士ですら、入念に準備をするんだぞ」

「えっ、四郎こそちょっと待ちなさいよ。勘違い……？　勘違いって、どういうことよ……!?」

「俺は別に、お前の肛門を犯そうと考えたことは……」

「う、嘘よ！　だって四郎、お昼に散々した時……わたしのお尻の穴、いっぱい弄ってきたじゃない」

「そっ、それはだな……」

「愛している人にそんなことをされたら、『求められているんだから応えないと』って普通だったら思うわよ！」

「普通、なのか……？」

「普通よっ！　だから恥を忍んで、ひとりで頑張って準備してきたのにっ!!」

　輝夜は振り返り、四郎の胸をぽかぽか叩きながら言った。

「ひどい、ひどいわ……！　乙女心をもてあそんだのね!?」

「人聞きの悪いことを言うな！　第一、そもそも──」

「だって、わたし！　わたしの初めては全部……どんなにつらくても四郎に捧げたいって、そう思っちゃったんだもん!!」

　輝夜の切なる訴えが、またもや山々に反響する。

　今度は先ほどとは比較にならないほど大きな声だ。

　山林で眠りについていたカラスたちが、驚き慌てて「カァカァ」と鳴き喚きながら上空へと飛び立っていった。

「このばかっ！　ばか四郎っ！　女の敵っ、色事師っ、スケコマシっ!!」

「おい、少なくとも最後は違うだろう!?」

「うるさいうるさいうるさいっ！　わたしの覚悟をどうしてくれるのよっ!!　ちゃんと責任くらい、取ってよ……」

　烈火を思わせる凄まじい感情の炸裂だったが、最後は聞き取りが困難なほどトーンが小さくなっていく。

　思わず抱き寄せれば、少女は胸に顔を押しつけながら言った。

「後悔だけは、したくないの……。だから、わたしが捧げられるものはすべて四郎に捧げたい。そして奪って欲しいの。わたしの何もかも、徹底的に」

　重いな、と思った。輝夜から寄せられる愛が、とにかく重すぎる。

　だがそれは、むしろ望ましいことでもあった。

　四郎の抱えている想いだって、傍から見ればきっと重たすぎるだろう。

　なにしろお互い、物心ついた頃からの──年季が入った大恋愛なのだから。

「とはいえ輝夜。さっきも言った通り、肛門はいきなり交われる場所じゃない。捧げられても奪いようがないんだ。君のそこがズタズタになっちまう」

「うん、大丈夫」

「何がだよ。話を聞いてたのか？」

「だから大丈夫なの。昔からずっと、お尻は毎晩のようにほぐしているから」

「──えっ」

　思わず聞き返せば、輝夜は恥ずかしそうに応じた。

「天城の秘伝にはね、肛門で男を受け入れる技があるの。だからわたしも、お尻は昔から自分で弄ってて……その……肛門での自慰は、割と、好きで……」

「なんてこった。そんな秘伝まであるのか……」

　唖あ然ぜんとする四郎に、少女は続けた。

「天城の秘伝は故事に由来しているのよ。天城の規模がまだ小さい頃、五人の有力な首長たちを配下にした際、天城の姫を皆で共有して『兄弟』になった歴史にね」

「…………」

「だから天城の女は、五つの場所で男を籠ろう絡らくできるようにならなきゃいけない」

「両手に口、それに女陰と肛門で五つか……」

「そうよ。ただ知っての通り、天城教団の教義では処女を尊いものとしているわ。だから女陰については座学だけで済ませるの」

「なら、他の部分は……」

「張形で練習するのよ。昔は石や木を削り出したものを使っていたみたいね」

　つまり輝夜の排泄孔は、すでに拡張済み。

　すぐに肛門で交わることができるというわけだ。

　ごくり、と生唾を飲み込む。

　だが強い興奮を覚えるのと同時に、落胆している自分もいる。

（輝夜の尻の初めては俺じゃなくて、張形だってことだもんな……）

　意思のない物体に嫉妬してしまい、情けなくてたまらなくなる。

　仄暗く澱よどんだ感情に支配されゆく四郎に、輝夜は恥ずかしそうに告白した。

「でもね、わたし……まだ、お尻には指しか入れたことがないの……」

「え……？」

　つまり、輝夜の肛門はまだ実質処女だということなのだろうか。

　四郎は食いつくように彼女を見たが、あまりに視線が強烈すぎたのだろう。

　幼馴染のお姫様は、恥じらい目を伏せる。

「七歳の時、天城の女として修練を積むことを強いられてからずっと……わたしの想像する相手役は四郎だったわ。張形を通じて、あなたを見ていたの」

「輝夜……」

「本当は毎晩、張形を入れて肛門への異物挿入に慣れないといけなかったの。そうしないと肛門こちらでの性交に耐えうるだけの耐久力が得られないから。だけどわたしはお尻の初めても、本物の四郎に奪って欲しくて……」

「本物の、俺に……」

「うん、そうよ。でも安心して？　わたしのお尻、親指二本分なら入るし……」

　それに、と輝夜は誤魔化すようにもごもごと言葉を続けた。

「あなたを想って毎晩する自涜は、女陰じゃなくて肛門こつちなの……」

　澱んでいた感情が霧む散さんし、爆発的な歓喜と興奮が全身を包んでいく。

　ギンッ、と肉棒がこれ以上ないほどの興奮で勃起していた。

　もうためらいなどない。一刻も早く、輝夜を征服したくて仕方がなかった。

「なら、遠慮なく奪わせてもらう」

　細くて白い肩に手をかけると、輝夜はおずおずと四郎をうかがった。

　そして顔を真っ赤にして、そわそわと前髪を弄りながらこくりとうなずく。

「うん、奪って……。わたしのすべてを、四郎の色で染めて欲しいの……」

　恥じらい深げな輝夜を優しく抱きしめてから、ゆっくり挿入態勢を整えていく。

　湯船の縁に両手を突かせ、腰を突き出させた。

「でも、指以外の物を入れるのは初めてだから……痛く、しないで……」

「わかってる」

　興奮と共に、豊かにずしりと実った尻肉を優しく撫で回す。

　表面の肌部分はふにふにとしていてやわらかい。

　だが、力を入れれば──ぷりっと高い弾力を見せる若々しい筋肉がある。

　双子の果実を割り開き、再度──秘密の花園を目視した。

　左右に引っ張られたことで微妙に伸びた肛門は、とても卑猥で美しい。

「……見てる、のね……」

　視線を強く感じたのだろう。輝夜が声を震わせながら身じろぎした。

　肛門が愛して欲しそうにひくついている。

　そして淫裂からは愛液が糸を引いて滴り、お湯の水面に波紋を作っていた。

「お願い、四郎……恥ずかしいの……」

「わかった」

　川のせせらぎを聞きながら、大自然の中で四郎は目前の柳腰を掴む。

　すらりとした背中。キュッとしまった腰からボンと張り出す尻の曲線は、見ているだけで強い興奮を覚えてしまう。

「んっ、四郎ぉ……」

　いよいよ間近に迫った挿入に期待したのだろう。

　腰を掴まれ被虐感に囚われはじめた輝夜が、ぶるりと腰を震わせた。

　秘裂はさらに潤いを増し、真っ白な太ももを伝う淫蜜が滝のように流れていく。

「これは……」

　驚いた。肛門に亀頭を押しつけると、ふにゅりとやわらかい触感がしたからだ。

　てっきり固く引き絞られているものだと思っていたので、驚愕を隠せない。

　だが、そんな反応が──輝夜の不安を掻き立てたのだろう。

　彼女は不安そうな表情で振り返り、呼びかけてきた。

「ね、ねぇ……わたしの、もしかして……へん？」

「いや、変じゃない。ものすごく綺麗だ」

　輝夜を安心させるために、ひとまずそう答える。

　だが、このやわらかさは一体どういうことなのだろうか。

　長年にわたる自慰で、すっかり緩んでしまったのかもしれない。

「輝夜の肛門はまるで花みたいだ。ずっと眺めていても飽きそうにない」

「そっ、そそそそそそんな恥ずかしいこと言わないでよ！」

「訊いてきたのは輝夜だろう？」

　四郎は改めて亀頭を肛門に据え直しながら問う。

「輝夜、本当にいいんだな」

「うん……わたしの初めてを全部奪って、あなただけの女ものにして……っ」

「わかった」

「おねがい、どうか……ひっ」

　腰を押し進めると、輝夜が小さく息を呑んだ。

　肉輪を亀頭で圧おされ、迎え入れる怒張の大きさを改めて意識したのだろう。

　彼女は身を震わせ、緊張で息を荒らげはじめた。

　それを見て、本当に肛門ここで異物を受け入れるのが初めてなんだなと実感する。

「安心しろ、無理矢理ねじ込むようなことはしないから」

「う、うん……」

　緊張気味だった輝夜が大きく息を吸い、吐き出す。

　その呼吸リズムに合わせながら、四郎はゆっくりと肉棒を押し込んでいった。

「お……っ」

「んっ、んんんんっ」

　やわらかいとはいえ肛門である。

　強烈な抵抗を受けると覚悟していたが、輝夜のそこは極めて従順だった。

　亀頭を押しつけると肉輪はふわっとめくれ、ちゅぷりと四郎を呑み込んでいく。

「これは……」

　輝夜の腸内は温かく、ねっとりとしていた。

　四郎の肉棒は抵抗らしい抵抗もなく、あっという間に根元まで沈み込む。

「ふああああああっ……四郎が、入ってきたぁ……っ」

　肛虐の背徳感に震えながら、蕩けた顔であられもない声をあげる輝夜。

　彼女の直腸には、膣と違って細かな肉ヒダがない。

　しっとりと男を抱擁する腸壁は、その分、前の穴より居心地がよかった。

「ひいっ、あうぅうぅう……っ」

　輝夜は、まるでしゃちほこのように背をのけぞらせてしまっている。

　明らかに、これまでとは異質な反応だった。

　もとより肛門は、男性器を受け入れる前提の膣孔とは作りが違う。

　やはり、圧迫感や息苦しさに苛さいなまれているのだろう。

「全部、入ったぞ。つらいか？」

「ううん、だいじょうぶ……っ」

　肩で息をしながら、輝夜はか細い声で応じた。

　彼女の真っ白な背中には、凄まじい量の脂汗が浮いている。

「本当に幸せなの……四郎にぜんぶ、初めてをあげられたから……っ」

　輝夜はゆっくりと振り返り、その赤い瞳を四郎に向けた。

　目尻からは大粒の涙がこぼれ落ちている。

「ずっと、ずーっと……たいせつに、してね……？」

「ああ、そうさせてもらう」

　四郎はうなずいて、ゆっくりと腰を動かしはじめた。

　自慰で慣れているとはいえ、挿入自体は初めてとのこと。輝夜が腸内に覚える違和感は強いようで、全身を使って酸素を求めるような呼吸を繰り返している。

「しろー、しろぉ……っ」

　だが、彼女は男の動きを阻害しようとはしなかった。

　己のすべてを捧げたい、という真しん摯しな想いを強く感じられた。

「輝夜の尻孔ここ、すごくゆったりとしてて気持ちがいい」

「そ、そう……？」

「ああ、いつまでも繋がっていられそうだ」

　四郎は幸福感に浸りながら、ふわとろな輝夜の尻孔を犯し続けている。

　ぶるんぶるんとたわんで波打つ真っ白な尻肉がとてもいやらしい。

　それに加え、うめきとも喘ぎともつかない艶声を聞いていると、強い独占欲が湧いてきてしまう。

「あ、あぁ……そんな、いつまでも……だなんて……」

　熱に浮かされたように輝夜がつぶやく。

　そして感極まったのか、とめどなく涙を流しはじめた。

「わたし、狂う……っ。そんなの、幸せすぎて狂ってしまう……っ」

　少女のすすり泣きを聞いて、四郎はさらに昂っていく。

　女の涙は、男を狂わせる魔性の媚薬だった。

　四郎は輝夜の尻孔を力強く肉棒でえぐりながら、刷り込むように語りかける。

「狂うなら俺の側にいろ。俺の隣でずっと狂い続ければいい」

「うん、うん……！」

　輝夜は幸せそうに首を振ってから、

「あぁっ、こんなのだめ……っ。頭が、わたしの頭がばかになっちゃう……っ」

　その切羽詰まったような艶声は、実に股間に悪かった。

「んっ、んんんんんんっ……あうっ、ひい……っ、ああああああっ」

　自己開発してきた肛門が覚醒し、本気で気持ちよくなってきたのだろう。

　膣孔を犯されている時よりも、輝夜は淫らに乱れている。

　だが、四郎的には──膣孔よりも肉体的な快感は薄い。

　肛門性交での興奮の材料は、直接的な快楽より精神的な愉悦に依存していた。

（それにしても、まさかここまでゆったりしているとは……）

　いずれにせよ、彼女が気持ちよくなってくれていることがとても嬉しい。

　それに、幼馴染の排泄孔を自分専用の交尾孔に作り替えているのだと思うと──なにやらとてつもない全能感が込み上げてくる。

「輝夜、あぁ、輝夜……っ」

　普段は四郎をからかって、ことあるごとにいたずらしてくるお姫様。

　その彼女を肛虐で泣き悶えさせる精神的高揚感は、ともすれば中毒になりかねないほどの危うさがある。

（だめだ、畜生……腰が止まらない……！）

　次第に四郎の腰振りも、輝夜に遠慮しないものに変わっていった。

　それは膣孔を犯すような激しさだ。

　脱腸になってしまうのではないか、という理性が働く気配はない。

　もはや本能がすべてだった。

　もとより腸液でねっとりと肉棒を濡らし、快楽の只中で腰をうねらせる輝夜を相手に、理性を保てというのが無理な話なのだ。

「あっ、ああああああっ」

　根元まで引き抜く。

　するとふわふわの肛門が、ぼこっと亀頭に圧迫されてめくれ上がり──

「ん、んんんんんっ」

　──押し込めば、巻き込まれるようににゅるんと元に戻る。

「ふあっ、んあああああああああっ」

　そんな淫らな光景は、四郎を一匹の野獣に変えるのに十分だった。

「あっ、いやぁ……っ、だめ、壊れちゃう……わたしのお尻っ、壊れちゃう……っ」

　ケダモノのように排泄孔を犯されて、輝夜は激しく首を振りながら甘い喘ぎ声を周囲に撒き散らす。

　壮絶な色気を醸かもし出しながら身をよじらせる少女は、とても淫らで美しい。

「どうした輝夜。お前の尻孔ここ、すっかりこなれてきて……まるで膣孔みたいに濡れてきたぞ……！」

「あっ、ああああっ、やぁ……っ！　言わないでぇ……っ」

「嫌じゃない。言え、説明しろ。前の孔もそうだったが、初めてのくせにどうしてそんなによがれるんだっ！」

　くねくねとうねる腰から尻への官能的な女体曲線に興奮し、四郎はついに禁忌の領域にまで踏み込んだ。

　パシン、パシンと姫君の尻肉を叩きはじめたのである。

「ひ──っ!?」

　輝夜のような立場になると、他人から叩かれた経験はほとんどない。

　おそらく彼女に手を上げたのは、幼少期に取っ組み合いのケンカをしていた四郎くらいだろう。

　つまり、輝夜は他者からの暴力行為に耐性がないのだ。

　四郎の凶行に過敏に反応してしまったのも、仕方がないことなのだろう。

「んっ、んんんっ……ふああああああっ」

　しまった、と四郎が思った瞬間。

　ぶしゅっ、とはしたない音と共に──下肢がぐっしょりと濡れたのを感じる。

　お湯ではない。輝夜の女陰からしぶいた、凄まじい量の愛液だった。

「んは……っ、はっ……はぁあぁああぁ……っ」

　やわらかい菊花が、肉棒を一生懸命ひり出そうときゅうきゅう喰いしめている。

　しばらく状況を理解できずにいた四郎だったが、激しく痙攣している少女の腰を見て──ようやく合点がいった。

　あろうことか、天城輝夜は尻叩きで絶頂に至ってしまったのだ。

「輝夜……まさか、気をやったのか……？」

「……うん」

　輝夜は湯船の縁に、腕を折りたたんで寄りかかる。

　もう、手の力だけでは体重を支えられないのだろう。

　その状態で荒い息を吐いている姿は、壮絶な色気を感じさせた。

「いや、まさか、尻を叩かれて気をやるとは……」

「言わないで……」

　輝夜は消え入りそうな声で、きゅんと肛門を締めながら言った。

「ほんとうに、わけがわからなくなっちゃったの……。四郎にお尻を叩かれたら、なんだかお腹の奥がきゅーってして、そしたらもう一気に……」

「…………」

「わたし、淫乱……なのかもしれない……」

　輝夜は声を上ずらせて言った。

「こんなの、絶対におかしいもん……。どうしてわたしは、お尻を叩かれて……うう、うぅうぅうぅ……これじゃ、まるで性奴隷じゃない……」

　初めての肛門性交で、あろうことか尻叩きで絶頂を迎えてしまった事実。

　それは輝夜に強いショックを与えたようだ。

　顔を見なくてもわかる。彼女の声色は、泣き出す寸前のそれだった。

「大丈夫だ」

　彼女を羽交い絞めにするような格好で、豊満な乳房をガッチリ掴みながら四郎は腰を振る。

　自分で言っておきながら、何が大丈夫なのかわからない。

　もしかすると、正気を保っているようで正気を失っているのかもしれなかった。

　狂ったように腰を激しく輝夜の尻に打ちつけながら、四郎は無思考で反射的に言葉を投げつけていく。

「輝夜は俺の女だ。俺の女だからいいんだ」

　手の平から溢れ出てこぼれ落ちそうな美巨乳をむにむにと揉みしだき、むっちりと豊かな尻肉を腰でぶるんぶるんと波打たせる。

　そうしていると、幼馴染のすべてを独占しているような気がしてきた。

　後は彼女の口から、望ましい答えが聞ければいい。

「自分が淫乱かどうかで悩む前に、俺を悦ばせられるかどうかで悩めっ」

「ああっ、し、四郎……」

　輝夜も錯乱し、正気を失っている様子だった。

　男の発する言葉の熱や勢いに酔いしれ、そのことしか考えられなくなっている。

　天城教団を率いる一族の娘でありながら、すっかり四郎に染められていた。

「輝夜、お前はなんだ、何者なんだっ」

「それは……ああっ、四郎の、んんっ、オンナ……です……ぅ」

　輝夜の言葉にぞくぞくと妖しい快楽を得ながら、四郎は狂気じみた声で問う。

「俺のオンナが、どうして尻を叩かれて気を遣ったんだっ」

「それは、わたしが……わたしがっ、ふしだらだから……」

「俺はそんなお前を愛してるぞッ！　お前はなんだ、言ってみろっ！」

「四郎だけのっ、ふしだらなオンナです……ッ!!」

「なら、それで問題ないだろうがっ!!」

　四郎は激しく腰を振りたくり、愛液と腸液で腰をぬめらせながら叫ぶ。

　言葉は頭ではなく、下半身で考えていた。

「あぁ、はい、はい……っ！」 

　輝夜の吐息が、たちまち歓喜に満ちたものへと変わる。

「あぁ、あぁあああぁ……いい、いいっ……しろぉ……っ、お尻、いいのぉ……っ！　犯して、もっと犯して……めちゃくちゃにしてぇ……っ!!」

　大きく背を反らしながら少女が発した声は、脳と腰の芯が蕩けてしまいそうなほどに官能的だった。

「いい、きもちいい……っ！　おしり、もっと……いじめて、いじめてぇッ！」

　男を惑わす声色で、もっともっとと催促する幼馴染。

　天城の姫君としての姿はどこにもない。性に狂った愛の奴隷がいるだけだ。

「ひうっ、あぁあぁ、あああああああああっ♥」

　腸壁を掘り返すように腰を引き、そして根元まで一気に埋没させる。

　すると彼女は身体をねじり、蕩けきった顔を向けてきた。

「しろー、しろぉ……っ、いいの、たまらないの……っ♥」

　輝夜の雰囲気でわかる。どうやら絶頂が近いらしい。

　少女の見せるあられもない姿を前に、四郎は強烈な射精感を覚えていた。

「ああああっ、んんっ……だめ、ああっ、しろー、しろぉ……っ♥」

　誰もが見惚れる美しい美貌。

　それが今や鮮やかな桜色に染まり、だらしなく緩んでいる。

　開かれた口唇は甘ったるい喘ぎ声を垂れ流し、赤い双眼は涙で潤みきっていた。

「おねがい、おねがい……っ、腸な内かに出して……っ！　しろーの子種汁で、わたしのお尻を妊娠させてぇ……っ！　赤ちゃん産ませてぇ……っ!!」

「輝夜、輝夜……っ!!」

「あぁ、いく……っ、いくいくいくいくいくっ、いっちゃうぅうぅうぅうぅっ♥」

　幼馴染のふわっふわの肛門が、きゅんきゅんと甘えるように怒張を喰いしめる。

　その刺激と官能的な嬌声で、四郎の我慢は限界に達した。

　どびゅっ、どびゅるるるるるるっ──と大量の精液を尻奥へと撃ち込んでいく。

「あああああっ、んっ、んんんんんんっ♥」

　生まれて初めて男の精液を腸内に受けた輝夜は、また絶頂に達したらしい。

　ぶるりと身を震わせながら、自分の手の届かないところで迸る熱に──身と心を焦がしていた。

「あっ、あぁ……しろーが、染み込んで……んあぁ……っ♥」

　そこには嫌悪感も戸惑いもない。

　男への慕情を抱きながら、禁断の悦楽を享受した女の幸せのみがある。

　くったりと弛緩し、びくびくと痙攣している肢体を撫でながら、四郎はずるりと腰を引いた。

「あっ、ああああっ♥」

　ぽっかりと肉棒の形に開いた肛門から、どろりと精液が逆流していく。

　その孕ませ汁を、真下にある膣口が取り込もうと必死に収縮を繰り返している。

　だが膣口に白濁液すべてを取り込めるはずもなく──肛門から滴った精液は糸を引き、ぽとりぽとりとお湯の中へ落ちていくのだった。

「ああぁ……お腹の中が、やけどしてしまいそう……♥」

　余韻に目を細めながら、輝夜がかすれた声で言った。

「四郎……わたし、とても満ち足りているわ……」

「なら、よかった」

　温泉の熱に当てられたせいか、全身がとてつもなく疲弊している。
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　だが身体の疲労と性欲は別物らしい。

　四郎の肉棒は未だ萎える気配がなく、ビンビンに勃起したままだ。

「ありがとう、四郎。すごく気持ちよくしてもらって……わたし、果報者ね……」

　事後の幸福感に包まれているのだろう。

　輝夜は穏やかな表情で、甘い吐息をこぼしている。

　そしてのろのろと四郎に向き直り、幸せを噛みしめるように──

「愛してるわ、四郎……って、え……っ？」

　──ささやくが、彼女の視界に映るのは衰え知らずの男根の姿。

　それを見て少女は目を白黒させ、あわあわと狼狽える。

「悪い、もう少し相手をしてくれないか」

「えっ、ちょっと……あああっ♥」

　輝夜に真正面から抱きついて、四郎は正面立位で肛門を貫いた。

　まだまだふたりの夜は終わらない。

　輝夜の甘ったるい嬌声は、夜が白みはじめるまで続くことになった。











第三章　天空の城が燃え落ちて









１　ユメノオワリ




　ふたりで共に生き続けるにはどうすればいいのか。

　様々な検討を行っているうちに、ついに暦は九月に切り替わっている。

　時節はいよいよ晩秋。

　にもかかわらず、九月七日の近畿・中部地方は厳しい残暑に見舞われていた。

「暑い、暑いわよ四郎」

「俺だってそうだよ」

　輝夜は自室でだらしなく姿勢を崩しながら、四郎とふたりで並んで扇せん子すをあおいで涼を取っていた。

　ちなみに、彼がここにいるのは輝夜が呼びつけたからだ。

　当主である輝元の命令を除けば、天城家において──輝夜の指示は他の何よりも優先されることになる。

「なんとかしなさいよ、男でしょう？」

「無茶を言わないでくれ」

「なによ、甲斐性無し」

「こんなことで甲斐性を求められても困る」

　四郎は面倒臭そうに応答した。暑さに相当参っているらしい。

（ごめんね、でもつい話しかけちゃうのよね……）

　内心でそっと詫びながら、輝夜は中庭を見つめる。

　そこに植えられている木々はすでに紅葉していた。

　本当なら、この美しい黄色や赤色の装飾を見つめながらゆっくり愛を語りたい。

　だが、うだるような暑さの前では──美しい景観など無価値になり下がる。

「ねー、四郎」

「なんです」

「わたし、お城に登りたいわ」

「は？」

「だって、地上よりも山の方が絶対に涼しいんだもの」

「それはそうだが……また、抜け出すのか？　もう昼過ぎだ。城に辿り着いたところですぐに帰る羽目になるぞ」

「だから、今度はちゃんとした手段で屋敷の外に出ようと思うの。城でしばらく宿泊すると、お父様に伝えるつもり」

「本気か？　城とはいえ、輝元様が外泊許可を出すとは到底思えないが……」

「もちろん本気。それに、絶対に認められるっていう自信もある」

　──そうなったら、ついてきてくれるわよね？

　輝夜が問いかければ、四郎は「もちろん」とうなずいた。

　それを確認すると、輝夜は座敷の外にいる女官に意向を通達。

　四郎を伴い、輝元のいる座敷へと向かうのだった。




「いやまさか、本当に許可が下りるとは思わなかった」

　輝元と話し合うこと半刻ほど。

　彼の面前から辞して輝夜の部屋へと戻る道すがら、四郎は頭を掻きながら言った。

「まったく、よくあそこまでしれっと法ほ螺らを吹けたもんだ。『天城の運気に翳かげりあり。故に吉兆を占うべく、最も空高き山城に籠りて祈祷まとうを行いたい』とは」

「もっと褒めてくれていいわよ」

　自室に戻り、衣類や必要な物品をまとめて風呂敷に包みながら輝夜は言った。

「いつもなら胡う散さん臭く思われたかもしれないけど、今日のこの暑さだからね。何かの前触れじゃないかって、お父様も不安に襲われたんでしょう」

　四郎はうなずいて、輝夜のまとめた荷物を手に取ろうとした。

　何気ない心配りを嬉しく思いながら、輝夜は風呂敷を自分で背負うことにする。

「それくらい、俺が持つぞ」

「いいの。中に何が入ってるか、四郎には内緒にしておきたいし」

「まったく……」

　そんな気の置けないやりとりを交わしてから屋敷を出て、天城家の誇る要塞──武たけ鳥とり山やま城を目指す。

　花畑や温泉に続く道を無視し、ひたすら山道を進めば城門が見えてくる。

　輝夜の姿を見るや否や、警備している兵士たちが礼の姿勢を取った。

　彼らの表情は感動のあまり光り輝いている。

　天城教団において神聖視される輝夜を間近で拝めたことに、心の底から喜びを感じているのだ。

「この人たち、知らないんでしょうね。わたしがもう、四郎の女だってこと」

「輝夜」

「……うん、ごめんなさい」

　畏敬の目線が飛び交う中、輝夜は小声で謝った。

「でも、こういった視線を浴びるのは大っ嫌いなの。わたしを同じ人間として見てくれていないっていう証だから」

　輝夜は四郎の手を握りしめ、目的地である武鳥山城の本丸へと向かう。

　山城であり、本丸までの道は険しい。

　転倒防止のために先導してもらっている態を取りながら、輝夜は思った。

　やはり自分のことをちゃんと見てくれる人間は、朝倉四郎しかいないのだ。




　武鳥山城は本丸・二ノ丸・西ノ丸に分かれている。

　至るところに石垣が設けられ、侵入者迎撃用の高低差が作られているのが特徴だ。

　逆さか茂も木ぎも至るところに配置され、剣山のように矢倉が乱立している。

　曲輪の各所には、最大一〇〇名の兵士が駐在可能な番所が置かれ、物見台も置かれていた。

　そういった景色を眺めながら、ふたりは手を繋いで曲輪を歩き、本丸へ入る。

　城の頭脳となる御殿は二階建てで、戦時においては輝元がここで指揮を執ることになるだろう。

　御殿の周囲にはぐるりと空堀がめぐらされ、逆茂木が突き出している。

　空堀の内側にある塀は土壁で、四隅には矢倉も設けられていた。

「これは輝夜姫様、いかがなされましたか」

　御殿で留守居を務めている家臣が恭うやうやしく出迎えた。

　その彼に、輝夜ははっきりとした声で言う。

「父、天城輝元のご意思でもあります。わたしはこれより御殿にしばし籠り、天城に忍び寄る不穏な空気を祓うべく祈祷を行わねばなりません」

「天城に忍び寄る……なるほど、承りました。して、諸事は？」

「身の回りのことは四郎に任せます。御殿への立ち入りは一切不要。神事の邪魔となりかねません」

「謹んで拝命いたします」

「薪まきや食料はそのままにしておきなさい。あなたは二ノ丸の御殿まで下がって。何かあれば四郎に連絡させます」

　留守居の家臣は恭しい態度を保ったまま、御殿の内側へと引き下がった。

　そして官吏たちを引き連れ、本丸から退去していく。

　彼らを見送ってから、輝夜はホッと一息ついた。

「これで、わたしと四郎以外は誰もいなくなったわね。さ、入りましょう」

　輝夜は四郎の手を引いて御殿に入り、そのまま二階へ昇った。

　そこから展望できる壮大な景色を前に、思わず感嘆の吐息がもれる。

「きれい……」

「そうだな」

　眼下に広がる山々や木々は紅葉し、平野部には田畑が広がっている。

　まさしく、純日本的な風景だ。

　四郎もその景観を楽しんでいるようで、いつしか互いに肩を密着させていた。

「やっぱり、ここは涼しいわね」

「下と比べれば、だろう？」

「それが大事なんじゃない」

　輝夜は苦笑する。

「暑すぎないお陰で、こうしてふたりでゆっくり……心を落ち着かせて、綺麗な景色を眺めることができるんだから」

「もっとも、俺は普段から綺麗なものを見ているけどな」

「それって、わたしのこと？」

　輝夜は四郎の腕に抱きつきながら、いたずらっぽく問いかける。

　いつもなら狼狽えてくれるはずなのに──彼は真顔で見返してきた。

　きゅん、と胸がときめいてしまう。

「もっ、もう……からかわないで」

「…………」

「ね、ねえ……何か言ってよ……」

「…………」

「う、うぅ……」

　ジッと見つめられていると、なんだか気恥ずかしくてたまらなくなる。

　もし彼の言う「綺麗なもの」が自分でなかったら──赤っ恥もいいところだ。

「輝夜」

　四郎がゆっくりと迫ってくる。

　その圧力を前に、輝夜は思わず一歩二歩と後退してしまっていた。

「あっ」

　やがて背中がドンと壁にぶつかる。

　想定外の衝撃に驚いて、輝夜は背負っていた風呂敷を床に落としてしまった。

　もう、逃げ場はどこにもない。

「四郎、あの……だめよ……」

「何がダメなんだ？」

　どさりと落ちた風呂敷から、コロコロと転がり落ちた物体。

　それを四郎が拾い上げ、輝夜の面前に突きつけながらささやいた。

「どうせ最初から、そのつもりだったんだろう？」

「そ、それはそう……なんだけど……」

　もはやぐうの音も出ない。

　四郎の手にあるのは、輝夜が七歳の時からずっと使っている鼈べつ甲こうの張形だった。

　幼馴染の瞳には、ギラギラと強烈な獣性が宿っている。

　初体験を済ませた日から今日に至るまで、毎日のように交わってきたせいだろう。

　四郎はすっかり輝夜の身体に溺おぼれていて、輝夜も彼に求められればすぐに身体を開くようになっていた。

「なら、いいだろう？」

　本丸にいるのはふたりだけ。

　誰にも見られる心配がないという安心感が、輝夜の心を開放的にしていた。

「痛く、しないなら……」

「わかってる」

　彼がうなずいたのを見て、輝夜はそっと唇を差し出す。

「ん……んふっ……」

　すぐに互いの口唇が重なった。

　だが、唇同士の触れ合いを堪能する暇もない。

　太くて厚い舌が口腔へ侵入し、輝夜のそれに絡みついてきたのだ。

「んっ、ふぁ……っ、ちゅっ、ちゅるっ、んんっ……」

　舌を絡め合っているだけなのに、頭の芯が痺れてしまうほど気持ちいい。

　身体が完全に四郎の女として切り替わり、股の付け根がじゅわっと潤ったのを理解する。

「あっ……」

　しかし、まるでおあずけをするかのように──彼の舌は早々に抜け出てしまう。

　遠ざかっていく幼馴染を求め、輝夜は思わず舌を突き出してしまっていた。

　そんな様子を見て、四郎の顔にはいやらしい笑みが浮かんでいる。

「すっかり盛ってるんだな、輝夜は」

　どくん、と輝夜の心拍が跳ね上がった。男女の行為で完全に後手に回りはじめたことを自覚し、恥ずかしくてたまらなくなってくる。

（なによ、どうしてこうなっちゃうの……？　わたしは四郎の乳あ姉ねで、性の知識だって彼よりいっぱいあるのに……！）

　頬が紅潮しているのを自覚しつつ、なんだか悔しくなって四郎を睨みつけた。

　だが、目の前に張形を突き出されるともうだめだ。

　抵抗の気力も薄れてしまう。

「それで、これで何をするつもりだったんだ？　俺の魔羅はいらないってことか？」

「ちっ、違うわよ」

　輝夜はうつむきながら、ぼそぼそと抗弁する。

「だって、わたしたち……毎日してるんだもの……。四郎が疲れちゃうかなって思ったから……」

「ん？」

「だから！　わたしが求めすぎたら、四郎が壊れちゃうかもって心配してるのっ！」

　こうなったらヤケだ。

　輝夜は顔を上げ、四郎を見つめながら訴える。

「だって、男の人って限界があるじゃない！　だから四郎がもう出せなくなったら、これで可愛がってもらおうって思っただけ！」

「…………」

「もおっ！　どうしてこんなこと言わなきゃいけないのよっ!!」

　恥ずかしすぎて死んでしまいそうだ。

　輝夜は四郎に飛びついて、胸を乱打する。

　だが彼は、まるで動じる気配を見せなかった。

　何度も輝夜と交わって、雄オスとしての自信を得たからなのだろう。

　彼は輝夜の攻撃をいなし、着物の上から乳房をまさぐりはじめた。

　だがその目線は、床に落ちて広がっている風呂敷の中身にも向けられている。

「輝夜、わざわざ夏用の単衣ひとえまで持ってきたのか」

「う、うん……」

　着物の上からとはいえ、胸を触れられているという事実に変わりはない。

　わずかな圧迫感を乳房に覚え、輝夜はどきどきと胸を高鳴らせてうなずいた。

「せっかくだ、着替えて欲しい。今着ているのは、本こ丸こに上がるまでにずいぶんと汗を吸っているだろうし」

　その言葉に逆らうつもりはなかった。

　輝夜はまとっていた着物を脱ぎ落とし、生まれたままの姿になる。

　そしてギラギラとした欲情の視線を浴びながら、地肌の上に単衣の袖を通した。

（こんなの、何も着ていないのと同じよね……）

　生糸で織おられた衣装はスケスケで、肌を文字通り透かしてしまっている。

　本来なら袴はかまを穿かなければならないが、今日は持ち合わせていなかった。

　事実上、今の輝夜は己のすべてを四郎の前に曝さらしているに等しい。

　そして少女は、彼のケダモノじみた目線を胸や股間に感じ、強い性的興奮を覚えていた。

「すごく、いやらしいな。まぐわうためだけの専用衣装みたいだ」

「そんなに、見ないで……」

　輝夜は胸を隠しながら、股を擦り合わせてしなを作る。

　そうすることで、彼を興奮させることができると知っているからだ。

「あ……」

　彼の股間がギンと熱いきり立ち、着物を押し上げていた。

　それを見た途端、ドッドッドッと心音が激しくなっていく。

　口内ではあっという間に大量の唾が湧き、下腹は痛いほど疼いていた。

（もう、こんなに大きくなって……）

　毎日のように自分を愛してくれて、気持ちよくさせてくれる逸物。

　その魅力に抗えず、輝夜は四つん這いで彼の許へと向かう。

　そして無意識のうちに、四郎の股間にスリスリと頬擦りしてしまっていた。

「今日も、最初はお口でした方がいいのかしら……」

「ああ。だけど、ちょっと趣向を変えないか？」

「え……？」

「輝夜が張形こんなものを持ってきたんだ、使わないのは損だろう？」

　四郎はそう言って、輝夜の頬を張形で優しく突いてくる。

　恥ずかしいが、たしかにその通りだ。

　こくりとうなずけば、それを合図に四郎は着物を脱ぎ捨てる。

　ブルンと飛び出した肉棒を直視して、輝夜は興奮で息を荒らげた。

（すごい……おちん×ん、もうすっかり硬くなっちゃってる……）

　愛しい男を、輝夜は上目遣いにそっと見つめた。

　彼からの指示があれば、すぐに尺八に取りかかるつもりだった。

　──男のすべてを口で受け止めるという被虐感。

　──それでいて、自分の技量次第で相手を手玉に取れるという嗜し虐ぎやく感。

　まさに相反する要素が並立するこの性的行為を、輝夜は非常に好んでいた。

「輝夜は本当にスケベな女になったよな、俺も大概だが」

　四郎はそう苦笑すると、なぜか床にごろりと寝転がった。

　予想だにしていなかった行動を前に、輝夜はどうしていいかわからずおろおろと困惑する。

「ね、ねぇ四郎……？　このまま、お口でしちゃっていいの……？」

「ああ。だけど俺の顔を跨またいだ状態でしゃぶって欲しい」

「えっ、ええっ!?」

　さすがに引いた。こんな破廉恥なことを言うような男だったっけ、と思う。

　それでも嫌悪感を覚えないのは、やはり惚れた弱みなのだろう。

「してもらえるか？」

「し、してもらえるか……って、そんなこと……！」

「後、できれば胸も使って欲しい。胸で挟みながら俺の魔羅をしゃぶるんだ」

「んなっ……!?」

「俺はその間、お前の張形を使って愛してやるから」

　あまりにもひどすぎる要求に、頭がクラクラしてしまう。

　第一、彼の顔を跨ぐということは、その面前に女陰を突き出すことを意味する。

　深い思慕を四郎に寄せている身とはいえ、さすがにそんな真似はできない。

「輝夜、あまり待たせないでくれ」

「う、うぅ……」

「俺の女なんだろう？」

「わ、わかったわよ……っ」

　だが、ダメ押しのように促されると──了承せざるを得なくなってしまう。

　女は度胸とばかりに足を広げ、輝夜は四郎の頭を逆さまに跨ぐ。

　しかし、勢いだけで行けたのはそこまでだった。

　彼の吐息を秘所に感じ、途端に淡い性感を覚えてしまう。

「すごいな。輝夜の女陰ここ、もうドロドロにぬめってヒクヒクしてる」

「え……？　あっ、いや……っ！　そんなこと言わないでっ！」

　改めて痛感させられる。

　この体位が、お互いの性器を間近で観察できる──極めて卑猥なものなのだと。

　思わず腰を浮かせて逃げようとするも、張形を持った腕をぐるりと回されて、完全に押さえつけられてしまった。

（あぁ……逃げられない、のね……）

　そんな諦念を胸に宿した瞬間、秘裂に衝撃が走る。

　なんということだろうか。

　張形を握っていないもう片方の手で、四郎が花弁を割り拡げてきたのだ。

　肉花に強烈な視線を感じ、ゾクリと背筋に妖しい官能が走る。

「いや、いやぁ……っ。そんなところ、んぁあ……っ、んんうぅうっ！」

　四郎に愛されて以降、急速に花開いてぽってりと肉厚になった陰唇。

　陰毛で彩られたその柔肉を──あろうことか、彼にぺろぺろ舐められ、吸われてしまっていた。

「汗と愛液が混ざり合った、濃厚でむせ返りそうな女臭がする。輝夜は綺麗で清楚な顔をしてるのに、こちらの表情はまるで淫売だな」

「あ……っ、ふぁあぁ、んんっ」

　やがて、彼の舌は膣口の内側へと入り込んでいく。

　じっくり丁寧に、肉ヒダを確かめていくような舌使いがたまらない。

（どうしてこんなに、気持ちいいの……？）

　四郎の勃起した肉棒を目前に、女性器を舐められるという非日常感。

　それが輝夜の心と身体を興奮の焔ほむらでじりじりと焼いていく。

「輝夜、君はしてくれないのか？」

「す、する……ちゃんとするから……っ」

　悶え狂いそうになる疼きを子宮に覚えつつ、目前にそびえ立つ肉塔を見つめる。

　四郎はこれを口と胸で奉仕して欲しいとのことだが、

（わたし、胸でなんてしたことない……。枕絵にだって、そんな変なこと描いてなかったもの……）

　輝夜は悩んだ。だがいくら悩んだところで解決はしない。

　言われた通りにすればいいのだろう。

　大きく反り返っている肉棒を慎重に、胸の間にぽふんと収めていく。

「これで、大丈夫……？」

「ああ、いいぞ。後は胸を上下に揺すりながら舐めてくれないか」

「四郎のくせに、注文が多いわね……」

　憎まれ口を叩いてみるものの、逆らうつもりは皆無だった。

　単衣の上から胸を押さえ、その状態で左右の乳房をバラバラに動かしてみる。

　すると肉棒はさらに硬くなり、鈴口からとろとろと先走り液を流しはじめた。

（すごく、いやらしい臭い……）

　ツンと鼻を突く男臭は、輝夜の雌メスとしての本能を強く刺激する。

　むくむくと勃起しはじめた乳首が単衣と擦れ、奉仕している側なのに気持ちよくなってしまう。

　その事実から逃避するように、輝夜は男に問いかけていた。

「ねー、四郎……？　おつゆ、出てきたけど……」

「気持ち、いいからな……」

「うん、なんか安心した」

「輝夜の優しさに包まれてる感じがする」

「ばっ、ばか……」

　不慣れな初めての愛撫を、はっきり「気持ちいい」と言ってもらえたこと。

　それが嬉しくてたまらない。

　輝夜は胸をさらに寄せ、ぐにゅぐにゅと圧をかけていくことにした。

（あ……もしかしたら、つばを垂らした方がいいのかも……）

　今は汗が潤滑剤代わりだ。

　そのため乳肉と亀頭が擦れるたびに、少し引っかかる感がある。

（きっと、ぬるぬるになった方が気持ちいいわよね）

　そう判断した輝夜は、ぐちゅぐちゅと口内で丹念に泡立てた──なめらかな唾液を胸の谷間へ垂らしていく。

「お、おぉ……っ」

「あはっ。四郎、きもちいい？」

「す、すごくよくなったぞ……」

「そっか、ふふっ……よかったぁ」

　四郎を想ってしたことが報われたのだ。

　なんだか無性に嬉しくなって、輝夜は熱心に肉棒を胸で揺さぶっていく。

　すると、どうやら「負けてはいられない」と彼は思ったらしい。

　大胆にも淫裂へ、ねっとりと舌を這わせてくるのだった。

「んあぁっ!?　はっ、あああああ……っ、んうぅうぅうぅっ」

　それはあまりにも強烈な快楽だった。

　輝夜は目を白黒させて、抗いがたい快楽の奔流に身を任せる。

　思考はまともに働かず、絶頂がすぐそこまで迫っているのを強く意識させられた。

「輝夜、口でもしてくれ」

　そんな状態で、輝夜もいっぱいいっぱいなのに──四郎は奉仕を強いてくる。

「んっ、んふ……っ、んうぅ……っ」

　とはいえ、愛しい愛しい大切な男の魔羅だ。

　傷つけないよう丁寧に、輝夜は舌で優しく奉仕を続けていく。

「んは……っ、はぁ、はぁう……っ、はぁあぁ……っ」

　すると四郎がお返しとばかりに陰核に口付けてきた。

　秘裂を舐められるのとはわけが違う性感を前に、輝夜はぎゅっと胸で怒張を押さえつけて口淫を停止する。

　だが四郎は不服なのか、ちゅっちゅっと肉芽を執拗に責めたててくるのだった。

　彼の攻勢を退けるには、もう、強い刺激を与え返すしかないだろう。

「ぢゅっ、ぢゅるるるるっ、んはっ、んんんんっ」

　そう考えての尺八だったが、作戦は不発に終わる。

　男の性感帯である亀頭。それを口いっぱいにすすり上げると、大量の先走り液が口内へ入り込んできた。

　その臭気は強烈かつ濃厚で、鼻腔を突き上げ頭の芯にグサリと突き刺さる。

　思わず意識が飛びかけて、輝夜は亀頭を咥えたまま身悶えることになった。

（これ、だめ……っ。この匂いを嗅いでたら、もっと変な気分になっちゃう……）

　自分を浅ましくはしたない雌に変えてしまう魔香。

　女陰からだらだらと愛液が滴って、愛する男の顔をびっしょり濡らしてしまっているのを自覚する。

（わたし、欲しがっちゃってる……おま×この奥をこのおちん×んでズボズボほじって欲しいって、そう思っちゃってる……っ）

　思考がどんどん卑猥な色合いで塗り潰されていく。

　──どうすれば彼に気持ちよくしてもらえるのだろうか。

　──どうすれば彼を気持ちよくしてあげられるのだろうか。

　頭に浮かぶのは、そんなことばかりだ。

「おい輝夜、どうしたんだ……これ……」

　四郎が羞恥心を掻き立てるようなことを言う。

「花びらが充血してめくれ上がりはじめてるし、陰核も包皮からズル剥けてぷっくり膨れてる。しかも、次から次へと濃い露つゆが滴ってくるぞ」

「あぁ……あぁああぁあぁ……っ」

　恥辱で頭が沸騰してしまいそう。

　もう何がなんだかわからなくなって、輝夜はいっぱいいっぱいになっていた。

「輝夜、口が止まってるぞ」

「わ、わかってるわよ……ちゅ……んぢゅっ、れろぉ……んうぅ……っ」

　乳房を両手で揺すりながら、亀頭をぱっくりと咥え込む。

　奉仕をすればするほど、衣擦れで気持ちよくなってしまう乳首。

　ふたりで共に快楽を覚えられることは、本当に嬉しいことだった。

「んっ、れろぉ……っ、んふっ、ちゅるっ、ちゅ、ぢゅるるぅ……っ」

「あぁ、いいぞ……っ、輝夜……！」

　興奮の吐息が淫裂に吹きかかり、ぞわぞわとした快楽が全身を駆けめぐる。

　──身体が熱い。

　──熱くて熱くてたまらない。

　──誰かこの火照りを冷まして欲しい。

　そう思っていた矢先のことだった。

　自分の膣口に、硬くて太い何かが押し当てられたのは。

「え……っ」

「御恩と奉公、輝夜からの恩にはこうして奉公で返すしかないよな」

「はっ、はううううううううううっ!?」

　じゅぶり、と輝夜の耳にもはっきり聞き取れるほどの淫音が響いた。

　身体がびくびくっと跳ね、同時に、頭の奥でバチバチと雷光が走って白熱する。

「あ、あああああああああああっ♥」

　もう何度も経験し、教え込まれた女の喜びだった。

　絶頂感に包まれながら、輝夜は自分の身体が自分のものではなくなっていくような感覚を抱いている。

　なにしろ火照らされ乱されるのも、完全に四郎の意向次第なのだから。

「なぁ、張形を挿れただけで気をやったのか……？」

「んあっ、ふぐぅ……うっ、はぁあぁ……っ♥」

「俺のモノじゃないのに、そんなにこれがいいのか？」

　その声色から察するに、どうやら四郎は理不尽な嫉妬を抱いているらしい。

「クソッ、輝夜……ッ！」

「えっ、しろ──うぁあっ、ああああああっ!?」

　神経が焼けただれてしまいそうな性感が全身を突き抜ける。

　四郎による張形の抽送は、輝夜の感じる場所を的確に突き崩すものだった。

　浅く出し入れした後、子宮口をぐりぐり圧迫されるのがたまらない。

（まるで、四郎がふたりいるみたい……っ）

　天城教団秘伝の、性教育の教本たる枕絵。そこに描かれていた、ひとりの女性をふたりの男性が激しく犯している絵柄が不意に思い浮かぶ。

　口と女陰を魔羅で串刺しにされ、白濁まみれにされた女が描かれた卑猥な絵。

　それを脳裏に描き、現実と重ね合わせ、強い被虐心と興奮を覚えてしまう。

「いいのか、輝夜。こんなオモチャがいいのか……!?」

「あぁ、いい……っ、いいです……っ♥」

「クソッ、ああ……輝夜ッ！」

　四郎は狂気すら感じる声で輝夜の名を呼んだ。

　──自分の男根以外で感じているのが許せない。

　──だが、張形で乱れる姿には強い興奮を覚える。

　そんな矛盾した感情を抱えながら、彼は輝夜を責めたてているらしい。

「お前はなんでもいいのか？　なんでも感じるのか？　誰でもいいのか……!?」

「そ、そんな……あ、んあああああっ！」

　反論しようと試みるも、最奥を張形でぐりっとえぐられてしまう。

　それが引き金となって、目の前が白黒に点滅。
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　全身を雷に打たれたかのような絶頂感が襲った。

「あっ、ああああああっ……ふあああああああああああああああああっ♥」

　子宮を震源地として爆裂する性感は抑えようがない。

　輝夜は艶っぽく喘ぎながら、絶大な法悦に浸る。

　子宮の疼きは鎮まる気配もなく、もっともっと性感を欲しがっていた。

　張形を喰いしめている淫孔の真上にある尿道口からは、ぶしゅっぶしゅっと大量の潮が吹き出している。

　無色透明の体液は四郎の顔へ吹きかかり、さらにびしょびしょに濡らしていた。

「輝夜ッ！」

「あああ……ちがう、ちがうの……っ、これは……」

「何が違うって言うんだ、こんなに感じているくせに……！」

「それは、四郎が……あなたがしてくれていることだから……っ」

「この張形も俺だ、とでも言いたいのか！」

「そ、そうです……っ」

　ぶるっと官能的に身を震わせながら輝夜は言った。

「まるで、四郎がふたりいるみたいなの……っ」

「俺が、ふたり……？」

「うん、うんっ。ふたりの四郎にお口とおま×こを両方塞いでもらってる気がして、興奮して……それで、きもちよく、なっちゃうの……♥」

　赤裸々な告白を口にすれば、四郎は尻たぶを痕あとが残るほど強く握りしめてくる。

　どうやら彼も、背徳的な興奮に身を任せているらしい。

　胸の谷間で肉棒がさらに硬くなり、どくんどくんと脈打ちはじめた。

「なんて、卑猥なことを考えるんだ……っ！」

「あ……んっ、あぁ……♥」

　輝夜が寄せ集めている乳房を突き崩すように、四郎が腰を振りはじめた。

　柔肉の間を激しく行ったり来たりする肉棒の感覚。

　そして口元に迫る亀頭の力強い存在感に、頭がクラクラしてしまう。

「し、四郎……だめっ、そんな体勢で動かしたら……腰を痛めちゃう……♥」

　胸を犯されている。その事実を前に、絶頂を迎えたばかりにもかかわらず──輝夜の子宮はきゅんきゅんと切なく疼いていた。

「やっ、ああっ……四郎……っ、もお……っ♥」

　輝夜の制止の声に、四郎が応じる気配はない。

　彼は辛抱たまらないとばかりに腰を振り続けている。

　ぐちっ、くちっ、ずちゅっ。

　胸の谷間から響く卑猥な音に耳を犯され、被虐感がどんどん膨れ上がっていく。

「あぁ、輝夜……輝夜っ！　ぐっ……射精でるぞ……っ！」

「うん、うん……っ♥　四郎、あぁあぁあぁ……しろぉっ、射精だして……いっぱい射精だしてぇ……っ♥」

　四郎の射精宣言を、輝夜は抵抗感も忌避感もなく受け止めていた。

　──愛する幼馴染が自分の胸の中で気持ちよくなってくれていること。

　──張形に嫉妬を覚えるほど、自分は執着されているのだと実感できたこと。

　そのふたつの要素が、四郎への情愛を一層高めることになっている。

「クソッ、ああ、畜生……っ！　もう、我慢が……っ！」

　四郎がうめき声と共に、ぐいっと腰を突き上げた。

　胸の谷間からむにゅっと姿を現した亀頭が、一段と大きく膨れ上がる。

　かと思えば怒張全体を激しく脈打たせ、鈴口から灼熱の孕ませ汁を迸らせた。

「あっ、きゃ……っ!?」

　凄まじい勢いで噴き上がる大量の白濁液。

　それは輝夜の喉やあごを越え、鼻筋にまで到達している。

　本来なら膣奥で感じるべき熱が、輝夜の白肌にじんわりと染み渡っていった。

「あああ……こんなに、いっぱい射精でて……♥　あっ、きゃぁ……っ!?　まだ、まだ射精でてくるの……っ!?」

　次から次へとびゅくびゅく宙に放たれる子種汁。

　それによって上半身が精液まみれになるが、不快感は一切なかった。

　むしろ四郎の色に染め上げられていくような感じがして、あるいは彼に臭い付けをされているような気がして、胸が切なく高鳴ってしまう。

　精液を身体にぶちまけられる感覚は、ともすれば病みつきになってしまいそう。

　いつか四郎の精液で満たしたお風呂に入りたいなと、そんなことを考える。

「んう……っ、はぁ、あぁ……しろぉ……っ♥」

　乳房をくぱぁと開けば、たちまち白濁液が糸引く様が見て取れる。

　濃厚な雄の香りがむわりと立ち昇り、ごくんと生唾を飲み込んだ。

「今、きれいに……してあげるから……」

　輝夜の前にそそり立つ、圧倒的な存在。

　威厳すら感じる精液まみれの男根を前に、凄まじい興奮が総身を包み込む。

（あぁ、臭い……こんなに臭いのに、どうしようもなく欲しくなっちゃう……）

　ぬめりにぬめる肉棒の根元を両手で押さえ、輝夜はゆっくり顔を寄せていく。

「ん……っ、はぁ……んっ、れろぉ……っ」

　味は、はっきり言えば美味しいものではない。

　なにしろ苦いし、独特のえぐみもある。

「んふっ、れろ……ちゅっ、ちゅっ、ちゅるるっ……んくっ、ん……んは……っ」

　だが、それでも輝夜を夢中にさせてしまう──味以外の何かがあった。

　舐めれば舐めるほど、飲めば飲むほど、幸せな気分になれる何かが。

「んっ、はぁ……ふぁ、あぁ……んっ、ちゅっ、ちゅるっ、ん……ふぁ……」

　舌先を硬く尖らせて、肉棒の根元から一気に掬い上げて嚥えん下かする。

　カリのくぼみに溜まったものについては、唇をつけてすすり上げる。

「う……、輝夜……っ」

　四郎がうめき、また硬くなっていく。それが、とても嬉しい。

　好きな男に嫉妬されて、絶頂させられて、絶頂させて、その肉棒を舐め清める。

　お互いに持ちつ持たれつの関係なのだと、そう実感できた。

「四郎の、もう、大丈夫そう……」

　肉棒に付着していた精液をすべて舐め取り、身をよじって四郎の様子をうかがう。

　彼はまだまだ気力充分といった様子だ。

　──もしかすると、まだ、嫉妬の焔は消えていないのかもしれない。

　それを思うと、子宮がきゅんきゅんと切なく疼いた。

「今日は、ずっと……ふたりだけだから……♥」

　そうささやくと、四郎の魔羅がガッチガチに硬くなる。

　今日はこれから、足腰が立たなくなるくらい犯されるのだろう。

　そんな期待に腰を揺らめかせながら、輝夜は目前の肉棒にしゃぶりついていた。
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「まさかここまで自分を見失ってしまうなんて、我ながら信じられないわ……」

　事後の余韻で火照る身体を、そっとすり寄せながら輝夜がささやいた。

　休憩を挟みながら四郎に六回も抱かれ、数えきれないほどの絶頂に至った柔肌からは──濃密な『女』の香りが漂っている。

　四郎が肩を抱き寄せると、彼女はそのまま身体を預けてきた。

　胸の上に少女の頬のやわらかさを覚えながら、四郎はしばらくボーッとしていた。

（まずいな、精液を出しすぎたかもしれない）

　とてつもない疲労感が下肢に居座り、なかなか抜ける気配がなかった。

　摩擦しすぎたせいなのか、魔羅にはジンジンと腫れたような痛みが走っている。

「でも、四郎も大概よ。よくもまぁ、張形如きにあそこまで嫉妬できたものね」

　輝夜は甘えた口調で言った。

「お陰様で、おま×こもお尻も痛いくらい。四郎が激しくしすぎるから、壊されちゃうんじゃないかって思ったわ」

　いたずらっぽく微笑まれ、四郎は無言で目を逸らす。

　自覚はしていた。我ながら、ずいぶんと子供っぽい姿を曝したものだと。

「悪かった」

「本当にそう思っているのかしら」

　四郎の胸を、人差し指でぐりぐりと圧しながら輝夜は言う。

「今回のことでよーくわかったわ。四郎、あなたはわたしに執着しすぎ。わたしを中心に世界が動いているようなものじゃない」

　輝夜は睦言のつもりで言ったのだろうが、その指摘はまさに事実だった。

「……俺には、輝夜しかいないからな」

「ずいぶんと真っ正直に言うのね。ま、悪い気はしないんだけど……」

「なら、よかった」

「よかった、じゃないわよ……もうっ」

　輝夜は微苦笑を浮かべる。

　だがすぐに、不安の入り混じった表情へと切り替わった。

「だけど、これからどうするの？　少なくとも今のわたしはあなたのものだけど、今月末には……」

　彼女はそう言って目元に涙をにじませた。

　光陰矢の如し──夢のような時間は、もう過ぎ去ろうとしている。

　四郎は嘆息と共に言った。

「正直に言えば、迷っている」

「迷っている……？」

「取り得る選択肢は多くない。織田に降るか浅井に降るか。天城から逃げる道はこのふたつしかないだろう」

「逃げる道って、つまり戦う道もあるってこと？」

　そう問いかけてから、輝夜はハッとしたような目で四郎を見つめた。

　この戦国乱世では、各地で頻発していることだ。

「下剋上……」

　四郎はうなずき、輝夜の身体を改めて抱き直す。

　少女は固く縮こまったが、やがて全身の緊張を解いていく。

　それを確認してから、四郎はゆっくりと言葉を紡いだ。

「此度の織田家の上洛に抗うことは大義なし。それ故に、天城のためにはならぬ……。そんな名目で輝元様を捕らえ、ご隠居いただく。あるいは……」

「あるいは？」

「君を頭かしらにして天城家に武装蜂起する。そうすれば織田家の上洛軍は、これ幸いとばかりに南近江へ侵入を開始するはずだ」

　そして織田家は、輝夜を上手く利用しようとするだろう。

　どれだけ強大な軍事力を擁していようが、現地の有力者を完全に排除すれば領地経営がままならなくなるからだ。

「でも、お父様を拉致するにせよ蜂起するにせよ……そう上手くいくのかしら」

　輝夜の心配は実にごもっともだった。

「仮にも姫である君に、こんなことを言うのもどうかと思うが……」

　四郎は言葉を選びながら続けた。

「天城家には二種類の家臣がいる。教義を妄信する信徒。そして他方が──」

「教義ではなく、従うことで得られる実利にしか関心がない者……でしょう？」

「──その通り。よくわかってるじゃないか」

　手放しでの称賛に、輝夜は微苦笑で応じた。

「だって、四郎を見ていたらよくわかるもの」

「俺を？」

「だって、あなたが天城の忠実な信徒だったら……わたしのことだって『仕方のない犠牲だった』って割りきってただろうし」

「たしかに、違いない」

「でしょう？」

　それから輝夜は、慎重に言葉を選びながら訊いた。

「それで、四郎の言う『他方の家臣たち』は、動いてくれそうなのかしら」

「動くはずだ。少なくとも現実を直視できる奴なら、今回の反織田家の姿勢がどれだけ馬鹿げてるかわかっているはずだ」

　むしろ、皆がそうであって欲しいという願望も強い。

　なにしろ織田家は、尾張に美濃という日本でも豊かな二国を領している上、北伊勢の一部も支配下に組み込んでいる。

　しかも今回の上洛戦にあたっては、それらの地域から集めた膨大な兵員に加え──北近江の浅井家や三河の徳川家が援軍を出すと専らの噂だ。

　従って、織田家上洛軍の規模は、低く見積もっても五万以上になるだろう。

　戦において八〇〇人を動員できるかどうか──という規模の天城家とは、文字通り格が違いすぎるのである。

「今の六角家は兵を必死に掻き集め、ようやく九〇〇〇を動員できるかどうかってところだ。そんな援助があっても、もはやどうにもならない。内紛で荒れる三好三人衆が近江まで大軍を出してくれるはずもないしな」

「そうね。織田家を一度退けたところで、二度、三度と来られたら……」

「天城は文字通り、滅び去ることになる」

「詰んでるじゃない」

「だからこそ、冷静な連中は俺の意見に理解を示してくれている。他の奴らも、説けばきっと……」

「あら、もう調略をはじめているのね」

「天城家の三割は、輝夜のために動くはずだ」

「……変なの」

　輝夜はころころと笑った。

「家臣の三割がお父様に反逆の意思があるだなんて……。それ、相当な割合だと思うけど」

「いや、七割という多勢が盲目的に輝元様へ従っているという事実の方が大切だ」

「そんなものなのかしら」

「そんなものだよ、輝夜」

　四郎はさも当然といった様子で言う。

「だから軍隊というものが存在し得るし、いつの時代も戦が絶えないんだ。無思考な権力への恭順こそ、この世を乱す元凶に他ならない」

「……戦絡みのことになると、急に多弁になるのね。胤持父さまの影響かしら」

「さぁ、どうだろうな」

　四郎は苦笑し、言葉を続けた。

「後、一応だが……織田家に寝返るための当たりもつけている」

「面従腹背、奸ねい臣しんとはこのことね。織田家に知り合いでもできたの？」

「いや、あくまでも文でのやりとりに留まっているんだが……」

「続けて」

「ああ。織田家の兵站を統括しているという、乱破の頭領だか商人だか武将だかいまいちよくわからない……木下藤吉郎という男だ」

「大丈夫なの、その人？」

　輝夜が眉をひそめて言った。もっとも、彼女の気持ちもわからないではない。

　近しい者同士でも裏切りが横行するご時世である。

　面識がないどころか身分さえあやふやな相手を信頼できるはずがなく、当てにするのは危険すぎると言えた。

「織田家自体、いや、織田信長その人すらわからないんだ。旧態依然とした秩序を守りながら、それでいて常識にとらわれない人事をやってのけるし……」




　その後、ふたりは沈黙して抱き合っていた。

　輝夜の甘酸っぱい汗の香りは、花畑でじゃれ合っていた頃を思い出させた。

　だがあの時とは違い、少女の胸はやわらかく膨らんでいる。

「あっ、やん……っ♥」

　気付けば、四郎は真っ白な乳房に吸いついていた。

　先ほどまでとは違い、性欲は完全に排除されている。

　それがわかるのだろう。美しく成長した少女は吐息を乱しながらも、その透明感のある乳首から全身に広がる甘い疼きを楽しんでいる様子だった。

「もう、四郎ったら……♥」

　輝夜は優しい声で文句を垂れる。

　かと思えば、ぐるりと腕を回して四郎の後頭部を優しく撫ではじめた。

「これじゃ、まるで赤ちゃんじゃない」

　彼女にとって四郎は、幼馴染であり、乳おと弟うとだった。

　感覚的には双子の弟に近いのだろう。

　そして弟を愛でるのは、世の中にいる多くの姉が有する性さがでもあった。

「……ふふっ、おっぱい美味しいのかしら？　かわいいわたしだけのしろーちゃん」

　赤ん坊をあやすように頭を撫でられ、背中を優しくポンポンと叩かれる。

　途端に、眠気が押し寄せてきた。

「ふふっ、おねんねのお時間かしら」

　四郎がまどろみはじめたのを察したのだろうか。

　輝夜が掛け布団にしている着物を引き上げ、寝冷えしないよう配慮を見せる。

　そういった仕草のひとつひとつから、自分が愛されていることを強く実感できた。




　だが、お互いのことはなんでも理解し合えても、遠い美濃国の地で発生したことは、やはり察することができなかった。

　ふたりが武鳥山城に登った九月七日の昼のこと。

　中原の覇者たる織田信長が、岐阜城に結集した大軍を西へ進めていたのである。

「姫っ、姫っ！　大変、大変にございますぞっ!!」

「どうしたのです、騒々しい」

　翌日、身体を清めた四郎と輝夜が朝食を取ろうとした矢先のこと。

　留守居の家臣が血相を変えて飛び込んできたのはそのためだった。

　はたして、内応も下剋上の準備も完全に整わないまま──ふたりは圧倒的な軍事力を誇る上洛軍と相対しなければならなくなったのだった。




２　敗北者どもの戦場




　濃密な朝霧が立ち込める白色の世界は、兵馬の踏み鳴らす音と共に消滅した。

　京へと続く大街道。そこを西進する大軍の姿が次々に浮かび上がっていく。

　織田家の将兵を中核とする上洛軍は、戦国屈指の強兵で知られる戦闘部隊・徳川軍と共に──天城家の設けていた関をたやすく食い破っていた。

　彼らは八日に近江国若宮で行軍を停止。

　信長の妹婿である北近江の若き英雄、浅井長政をその陣営に迎えている。

　浅井軍の合流によって総勢六万を超えた上洛軍は、服属を拒否した六角家を抹殺すべく一一日に愛知川へと布陣。

　対する六角家も主力部隊を和田山城へ終結させ、徹底抗戦の構えを見せた。

『今こそ天城の旗を高らかに掲げる時ぞ』

　天城家当主・輝元は五〇〇の信徒を率い、六角家の支城・箕み作つくり城に入っている。

　物量に劣る六角家が、防備の薄くなったこの城への軍事支援を求めたからだ。

『この戦いに加わる意義は大きい』

　出陣に先立ち、輝元は天城の臣たみにそう語っていた。

　六角家が援軍の対価として、

　──戦後における天城家の権益回復と保護に尽力すること。

　──天城家に六角家の姫を嫁がせること。

　このふたつを、莫大な礼銭の支払いと共に約束したからだ。

『信長めは和田山城での決戦に本腰を入れざるを得まい。そして彼かの城を突破したところで、六角家の中枢たる観音寺城が残っておる』

　だから、箕作城まで軍勢が押し寄せることはないだろう──輝元はそのように考えていたらしい。

　されど、軍事的天才たる信長の戦略は、輝元の想定を裏切るものだった。

　信長はその主力を和田山城にも観音寺城にも投入しなかったのである。

　彼の狙いはまさしく箕作城。

　手薄な支城を攻略し、そこから近江国全域の制圧を目指したのだった。




　後に『箕作城の戦い』と伝えられる戦闘の勝敗は、一夜にして決した。

　六角方の意表を突いた織田軍は、一二日の夕刻に攻略を開始。

　織田信長の指揮の下、およそ六〇〇〇の軍勢が押し寄せたのだ。

　対する六角家は、長槍を主体にした防衛戦術に徹する他にない。

　六角家の鉄砲保有数自体が低く、和田山城に集中配備されていたせいだ。

　しかも、夕闇と共に押し寄せる織田軍に鉄砲を用いることは『無駄撃ち』になりかねないという心理も作用する。

　鉄砲本体や弾丸はともかく、戦国時代において火薬は貴重品だった。

　その浪費を避けようとする意識が、火器の積極的運用を渋らせたのだ。

　──そして、夜が訪れる。

　箕作城の守勢にとって不幸だったのは、城攻めに圧倒的な才気を誇る織田家の出世頭・木下藤吉郎が敵陣にいたことだろう。

　彼は箕作城の拠る山林に火をつけ、その火の中をかいくぐりながら夜襲を強行。

　たちまち男たちの喊かん声せいと断末魔に城は包まれ、六角軍は潰滅させられた。

　天城勢も脱出を図ろうとしたが、輝元以下、ほとんどが討ち取られてしまう。

　観音寺城に座する六角家の当主は、闇夜を照らして炎上する城を見て──戦わずして甲賀に逃亡してしまった。

　これは六角家に与力した天城家にとって、文字通り、最悪な状況に他ならない。

　なにしろ、たった三〇〇ほどの兵しか残っていない状況下にあって──六万の敵勢が周囲に展開しているのだから。




◆　　◆　　◆




　──九月一三日、早朝。

　天城家の支配する土地の手前まで、上洛軍が迫っていた。

　一般信徒である農民たちは、一一日から城内に避難している。

　集落の内部には、今や将兵たちしかいない。

　押し寄せる上洛軍に対し、即座に対応するためだった。

「降伏の使者、なかなか帰ってきませんな」

　天城家屋敷の広間に詰めていた小太りの重臣が、つぶやくように言った。

「昨夜のうちに送ったはずですが、それが帰ってこないとなると……」

「斬られた公算が高いでしょうな」

　頬のこけた痩せ型の重臣が、甲高い声で応じる。

「なにしろ外は織田の軍勢ではなく、我らとの因縁浅からぬ浅井の軍勢が抑えておりますゆえ」

「奴らめ……！　さては我らが降伏の意を、信長殿へ伝わる前にすべて握り潰すつもりだな……！」

「天城家は徹底抗戦の構えを見せていた。そう言ってしまえば、我らの領内で殺し放題、犯し放題、盗み放題ですからな」

「おお、なんということだ……なんということだ……」

　家臣たちの雰囲気は極めて暗い。

　出陣していた武官のほとんどが、箕作城の戦いで討ち取られてしまっているせいだ。

　ここに残っているのはいずれも文官、ないしは法官ばかりである。

　天城家の武官として生き残っているのは、輝夜の側にいた朝倉四郎くらいだ。

「まずは落ち着きなさい」

　紅白の巫女服で身を包み、その上から肩当てに胸当て、籠こ手てに膝当てといった簡易具足を装着している輝夜が──凜然とした気勢を発した。

　兜かぶとはかぶらずに鉢はち巻まきを締め、白銀の頭髪を一本に結わえ上げている。

「そのように動揺していては、いたずらに敵につけ込まれるだけです」

「は、はは……っ！」

　家臣たちはたちまち平伏し、互いに顔を見合わせた。

「さすがは『天城の白人』、このような時でも落ち着き払っておられる」

「お父上が亡くなったばかりだというのに、ご立派なことだ」

　だが、彼らは表面的なことしか見えていない。

　実際のところ、輝夜の内心はとてつもない不安に襲われていた。

　父の死、そして天城家の家督継承。

　それらを一気に突きつけられた上、滅亡の淵に立つ天城家をまとめなければならなくなったのだから。

「降伏の使者が戻ってこない以上、わたしたちは戦うしかありません」

　まさに事実上の玉砕宣言である。

　ハッと息を呑む家臣たちを前に、輝夜は言った。

「もはや戦って殺されるか、戦わずして殺されるかの差異しかないのです。浅井にとって天城は仇敵。生き残れる道はほぼありません」

　──もっとも、我らが死んだ先には極楽浄土が待ち受けておりますが。

　輝夜がそう言うと、当主館の広間はざわっと揺れた。

　その喧噪を前に、輝夜は横に控えていた男に声をかける。

「とはいえ、朝倉四郎殿から現状を説明していただきましょう」

「はっ、御指名を賜たまわりました朝倉です」

　四郎は広間にいる将兵をぐるりと見渡した。

「輝夜様のお話にありましたように、我らに迫っているのは織田勢ではなく浅井勢です。六角家を追い落とした上洛軍は、近江の完全制圧を目指しています。そのついでに、浅井家は我らを屠ほふろうとしているのです」

　普段とは異なり、一家の家長らしい言葉遣いで四郎は喋っていた。

　立派だし格好いい、と輝夜は素直に思う。

　大勢の人間の前で堂々と喋るのは、才能がなければ不可能なことだからだ。

「我らが相対するのは、浅井長政殿が直卒する部隊。その数、およそ三五〇〇。浅井軍最精鋭部隊であり、謀臣である遠藤直経殿が副将として参加している模様です」

「なんと……」

　諸将がうめき声をあげた。長政は近江国随一の戦上手として名高い。

　そこに有能な副将が加わっているとなれば、まともな戦になるはずがなかった。

　間違いなく、一方的に蹂躙されるだけだろう。

「故に、時間を稼ぐ必要があるでしょう」

「時間」

「そう、時間」

　広間にいる家臣たちに頷きながら、四郎は語る。

　緊張しているのか、その身体は小刻みに震えていた。

「浅井軍の網の目にかからぬよう、織田家に降伏の使者を再度立てねばなりません。さもなくば我らは、ただ無駄死にするしかないのです」

　輝夜は四郎の言葉に強い痛みを覚えた。

　要するに彼は、先ほど輝夜が発した玉砕宣言を痛烈に批判しているのだ。

　とにかく生き残ることに、四郎は全力を尽くす覚悟のようだ。

「これは本来ならば不要な戦です。しかし、我らにとっては生き延びるために必要な戦でもある。織田の本陣に我らの使者が到達して浅井を制するのが先か、それとも我らが死ぬのが先か──その勝負となるでしょう」

　輝夜は戦を知らない。

　弓の扱いには長けているが、もちろん戦場に出たことはないし、生き物を射殺した経験もなかった。

　加えて言えば、政治のこともわからない。

　そのため政軍のなんたるかを知る家臣の言うことに、全面的に従うしかないのだ。

「輝夜様、いかがなさいますか」

　四郎がそのようにうかがいを立ててくる。

　彼はもう、公式の場で輝夜を──天城家当主を『姫』と呼ぶことはない。

　輝夜はうなずいた。

「朝倉殿の差配通りに。誰かが欠けてもいいように、織田の陣に使者を一〇名立てましょう。確実に申し開きを成功させねばなりません」




　軍議が終わり、家臣たちが屋敷から出ていく。

　最後まで広間に残っていたのは四郎だが、やがて彼も一礼して退出していった。

　これから彼は、時間を稼ぐため──寡兵を率いて大軍と戦うことになる。

　対し輝夜は、城の本丸に避難することになっていた。

　それを考えると胸が張り裂けそうになる。

　気付けば広間を飛び出して、愛しい幼馴染の背中を追いかけていた。

「し、四郎……待って、待ちなさい……！」

「どうされましたか、輝夜様」

　彼は敬語と共に、恭しく対応した。

　辺りに人影があるため、仕方がない態度ではあった。

　だがそれだけで、ふたりの距離が大きく開いてしまった気がしてならない。

　もちろん錯覚だとわかっているのだが、非常事態という現実が輝夜の不安を極度にあおっていた。

　なにしろ、お互いに死んでしまうかもしれないのだから。

「ちょっと、こっちに来なさい」

　輝夜は四郎の手を取って、小部屋の中へと引き込んだ。

　その上で、誰も入ってこられないように閂かんぬきをかける。

「輝夜、一体どうし──」

　彼が不審そうに問いかけた、まさしくその瞬間。

　輝夜は四郎を熱烈に抱ほう擁ようしていた。

　互いに武装していることもあり、肌の感覚を味わうことは難しい。

　その事実がより一層、輝夜の感情を掻き乱している。

「お願い、行かないで……」

　気付けば輝夜の口からは、この状況下で──絶対に言ってはならない言葉が飛び出していた。

「行かなければ、逝くしかない。このままだと、俺たちを待ち受けているのは死の道しかないんだ」

　だが、四郎は努めて冷静に応じている。

「ここで進撃を喰い止めないと、俺たちの帰るべき場所が失われてしまう」

「そんなことを言って……！　四郎が死んじゃったら、これまでのすべてが無駄になっちゃうじゃない!!」

　輝夜は感情を露わに叫んだ。

「嫌よ、行かせない！　絶対に勝てるはずがないんだから！」

「滅多なことを言うなよ！」

「いいえ、言うわ！　言わずにおくもんですか!?」

　四郎の目を見て、輝夜は悲鳴に近い声をあげた。

「相手は、わたしたちの一〇倍以上の兵力なのよ!?　しかもそれを率いているのは、あの戦巧者の浅井殿……ただで済む相手じゃない！　殺されちゃうわ!!」

「……ああ、そうだな」

　彼は静かにうなずいた。

「だが、戦わざるを得ないんだ。それくらい、理解してるんだろう？」

「でも……！」

「打つ手がないんだ、もう」

　四郎は激しく頭を掻きむしりながら言った。

　そうすることで、絶望に精神を侵されまいとしているかのようだ。

「黙っていても敵は攻めてくる。だから俺たちは、殺されないために殺すしかない。反撃を試みなければ、無駄死にするだけだ」

「逃げるという手も──」

「逃げられるものか!!」

　四郎は輝夜を怒鳴りつけた。

　それからハッと我に返ったように、冷静さを取り繕いながら続ける。

「それに、この場から逃げおおせても……賊や武装した農民どもがいる。戦に落ち武者狩りは付き物だ。俺たちは間違いなく、格好の『稼ぎ相手』になるだろう」

「…………」

「男は殺され、女は犯される。犯された後に殺されるのか、それとも性奴隷にされるのかは相手の裁量次第──そんな場所に、君を連れてなどいけない」

　輝夜はまた、感情を爆裂させた。

「わたしだってそうよ！　あなたが死ぬかもしれないのに、そんなところに笑って送り出せると思って!?」

「俺が死んでも君は生き残れる！」

「ほら、ほらっ！　やっぱりそのつもりなんじゃない!!　嘘つき！　大嘘つきッ!!　わたしをお嫁さんにしてくれるって、そう言ったのにッ!!」

　輝夜は金切り声をあげながら四郎を責める。

「死人のお嫁さんになんてなれないわよっ！　一体どうやって、あなたの子供を産めばいいって言うの!?」

　輝夜は肩で息をして、激げつ昂こうのあまり涙を流しつつ言った。

「決めた、決めたんだから、決めてしまったわ」

　怒りで心を焦がしながら、輝夜は幼馴染に告げる。

「わたしは、この戦……四郎の側にずっといる。絶対に曲げやしない」

「正気か!?」

　四郎が愕がく然ぜんとした顔で輝夜を見つめた。

「最前線だぞ!?　いつ流れ矢で死ぬともわからない！」

「だからよ！」

　輝夜は目を血走らせながら応じた。

　そこには禍まが々まがしい狂気が渦巻いている。

「死ぬ時は一緒。絶対にあなたを先に逝かせない。それにわたしがいた方が、兵の士気も上がるというもの。違う？」

「それは、そうだが……」

　四郎は気圧され気味に言った。

「だが君には、本丸で指揮を執るという役目がある」

「わたしは戦の『いの字』も知らないわ。先ほどの軍議のように、臣下の意見にただ従うだけ。そんなの、なんの意味もないじゃない」

　輝夜はそう断言し、四郎の応答を待った。

　彼はゆっくりと、言葉を選ぶように言う。

「……俺は家臣として、そして君の男として、反対せざるを得ない」

「わたしは天城の当主として、あなたの女として、前線に立つことを決めたの」

「ならば、俺にこれ以上言えることはない」

　長い嘆息の後、四郎は静かに言った。

「まずは浅井軍を引きつけられるだけ引きつけ、弓と鉄砲の矢弾によって掃射する。その後は段階的に後退を実施。防衛施設を用い、敵を消耗させつつ時間を稼ぐつもりだ。俺と一緒に来るつもりなら、この流れをよく理解しておいてくれ」

「ずいぶんとあっさりと認めるのね」

　輝夜は皮肉を込めて応じた。

「お前なんか連れていけないって、もっと駄々をこねるかと思ったわ」

「父がこう言っていたんだ。戦場では即断即決。迷う暇があるならば、将来に繋がる方に賭けろと」

　四郎は禍々しい嫉妬に満ちた、狂気を体現する凶相で笑う。

「それに、君の男としての立場からよく考えてみた。もし俺が死んで輝夜だけ生き残ったら、君が他の男の手付きになってしまう可能性だってあるわけだ」

　四郎は傲ごう然ぜんと言ってのける。

「なら、俺の隣で死んでくれた方がよっぽどいい。俺も即座に自決できるからな。君だってそうするだろう？　死んでふたり、閻えん魔まの前で交わるのも悪くない」

　彼の顔はとてつもない凄すご味みに満ちていた。

　これが戦場に立つ男の顔であり、そして狂気なのだと理解する。

「……わたしも、あなた以外の男に抱かれるつもりはない」

「ああ、お前は俺の女だ」

「なら、今すぐに抱いて」

　輝夜は壁に背を預け、胸当てと肩当てを乱雑に解き捨てる。

　そして巫女服の裾をまくり上げた。

　鮮やかな紅色のそれは、袴ではなくスカートタイプだった。

「男たちは戦場で、女の死体があれば平気で死姦をするって聞いたわ。わたしの骸むくろを見たら、犯そうとする男もいるでしょうね」

　四郎が仄暗く粘っこい悪感情を露わにする。

　そんな彼に、輝夜は恐れることなく言った。

「お互いに死んでいたら、そんなこと防ぎようがないわ。でも、四郎の精がわたしの膣な内かに入っていたら、男の興を削ぐことくらいはできるでしょう？」

「……ああ」

　四郎が腰布をずらし、陰茎を摩擦して大きくさせながら迫ってくる。

「でも、すぐに射精だしてね。あまり悠長にはしてられないでしょうし」

「安心しろ」

　四郎は薄く笑い、言った。

「輝夜の膣なかなら、その程度は造作もない。挿れただけですぐ射精しちまうからな」

「……それって、早漏って言うらしいわよ」

　輝夜は四郎をからかい、彼はふっと微笑を浮かべた。

　狂気に浸らざるを得ない状況で、一瞬だけでも普段のふたりに戻れたことが──何よりも嬉しかったのだ。




◆　　◆　　◆




「あっ、あぁ……っ、あああああああ……っ」

　簡易具足を身につけた凜々しい姫武者。

　その片足を抱きかかえ、四郎は対面立位で肉棒を突き込んでいた。

　しっとりと濡れたザラザラの膣壁が出迎え、ギュッと絞り込んでくる。

　この強烈な性感は、何度交わっても決して慣れるものではなかった。

「あぁ、んっ、あぁ……っ」

　四郎は歯を食いしばりながら、さらに深い場所を目指して腰を送り出す。

　その途端、抱きかかえている輝夜の足先がピンと伸びきった。

「あう……っ、きゃふ……っ、あぁあぁ……来た、ぁあぁ……っ」

　輝夜が必死に伸ばした両腕が、四郎の背中に絡みつく。

「んっ、はぁ……あぁ……っ」

　四郎の両手は足から尻肉へと移動。

　豊満な果実をギュッと握りしめ、そして抱き寄せる。

　恥骨が触れ合うほど腰を密着させれば、輝夜の腰がぶるりと震えた。

「んあぁあぁ……っ、あふっ、あぁあぁあぁあぁ……」

　ゆさゆさと彼女を突きはじめれば、彼女の眉はたちまちハの字に歪む。

　巫女服の胸元はすでにはだけており、豊満な乳房は少女の身体の動きに合わせて重たげに揺れている。

「ふぁ、あぁあぁ……っ」

　切なげな美女の顔を間近で見せつけられて、耐えられる男などいない。

　四郎の腰の動きは本格的なものになりつつある。

　ザラザラな膣壁が亀頭を撫で、裏筋をゾリゾリと擦り上げるのがたまらなく気持ちいい。

「あぁあぁっ、ああああああっ……んっ、ふぁあぁ……んっ、んんんっ」

　四郎のかたちにすっかり馴染んでいる輝夜の膣孔は、肉棒を激しく出し入れするたびにきゅんきゅんと収縮を繰り返している。

　その具合から察するに、早くも絶頂しそうになっているらしい。

「あぁ、四郎っ……しろぉ……っ」

「なんだ、もう限界なのか」

「だって、なんだか……変、変なの……っ」

　きっと、死への恐怖や生存の危機感を覚えているせいだろう。

　人間は死の危険に瀕ひんした際、生殖能力が著しく活性化すると言われている。

　要するに子供を残しやすくなるのだが、その作用が輝夜の身体に直接的な影響を及ぼしているのだ。

「俺のことを早漏と煽あおっておきながら、このザマか」

「んふぁあぁ……っ、ふあぁっ、ゆるしてぇ……っ！」

「仕方がない女だなっ！」

「ひ……っ、ぐぅううぅうぅ……っ!?」

　抽送を速めながら、下降しつつある子宮口を亀頭でグリグリと押し上げる。

　すると輝夜の背が反れ、真っ白な喉が四郎の目前で強調された。

「あっ、あっ、あっ、あっ、あ……っ♥」

　ぽーっと紅潮した頬に、だらしなく開いた口。

　彼女はあられもない声をあげ、全身を小刻みに痙攣させたかと思うと、

「あっ、ふあああああっ……！　あぁ、いくっ、いくいくいくいく……っ!!　あぁあぁ、だめ……ああああああ、わたし……ふあああああああああっ♥」

「お、おい！　少し声を抑えろ、さすがに感付かれるぞ……！」

　獣のような嬌声を迸らせる輝夜を前に、背筋に冷たい汗が流れるのを感じた。

　こんな声を他人に聞かれたら、戸を蹴破って室内に突入されかねない。

「んっ、あぁ、しろぉ……っ！」

「だから、声を抑えろって」

「すき、だぁいすき……っ、んっ、んんっ……ちゅっ、ちゅるっ、ふぁ……♥」

　顔を近付ければ、思考の蕩けた輝夜はすぐに口付けをねだってくる。

　だが、これは考えようによっては最善手なのかもしれない。

　口を塞いでさえいれば、輝夜の大きな嬌声を封じることができるのだから。

「んふぅ……っ、んんっ、ちゅるるるっ……ぢゅるるるっ」

　しかし彼女の接吻は実に激しかった。

　四郎の舌に己のそれを絡みつけ、はしたなく啜り上げはじめたのだ。

「はぁ……んっ、んんっ……んふぁ……しろぉ……っ♥」

　四郎の口内がカラカラになるまで唾液を吸い上げた輝夜は、とろんとした目で見つめてくる。

　かと思うと、ちゅっと四郎に口付けてきた。

　そしてたっぷりと、彼女の唾液を口内に送り込んでくる。

　とんでもない接吻魔だ、と四郎は思った。

「あっ、んんぅ……っ、しろぉ……っ、すきっ……すきすきすきっ、だいすきよ」

「俺も、輝夜が大好きだ」

「あぁっ、んんんっ、わたしの方が、すきだもん……んふぅ……っ、れろぉ……ぢゅるるるるっ、んくっ……んくっ……ふぁあぁ……」

　互いの口腔から、淫猥としか言いようのない音が立ち昇っている。

　ふたりとも、理性をかなぐり捨てたケダモノでしかなかった。

「んっ、あぁ、はぁあぁっ、んくぅ……っ、あぁあぁっ、あああああっ♥」

　褥の上で情愛を交わすのとはわけが違う。一刻も早く射精しなければならず、四郎は絶頂に向けてノンストップで激しく腰を振っている。

　輝夜は圧倒的快楽の前に半狂乱となり、唇を熱烈に貪っていた。

　乱暴にされることに感じているのだろう。

　ふたりの結合部からは、プシュッ、プシャッと激しく愛液がしぶいている。

「しろぉ、しろぉ……っ、ごめんなさい、ごめんなさい……っ、あぁあぁっ、もう、もぉ……っ！」

「謝らないでいい。遠慮せず、勝手に気をやってしまえッ！」

「いいの……？　いいの……っ？　あぁ、ひぃいぃっ、ふあ、あああああああっ♥」

　見開かれた輝夜の赤い瞳が、だんだんと虚うつろなものになっていく。

　それは彼女に深い絶頂が迫っていることを示す合図でもあった。

　──できる限り、絶頂の瞬間を合わせたい。

　互いの腰をパンパンと打ちつけ合う音が、狭い部屋の中に大きく響いていく。

　もう外にもれ出してもおかしくないほどの音量だ。

「あぁあぁあぁ、しろぉ、しろぉっ、しろー……っ！」

「安心しろ、俺はここにいるから」

　輝夜の尻肉をギュッと握りしめれば、彼女も四郎の背中を熱烈に抱き返す。

「ん、んんんんんんんんっ」

　そして彼女はまた唇を重ねてくると、熱くねっとりとした興奮の吐息を──四郎の肺めがけて吹き込んでくるのだった。

　それに反応し、肉棒がぐにゅりと子宮口を押し上げたその瞬間、

「いくっ……いくいくいくいくいく……っ！　あぁあぁっ、しろおおおおおおっ!!」

　絶頂の声を四郎の咥内でくぐもらせ、少女は膣肉をぎゅうっと収縮させる。

　だが、四郎はまだ射精いけない。

　すぐそこまで精液が込み上げてきているのに、発射までまだ余裕があった。

「ぐ……っ、痛いくらいに締まる……っ!!」

　射精のためだけに蜜壺を激しく掻き回していると、輝夜の身体は引きつけを起こしたかのように痙攣しはじめた。

　吐息を荒らげながら、輝夜は救いを求めるように四郎へすがりつく。

「やだ、やだやだやだ……っ、また、またいっちゃ……っ♥」

「ああ、わかった……今度こそ、一緒に……！」

「いっしょ？　しろーといっしょ……？　いっしょ、いっしょがいい……っ！　しろーとはずっと……ずっといっしょなの……っ!!」

　凜々しき姫武者の装いに身を包む輝夜は、女童のような甘え声で咽び泣く。

「ああ、ずっと……死んでも一緒だ……！」

「うん、うんっ……あぁ、ふああああああああああっ♥」

　輝夜は四郎にしがみつきながら、また絶頂へと至る。

　法悦に身を焦がし、びくびくと震える女体。

　それを抱く四郎の側も、限界を迎えていた。

　ギュウッと収縮した膣内で魔羅を擦り上げられ、ぶっくりと亀頭が膨れ上がる。

「っ……あぁ、あぁあぁあぁ……射精でてる、のね……♥」

　どくっ、どくっと肉棒が重たげに膣内でしゃくり上げていた。

　これまでの射精とはまるで異なり、精液ではなく精子の塊かたまりを吐き出しているような感覚がある。

　その分、射精感はたまらないものがあった。

「あぁ……っ、重い……っ、重いものがお腹の奥にずしんと溜まって……っ♥」

　膣内射精だけで感じてしまうのか、輝夜は身を縮こまらせている。

　やがて射精が落ち着くと、彼女は悲喜が入り混じった目で四郎を見つめた。

「ありがと、しろぉ……。いっぱい、いーっぱいもらっちゃったね……」

　身を離せば、ダマのような黄ばんだ精液が──ホカホカと湯気を立てている淫裂からごぽりと逆流してきていた。

　それは少女の足の間に落ち、床へシミを作っていく。

　いつもなら証拠隠滅に慌てるところだが、今はそんな気も起きなかった。

「そうだな。我ながらよく射精だしたもんだ」

　そっと輝夜の頬を撫でれば、赤い双眼からぽろぽろと涙がこぼれ落ちる。

「ぐすっ……ぐすっ……」
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「泣くな。そんな顔を見るためにしたわけじゃない」

「ごめん、ごめんね……」

　輝夜の肩と頭に腕を回して抱き寄せながら、これが死を前にした男女の情なのだろうと理解した。

　──ふざけている。

　こんなにも気持ちがよくて、それなのに悲しい情交などあってたまるものか。

（畜生、どうしてこうなったんだ……！）

　四郎は内心で毒づきながら思う。

　言うまでもなく、天城輝元が私怨から織田家と敵対したせいだ。

　そしてあの男は呆気なく死んで、後に残された者たちが絶望の中に放り込まれている。

　──ふざけている。本当にふざけた話だ。不愉快極まりない。

　こんな道理が罷まかり通るのであれば、人間など、さっさと絶滅してしまえばいい。

　四郎はそのように憤りながら、輝夜の背中を優しく撫でた。

「輝夜、そろそろ行かないと」

「……うん」

　そして身繕いを終えたふたりは屋敷の外に出て、寡兵を率いて行動を開始した。

　輝夜が実戦に参加するという事実が、兵に大きな勇気を与えたことは間違いない。

　ただし、だからと言って戦略上の優位性を確立できるはずもなかった。

「なんて数だ、あれは……」

　四郎と輝夜が見たものは、天城領を制圧すべく行動を開始した──浅井家の最精鋭部隊の姿。

　勝てるはずもない相手を前に、若い命を擦り減らす時間がはじまった。




３　天城の家が滅びる時




　湖北の雄・浅井長政の統率能力は卓抜していた。

　彼に束ねられた軍の動きは、まさに迅速かつ容赦のないものだった。

　鬨ときの声や馬の嘶いななきと共に進軍する彼らは、略奪を行いながら空き家へ手当たり次第に火をつけていく。

　四郎の屋敷も含め、瞬く間に建造物すべてが炎上して灰かい塵じんに帰していく。

「警戒を怠るな」

　馬上で全軍を鼓舞する長政は、優れた直感から戦場の空気を読んでいた。

　天城家には浅井家を阻むだけの力がない。

　しかし、どこかで侵攻を食い止めるための伏兵を用意していることだろう。

　その脅威を排除するため、長政は進撃の行程上にある建物はすべて焼き払うように指示していた。

　残酷でもなんでもない、戦の定石である。

　──敵への損害は甚大に、味方への損害は限りなく軽微に。

　これを忠実に守ることが、長政の信じる部隊指揮官の義務だった。

「敵影は？」

「見当たりません」

「さて……」

　浅井軍は抵抗らしい抵抗を受けぬまま、建物や田畑を焼却しつつ進んでいく。

　やがて前方に防火林が見えてきた。

　そこを進めば天城家の屋敷があり、彼らが立てこもっているであろう武鳥山城へ辿り着くことができるはずだ。

「隊を五〇〇に分散せよ」

　さすがに林に火をつけるわけにはいかない。燃やせば進軍そのものが不可能になる。

　とはいえ、林の中は敵が潜むに格好の場所である。

「各隊は横陣で林中を進め。狐は絶対に潜んでいるぞ……狩り出すのだ」
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　四郎と輝夜はわずかな兵たちと共に、防火林の中に潜んでいた。

「悪魔、鬼よ……どうしてあんなひどいことを平然とできるの……？」

　赤々と燃え盛る爆炎。

　集落を燃やし尽くしながら迫る敵影を前に、輝夜は震えてつぶやいていた。

「落ち着け。これからそのひどい連中に報復できるんだ」

　四郎は女当主をなんとか鼓舞している。

　そんな時、遠くから戦太鼓がリズムよく打ち鳴らされるのが聞こえてきた。

「……クソッ、やはり固まって進んではくれないか！」

　四郎たちの目には、分散した浅井軍が横一列になって林の中を進んでくる様が見えている。

「どうするの、四郎……」

　輝夜は怯えた様子で訊ねた。

　彼女の頭の中には、一塊になって林道を進む浅井軍の横っ腹を林中から突き、大損害を与えるという想定があったのだろう。

　だが戦慣れしている浅井家の総大将が、そのような愚策を採用するはずがなかったのだ。

「どうするもなにも、このままでは狩り出されるだけだ」

　四郎は思った。敵は兵を細かく分散させすぎている。

　故に列を喰い破ることさえできれば、長政の首を取ることができるのではないだろうかと。

（……いや、無理だな）

　しかし即座に可能性を否定する。

　この場の指揮官が四郎だけなら、躊躇せず玉砕的突撃を敢行していただろう。

　されど、部隊には輝夜がいる。

　彼女がいる以上、死兵戦術を採用することはできなかった。

「突っ込みますか」

　天城の兵にして教団の狂信者が訊ねた。

　輝夜が部隊にいることで血気盛んになっているのだ。

　絶望的な状況下でも、彼らには殉じゆん教きようという名の救いがある。

　四郎にとって、それが心底羨ましかった。

「まだ待て」

　狂犬のように戦意を剥き出しにする兵を諫めながら指示を出す。

「あと少し、相手が近付いてきたら火縄銃と弓矢による一斉射撃を行う。その後で、お前たち一〇名に敵の中心めがけて突っ込んでもらう」

「誉れある一〇名ですな」

「できる限り死ぬな。どんな状況でも生きて暴れ回れ。そうでなければ追撃されて、輝夜様の御身が危うくなる」

　四郎は乾いた笑みを抑えることができなかった。

　指示自体は『死ね』と言っているようなものなのに、それに虚飾的な意味を持たせようとする自分が滑稽でしかない。

「異論はあるか？」

「何もありません」

　四郎は顔を蒼白にしている輝夜を見て、うなずいた。

「射撃の準備を」

　その小さな声は、たちまち兵士たちに伝わった。

　火縄銃を持った兵も、弓を持った兵も、皆が膝立ちの姿勢を取っている。

　特に弓の運用については作法も何もなかった。

　人を殺せることができればいいのだから、各自で好き勝手な射法を取っている。

「……っ」

　四郎も輝夜も強弓を持ち、矢をつがえていた。

　敵はすべて射程圏内に入っている。

　だが、この状態からもう少し待たなければならない。

　射程圏内から必中圏内に入るまで堪えられるかどうかがすべてなのだ。

　恐怖に駆られて矢を放ってしまえば、もうそれで終わりだ。

「…………」

　弓を引き絞った状態で静止していると、緊張からか、額に汗が流れてくる。

　額から伝った汗は鼻筋を通り、目元のあたりで留まった。

　汗の塩気が目に染みて痛い。だが、矢から手を離すわけにはいかない。

　その瞬間に、すべてが終わる。

「今だッ！　撃てぇッ!!」

　四郎は下知と共に矢を放った。

　その横で輝夜の弓の弦げんがしなり、その運動で矢を撃ち出している。

　同時に、火縄銃の立てる轟音が響いた。

　白煙が立ち昇り、鉛玉が横一列に並んだ浅井軍に容赦なく襲いかかっていく。

「ギャッ！」

　敵の断末魔の叫びが聞こえてくるほどの距離だ。

　攻撃を受けた一隊は大混乱に陥るも、攻撃を受けていない他の部隊がすぐさま四郎たちの位置を特定。襲いかかってくる。

「では、極楽浄土にてお会いしましょうぞ！」

　即座に四郎の左右から一〇名の兵が林道へ飛び出し、大喊声をあげながら抜刀。

　浅井軍の中心めがけて切り込んでいく。

　四郎たちの襲撃を意図した部隊も、さすがに彼らを無視できない。

　なにしろ天城の狂信者たちが走る先には、自分たちの総大将がいるのだから。

「後退だ！」

　四郎は大声を張り上げて輝夜を促し、兵をまとめて後退を開始していた。

　背後では怒声と剣けん戟げきの音が響いている。

「あいつらが粘っている間に距離を稼ぐ。事前に告げた通り、五〇名は天城家屋敷に籠れ。まさに輝夜様をお守りしている振りをするんだ」

「はっ！」

「できるだけ死ぬなよ。とにかく時間を稼ぐことだけを考えろ！」

　その指示を、兵たちは忠実に守った。

　怒りに燃えながら襲来する浅井軍を前に、彼らは輝夜を守護している態ていを装いながら戦ったのだ。

　長政は天城家当主がいる可能性に鑑かんがみ、当主館に火を放つことをしなかった。

　それは彼の美意識によるものだったが、これが屋敷内部での戦闘を大いに長期化させる要因になった。

「輝夜様をお守りせよッ!!」

「浅井の者に天城の誇りを汚されてたまるかッ!!」

　不屈の信仰心を胸に戦う兵たちは、長政が感嘆するほどしぶとくねばり続けた。

　彼らは、ひたすら守りに専心。

　戦力を維持し続けることに主眼を置いた結果、人員をほとんど欠けさせることなく戦い抜いて生け捕りにされたのだ。

　──要するに、殺されなかったのである。

　しかも長政は彼らの戦いぶりに惚れ込み、決して殺害を許さなかった。

　かくして屋敷内に天城家当主の姿が見えないことを確認してから、江北の若き鋭才はすぐに軍勢を城に向けて進めることになる。

　そして遅れを取り戻そうとするかのように、間髪入れず、浅井勢は山城の攻略にとりかかるのだった。
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　浅井軍による猛攻が開始されてからすでに半刻が経過している。

　山門の上によじ登った天城家の兵たちが長槍を振り下ろし、門を打ち壊そうとする浅井軍を激しく牽制していた。

　斜面の至るところから突き出された矢倉。

　そこから射ち放たれる矢弾は、的確に浅井軍を負傷させている。

「皆の者、奮起なさい！」

　圧倒的な数的不利の状況下。

　兵たちの士気を向上・維持させている要因として、最前線で鼓舞に努めている輝夜の存在も大きかった。

「輝夜様の前でヘマはできねぇ」

「天城の白人様の御加護がありゃあ、負けはしねぇさ」

　事実、この半刻は天城家側に有利な展開で進んでいた。

　山門の損害は軽微だったし、兵たちの死者も多くはない。

　このまま守りきれるのではないか、という希望が誰の胸にも芽生えていた。

「浅井勢、引いていきます！」

　そしてついに、矢倉の上から喜色交じりの咆ほう哮こうが轟とどろく。

「守りきったか！」

「やった、やったぞ！」

「これも天城の御加護のお陰よ！」

　兵の歓喜の輪が広がる中、矢倉の上から四郎がゆっくりと降りてくる。

　彼はそこで指揮を執る傍ら、浅井軍相手にひたすら矢を放っていたのだ。

　輝夜は愛しい幼馴染を見て、いよいよ己の感情を抑えきることができなかった。

「四郎っ、四郎っ!!」

「輝夜様!?」

　抱きつかれ、驚いた様子の四郎を見て──兵たちはドッと笑った。

「ああ、仲の睦まじいことで」

「そりゃあ、輝夜様も朝倉様も幼少期の頃からのお付き合いだからなぁ」

「乳姉弟であられるんだろう？」

「仲がよろしいのも当然だろうて」

　誰も、輝夜と四郎が男女の仲にあるとは思っていない。

　浮かれた様子で自分たちを見ている兵に、四郎は顔を真っ赤にして怒鳴った。

「お前たち、浮かれすぎだ！　浅井は一旦引いただけでしかない、また攻め寄せてくるぞ！」

「そんときゃまた、俺たちが追い払いますよっ！」

「朝倉様と輝夜様はどうぞごゆっくりなさって」

　また、ドッと兵たちが笑う。

　──こうなったら手に負えない。

　好きに言わせておくしかないのだと、四郎はよく理解していた。

　兵はなによりも、色事や下世話な話を好むものだからだ。

「おい待て、お前たち！　また浅井がやってきたぞッ！」

　不意に、山門の上で浅井軍の動向を観察していた兵が怒鳴り声をあげた。

「何ッ!?　引いたんじゃなかったのか!?」

「まぁいい、また追い返すまでよ！」

　兵たちはまた闘志を全身にみなぎらせ、先ほどと同様の配置へと戻った。

　四郎も矢倉の上に戻り、弓を構える。

「本当に、また来やがったか……」

　そこからは浅井家の動向がよく見えた。

　彼らは竹製の防矢盾を押し出して、山道をゆっくり登ってきている。

　だが、日中にもかかわらず──彼らが松明を掲げているのが気になった。

　もしかして火攻めにするのではないか、という危機感が脳裏をよぎる。

「敵は昼間から松明を掲げているぞ！　どこに火をつけられるかわからん！　火攻めには注意しろ！　松明を持っている連中を優先的に射ち殺せッ!!」

　四郎は指示を下し、地上へ向けて強弓を放っていく。

　浅井軍の側も、盾で兵たちを守りながら矢で応おう酬しゆうをはじめた。

　だがそのすべてが、矢倉の上にいる兵ではなく──山門そのものに撃ち込まれていることに、四郎はやっと気付いた。

　加えて、石を包んで投げやすくした大量の織物も投げ込まれている。

「……まさか!?　お前たち、逃げろッ!!」

　四郎がそう叫んだ時にはもう遅い。

　寄手の弓隊から大量の火矢が放たれ、山門へ集中。たちまち炎上しはじめる。

　山門の上にいる長槍兵たちは、たまらず門から降りた。

　すると浅井軍はその隙を見逃さない。攻城兵器である丸太を抱え、一直線に城門めがけて突撃を敢行しはじめるのだった。

　しかもその後方からは、織田の旗を掲げた部隊も迫ってきている。

「ああああ!?」

「ぎゃあっ!?」

　炎上に巻き込まれた兵たちの悲鳴が轟いている。

　それを耳にしながら矢倉を急いで降り、四郎は臍ほぞを噛かむ。

　先ほどまで山門へ射かけられていた矢には、大量の松まつ脂やにが塗られていたのだろう。

　投げ込まれていた織物にも、たっぷりと松脂を吸わせていた物に違いない。

　それらを火矢で引火させ、浅井軍は山門を強引に突破することにしたのだ。

（奴らにとって、武鳥山城は不必要……ってことか）

　門を跡形もなく破壊するということは、城塞として再利用することが難しくなることを意味する。

　それはつまり、『天城家の城など廃城にしても構わない』と彼らが思っていることを明瞭に示していた。

　彼らは文字通り、この土地を焦土にするつもりなのだ。

「輝夜、逃げるぞッ!!」

「あ……」

　四郎は呆然と立ちすくむ輝夜の手を引いて、山道を駆け上がる。

　背後からは禍々しさすら感じる浅井軍の咆哮が響いていた。

　炎上して天城家の兵が寄りつけなくなった山門が、いよいよ打ち破られたのだ。

「し、四郎……っ！　浅井が、浅井が城内に……！」

「大丈夫だ、まだ本丸が残ってる！」

　輝夜を励ましながら、ふたりは必死に山道を駆け上がる。

　すると、その頭上を──幾条もの火矢が弧を描いて飛んでいく。

「クソ……ッ！　なんてことだ……！」

　今なお大量に撃ち込まれてくる火矢は、山道や曲輪の各所に置いてある逆茂木や、あるいは矢倉にぶち当たって燃やしはじめていた。

　なんということだろう。その火の手によって、四郎たちが本丸へ逃げる道が塞がれてしまっているではないか。

「四郎っ！」

　輝夜が後ろを向いて悲鳴をあげた。

　いよいよ本格的な攻勢に出た浅井軍が城内に突入し、抜刀。

　天城家の兵たちと白兵戦を展開しはじめたのだ。

　もっとも、圧倒的に数的不利な状況下である。たちまち浅井軍は障害を突破し、本丸へ逃げる術を失った輝夜と四郎を捕らえることだろう。

　そうなれば四郎は殺される。

　輝夜は雑兵たちに輪姦された後、秘密裏に処分されてしまうに違いなかった。

「畜生……！　畜生……ッ!!」

「どうする、どうするの四郎……!?」

　輝夜は蒼白な顔で四郎を揺さぶってから、

「山の斜面は……そうよ、斜面から逃げましょう！　ここからだったら、あの花畑に近いところへ出られるわ!!」

　四郎の頭の中で、本当にそれで大丈夫なのだろうか、という疑念が浮かぶ。

「いたぞッ！」

「女、銀髪の女だ!!」

「あれが天城の白人か、捕らえよッ!!　憎き天城の女ぞ、長政様の指示を仰ぐ必要もない!!　犯し尽くし、女として生まれたことを後悔させてやれッ!!」

　だが、もはやそうするしか手がなさそうだった。

　四郎は輝夜の提案に従い、炎上している木製の柵を蹴破って破壊。

　そしてすぐ、急な斜面を──ふたりで抱き合い、転がり落ちていった。

「ぐぅ……っ！」

「きゃ……っ！」

　もちろん、ふたりとも無事では済まない。

　途中で張り出していた枝葉が衣服や肌をズタズタに引き裂いていく。

　転がり落ちる際、具足から伝わってくる内臓への衝撃も深刻だった。

「し、ろぉ……っ」

「輝夜っ、大丈夫か……？」

「わからない、よぉ……っ」

　ふたりが転がり落ちた先は、あの思い出の花畑を視界に収めることができる場所。

　しかし、お互いすぐに立ち上がることはできなかった。

　ダメージは深刻で、絶対的に休息を必要としている。

　──だが、

「いたぞーっ！」

「天城の将だッ！　女もいるぞッ!!」

　身を寄せ合いながら息を整えていたふたりの耳に、敵の声が飛び込んできた。

　振り向く。浅井軍ではない。

　織田家の旗を掲げた兵士たちが、勢いよく山道を駆け上ってきているのだ。

「逃げる、ぞ……！」

「う、ん……っ！」

　満まん身しん創そう痍い。文字通りボロボロのふたりは、足を引きずりながら懸命に逃げる。

　しかし、そんな状態で──健常な男たちに追いつかれないはずがない。

　ふたりが思い出の花畑に辿り着いた時点で、その周囲は織田家の兵士たちによって何重にも取り囲まれてしまっていた。

「クソッ、ここまでか……！」

　四郎は天を仰ぎ、己の命運を呪う。輝夜をかばうように、腰の刀を引き抜いた。

　彼女も懐刀を取り出し、いつでも己の喉を掻き切れるようにしている。

（俺たちが結ばれたこの場所で、思い出の花畑で、まさかふたりして死ぬことになるとは……なんて、皮肉だ）

　四郎は乾いた笑みを張りつかせながら、織田の兵たちを睨みつけた。

「さてさて、その肌と髪の色……天城輝夜殿とお見受けいたす」

　やがて兵の輪が割れ、部隊の統率者と見られる男が進み出た。

　何者だ、と鋭い声で応じれば──彼はポンと手を打った。

「ああ、申し遅れました。これでは警戒されても致し方ない」

　男はペコリと頭を下げた。

　その容貌はどこか、山に暮らしている霊長類を連想させる。

「拙者、木下藤吉郎と申す。信長様にお仕えする半端者でしてな」

「藤吉郎、殿……？」

「そうでござる。白人に付き従うところを見るに、おぬしが朝倉四郎殿で間違いありますまい。こうしてお会いするのは初めてですな」

　彼は兵士たちに武器を収めるよう指示を出し、ひょうきんな笑みを浮かべた。

「先ほど、信長様の本陣に天城家の使者が参りましてな。信長様は降伏する者には寛大な対応をせよと仰られている。しかし困ったことに、先走った浅井殿がすでに天城攻めを行っているではありませぬか」

　いやはや焦り申した、と秀吉は大げさな素振りを見せた。

「信長様は南近江を収めるにあたり、与力されるお味方を欲しがっておりまする。であるからして、土地の者をいたぶることは風評的にも好ましくない。しかも、天城の姫様と朝倉殿は前もって拙者を通じ、信長様と親しもうとされていた。さて、ここまで言えばもうおわかりでしょうな？」

「……降伏を、認めると？　輝夜を、助けてくれるのか？」

　四郎がそう問えば、藤吉郎はうなずいた。

「つきましては、これより我らと共に下山いたしましょう。すでに浅井殿の許には、これ以上の攻撃をやめるよう通達を出しておりまする。そこから先のことは、信長様と直にご相談されるとよろしいでしょうな」

　その言葉を聞いて、四郎と輝夜はお互いの顔を見つめ合った。

　にわかには信じがたいことではある。

　だが、今しばらく生き続けることができそうだ。

「あぁ……！　四郎、四郎っ!!」

「輝夜、輝夜っ!!」

　ついに感情を抑えきれず、ふたりは得物を放り出して抱き合った。

　そして、号泣している。

　みっともないだとか、そういった恥の感情はゼロに等しかった。

「うむ、これはまた色々と事情がありそうじゃのう」

　男女の仲については思うところがあるのだろう。

　藤吉郎は腕を組んで激しくうなずいている。

「ささ、いずれにせよ早く山を下りた方が賢明でしょうな。信長様は待たされるのが大嫌いでございますゆえ」

　風が吹き、踏み荒らされた花畑の草花が穏やかに揺れていた。

　四郎と輝夜の瞳に映る互いの顔は泥だらけで、しかも切り傷や涙でひどいことになっている。

「いきましょう、四郎」

「……ああ」

　輝夜は四郎を見つめながら、その手を強く握りしめた。

　四郎もそれを強く握り返しながら、織田家の兵士たちに護送されて山を下りる。
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　その背後では、メラメラと燃え盛る武鳥山城の惨状があった。

　だが少なくとも自分たちは生きている。

　ふたりにとって、それが何よりも大切な事実だった。











終章　滅亡の後、ふたりの未来









　──ふたりで、生きよう。

　その新たな誓いを立てるに至った花畑での一件。

　気付けば、あの時から半年以上が経過している。

　──ずっと一緒にいたいと願い続けていた。

　それが叶わないことだと理解していながらも、ずっと。

　願わなければ、輝夜とふたりで生きられると信じなければ、この世には絶望しか残っていなかったのだから。




　ピーヒョロロロロロロ。

　頭上から鳶とびの鳴き声が聞こえてきて、四郎は農作業の手を止めた。

　どうやら畑弄りに夢中になりすぎていたらしい。

　朝早くから仕事をしていたのだが、いつの間にか真昼間になっていたようだ。

「ふぅ……」

　真上に昇っている太陽の光を浴びながら、四郎は農具を畑に突き刺し、額の汗を手の甲で拭う。

（もうそろそろ、休憩を取らないとな）

　そのためには一度、家に戻らないといけないのだが──

「四郎、四郎ーっ！」

　──やはり、来た。

　背後から愛しい人の声が聞こえてくる。

「そろそろ休憩にしなさいったらー！　働き通しだと、身体に悪いわよーっ！」

　四郎はゆっくりと振り返る。

　視界に映るのは、誰よりも何よりも大切な──輝つ夜まの姿だ。

「まったくもう！　ぜんっぜん帰ってこないから、何かあったんじゃないかって心配したじゃないの！」

「……悪い。なんだか時間の感覚がなくなっていたみたいだ」

「ふーん、それって熱中してたってことよね」

「そうとも言うな」

　畑から出て、四郎は輝夜と相対する。

「ねー、四郎」

「なんだよ」

「農作業とわたし、どっちがいいの」

「言うまでもないだろう？」

　輝夜をしっかり見つめながら四郎は応じた。

　すると彼女は嬉しそうな顔をして──かと思うと、取り繕うように睨んでくる。

「わたしは、質問の答えを言葉として望んでるんだけど」

「言わなきゃだめか」

「だめ」

「そうか」

　四郎は苦笑した。

　彼女のこういうところは変わらない。

　互いの生きる環境、関係。

　そういったものが大きく変わっても、過ぎ去りし日々と同じであり続けていた。

「輝夜に決まってるだろう？　君は俺の大切な妻ひとなんだから」

「そっ、そう……」

　少女はぽっと頬を染めて目を逸らす。

「君はどうなんだ？」

「え？」

「だから輝夜は、俺のことをどう思ってるんだ？」

「なんでそんなこと答えなきゃいけないのよ」

「君から問いかけられたんだ。同じようなことを聞き返して何が悪い」

「あーなーたーねー……」

　輝夜は呆れた顔で、ジトッと四郎を見る。

「わたしは、まったく帰ってこない旦那あなたを心配してここまで来たの」

「ああ」

「だから、さっきみたいな問いかけをしたわけ。四郎とは事情がまるで違うわ」

「で、どうなんだ？」

「……人の話聞いてたの!?」

「もちろん、で？」

「で？　じゃないわよ、ばか四郎っ」

　輝夜は四郎に背を向けると、

「……なんでわたしがからかわれる流れになってるの？　信じらんない……」

「何か言ったか？」

「何も言ってないわよ！」

　少女はそう言ってから、真っ赤な顔で振り返る。

「ほらっ、ついてきなさい！　お弁当作ってきたから、さっさと食べるわよ」

「ああ、わかった」

　真っ白な雲が泳ぐ青い空の下。

　お弁当箱の入った風呂敷を下げ、田圃たんぼ道をずんずんと先行する輝夜。

　四郎は遠ざかる彼女の背中をゆっくり追いかけながら、大声で問いかけた。

「それでー？　俺のことは、どう思ってるんだー？」

　すると輝夜はくるりと振り返り、

「大切に想って、愛してなかったら、夫あなたのお弁当なんて作るわけないでしょ!?」

　そんな風に、真っ赤な顔で怒鳴り返してくるのだった。

　思わず頬が緩むのを感じる。

　ふたりの距離は離れているのに、心はこれ以上なく近しかった。




　半年前、満身創痍になりながら──四郎は輝夜と共に、藤吉郎の手で信長の面前に連れ出されていた。

　初めて出会った織田家の総帥。

　彼が発している空気は昂こう然ぜんにして傲ごう岸がん不ふ遜そん。

　そんな恐ろしい男を相手に、輝夜は天城家の当主として申し開きをしなければならなかった。

　父親が六角家に進んで与力した理由と、これからのことについてを。

　だが峻烈な雰囲気とは裏腹に、信長は実に寛大な男だった。

　織田家への忠誠と引き換えに、これまで通りの生活を保障してくれたのだから。

『ですが、それでは申し訳が立ちません』

　輝夜はそう言って、言葉巧みに、天城の土地と領民と街道の権益すべてを織田家に引き渡すことを提案する。

　政まつりごとに疎うとい彼女とはいえ、浅井軍によってすべてが燃やされてしまった以上、その再興を独力で成すことは不可能だと理解していたのだろう。

（もっとも、そういった事情はすべて見透かされていたんだろうけどな）

　当時を回想しながら、四郎はそんなことを思う。

　おそらく信長は、その上で、輝夜と四郎の身請けをしたに違いない。

（土地や城は使い物にならなくても、民は労働力として必要だからな……）

　いずれにせよ、輝夜は『天城の民の安全と引き換えに』という枕言葉と共に、その身柄を美濃国の山奥へと移された。

　そこに用意されていたのは、小さな庵いおりと畑。

　そして、四郎とふたりで暮らすには十分な捨すて扶ぶ持ちだったのである。




「ほら、そこに座りなさい。お昼にしましょう」

　草木が生い茂り、さらさらと小川が流れる緑豊かな場所。

　清流で手を清めて戻ってきた四郎に、輝夜は弁当箱を包んでいた風呂敷を草の上に広げてみせた。

　その上に腰を下ろせば、彼女もぴっとりと横に座った。

　そこが輝夜の定位置なのだ。

「今日のお料理はね、結構がんばったんだから」

「へぇ」

「木下様が紹介してくれた行商人が、色んなものを持ってきてくれたからねー」

「ああ、藤吉郎殿がやっている商家の……」

「そうそう。色々手広くやってるみたいね。武器から日用品までぜーんぶ取り扱ってるんだとか」

「すごいな」

「ほんとにね」

　輝夜は前髪を弄りながら会話を続ける。

「それで、海の幸さちの干物とか、味噌とか、色々と安くしてもらったの」

「なるほど、じゃあそれが今回の弁当に入ってるってことか」

「もちろん全部は使わないわよ？　節約は大事なんだから」

「わかってる。それも込みで楽しみだ、ってこと」

「楽しみだ、じゃないわよ」

　太陽の穏やかな光の下。

　輝夜はぷくーっとふくれてみせた。

「四郎とふたりで、お家でゆっくり食べようと思ったのに」

　少女は不満げな目線を送ってくる。

「なのに、どうして畑仕事なんてしてるんだか。織田家からもらえる扶持で十分食べていけるんだから、働く必要なんてないじゃない」

　畑仕事をしている理由は君にあるんだぞ、とは言わなかった。

　美濃で隠居生活を送るようになり、輝夜は人目をはばからず、公然と四郎と共に生活できるようになっている。

　それが原因なのか、彼女は日常的に四郎を求めてくるようになっていた。

　家を出る癖をつけなければ、一年中、屋敷の中でまぐわい続けるだけの生活になりかねないのだ。

（だが、そんなことを言ったら色々と面倒臭いことになるよな）

　畜生、人生はどうしてここまで思い通りにならないものか。

　四郎は内心で嘆息しつつ、当たり障さわりのない応答をすることにした。

「別に、こうして外で食べるのも悪くないじゃないか」

「そうかしら？　わたしは囲炉裏の側で、しっとりとした雰囲気で四郎と一緒に過ごすのがお気に入りなんだけど」

「夢見がちな乙女でもあるまいし」

「その舌、引っこ抜くわよ」

　どうやら会話の選択肢を間違えてしまったらしい。

　鬼の如き形相を見せる輝夜をなだめるため、甘言を用いる他になくなってしまう。

「恐ろしいことを言うな。せっかくの逢あい引びき気分なのに」

「あっ、逢引……そ、そうね……逢引、ね……」

　輝夜は素っ気なく言い放つと、ふいっと顔を逸らした。

　だが四郎は見逃さない。

　彼女の顔が、すっかり朱に染まっていることを。

「かわいい」

「う、うっさい！」

「かわいい」

「ああもう！　なんなのよ！」

　褒め殺しにされた輝夜は羞恥のあまり、四郎を睨んだ。

　どうやら怒りの成分は、まだ完全に消化されていないらしい。

「あなたね、そんなこと言って……わたしが喜ぶとでも思ってるの!?」

「喜ぶかどうかは問題じゃない。俺が思ったことを口にしてるだけだ」

「う……っ」

「だから、かわいい」

　そう言い放った瞬間、勝った、切り抜けたと確信する。

　これまでずっと彼女にからかわれ続ける人生だったが、逆転の方法をようやく習得できた気がする。

「さすがは輝夜、俺の妻おんなは三国一だ」

「ああっ、もおおっ！」

　少女は四郎の胸をドンと突いた。

　不意打ちに対応できず、四郎は草むらの中に倒れ込む。

　輝夜は慣れた様子でスッと手を伸ばし、ギュッと男の股間を握りしめた。

　弁当箱はいつの間にか遠くに置かれている。

「わかってる、わかってるんだから」

　輝夜はまるで自分に言い聞かせるようにつぶやく。

　自分の意思ではないと、自己弁護するかのように。

「四郎のことよ。わたしを喜ばせて、口説き落として、お外で手籠めにしようって目論んでいるんだわ……」

「おい」

「わたしは先手を打っただけ、悪いのは四郎なんだから。わたしは悪くない」

「待て、それは無理があるぞ」

　だが彼女は、もはや聞く耳すら持たないらしい。

　四郎の着物の合間に手を差し入れ、指で逸物を直じかにまさぐってきた。

（結局、こうなるのか）

　とはいえ、別に嫌ではない。

　身体の相性がいいということもあるのだろう。

　輝夜との情交が気持ちいいことは事実だし、実際に溺れてしまっている。

　だからせめてもの抵抗として、四郎は声をあげた。

「輝夜、弁当は……いいのか？」

　そして彼女からの応答は、

「発情している四郎が横にいたら、安心して食べられないじゃない！」

　というものだった。

　輝夜は肉棒をしごきながら、どんどん大きくなる逸物に陶然としている。

（これじゃ、まるで万年発情期のウサギ夫婦じゃないか）

　そんなことを思いながらも、四郎は抵抗を諦めた。

　こうなったら楽しんだ方がよっぽどいい。

　輝夜の美しい銀髪を撫でれば、その美貌がふにゃりと幸せそうに崩れた。

　そして彼女は、その真っ白な美貌を股間に寄せてくる。

「すごく、濃い臭い……いつものことだけど、くらくらしちゃう……♥」

　すんすんと鼻を鳴らし、うっとりとした表情で少女はささやいた。

　四郎は「汚いぞ」と牽制するも、

「それがいいんじゃない。このすごい臭い、四郎って感じがするもの」

　まったくもって変態的な言葉で応じる幼馴染妻だ。

　そして有無を言わせないとばかりに、輝夜の口唇は大きく開かれている。

「あむ……っ」

　四郎の肉棒が、あっという間に彼女の口腔へ呑み込まれていった。

　すっかり慣れた様子で根元まで咥え込んだ彼女は、肉棒全体をたっぷりと唾液に浸してクチュクチュとすすぎはじめる。

　そして一気に、ズゾゾゾゾとはしたない音を立てて吸引するのだった。

「ぐぅ……っ」

　まるで、四郎の魔羅についていた汗や汚れの一切を洗濯しているかのよう。

　彼女は口をすぼめて吸い上げながら、唇がカリに引っかかるまで──ゆっくり時間をかけて顔を引き上げていく。

「お、おおお……っ!?」

「ん……んふぅ……っ、れろぉ……」

　輝夜はカリ首をはむはむと唇で圧迫しつつ、亀頭を舌で舐め回しはじめた。

　くるくると亀頭全体に舌を這わせ、裏筋を舌先でレロレロと弄る。

　かと思うと舌先を尖らせて、鈴口をチロチロと刺激する。

　四郎を幾度となく射精に追い込んだ舌技を前に、うめき声がもれてしまう。

「んふふっ……んーっ」

　だがすぐに、ちゅぽん、と音を立てて輝夜の口から亀頭が吐き出された。

　一体何事か。そう思って妻の様子を見てみれば、立ち上がった彼女は着物の裾を持ってたくし上げはじめている。

「ね、見て……」

「輝夜、お前……」

　ごくり、と生唾を飲み込む。

　なにしろ彼女の淫裂には、すでに張形が深々と呑み込まれていたのだから。

　この淫乱妻は、最初から野外で交わるつもりだったのだ──四郎は理解した。

　そうでなければ、淫具を膣孔に入れて外を出歩くわけがない。

「四郎のをお口で愛してたら……我慢、できなくなっちゃった……」

　責任、取ってくれる？　輝夜は煽情的な貌かおで問いかける。

　彼女の濃厚な愛液が張形を伝い、雑草の上にぽたぽたとこぼれ落ちていく。

「いや、だめだ」

　股間はすっかり熱り立ち、妻の生膣に種付けすることを望んでいる。

　しかし四郎は獣欲を抑え、ゆっくり立ち上がった。

「まずは一回、お互いに気持ちよくなってからにしよう」

「……うん」

　輝夜は四郎の前で蹲そん踞きよの姿勢を取ると、ちゅっと亀頭に口付けた。

　それから大きく口を開け、また肉棒を咥え込む。

「んふ……っ、ふ……っ、ふぅ……っ」

　下腹に彼女の熱い吐息が吹きかかっている。

　輝夜は口でするのがかなりお気に入りで、一生懸命に奉仕してくれていた。

「んっ、はぁ……んんっ」

　やがてその手が、自身の股間へと伸びていく。

　そして淫裂に刺さっている張形の根元を持つと、じゅぼじゅぼと動かしはじめた。

　出し入れするたびに大量の愛液が掻き出されている。

　それは豊かなお尻を伝わって、草花の上にぼたぼたと滴り落ちていった。

「輝夜は本当に、好色で淫乱な女だな」

「言わないで……」

　輝夜はびくびくと背筋を震わせながら、ねっとりと熱い鼻息をもらす。

　どうやら被虐心をくすぐられたようで、口での奉仕も自涜の動きも、ますます熱の入ったものになっていく。

「ごめんね……しろぉ……んむっ……はぁ、んう……っ」

「なんだ、どうしたんだ」

　頭を優しく撫でれば、輝夜は赤い瞳を潤ませて上目遣いで言った。

「ごめんね、こんなにも淫乱な妻おんなで……本当にごめんね……」

　だが、そうは言いつつも輝夜の手は止まらない。

　張形で淫裂を掻き回しながら、彼女は淫らに慈悲を乞う。

「まあ、それも含めて輝夜だからな」

　くしゃくしゃと銀髪を撫でれば、白人の少女は嬉しそうに微笑んだ。

　彼女の下肢から立ち昇る水音はますます大きくなり、股下の野草はまるで集中豪雨を受けたかのようにドロッドロに濡れている。

「輝夜、そろそろ動いてもいいか？」

「うん、四郎なら……♥」

　そして少女は目を閉じた。四郎は彼女の頭を掴み、ゆっくり腰を動かしていく。

　喉奥を突くたびに感じる、独特の粘膜感がたまらない。

「んぐっ、んんっ……」

　そして輝夜は舌の動きを絶やさず、献身的な奉仕を続けていた。

　このまま彼女の胃に精液を流し込んだらどうなるだろうか。

　そんな思考が脳裏をよぎるのと同時に、精液が腰の奥からどんどん竿に向かってせり上がってくる。

「か、輝夜……俺、そろそろ……」

「ん、んんっ……んんんんんんんっ♥」

　輝夜の耳を触りながら射精間近であることを伝えると、どうやら彼女は耳への刺激で先に絶頂を迎えてしまったらしい。

　腰をビクビク震わせて、舌をピンと突っ張らせてしまう。

　その刺激がたまらないほど気持ちよく、四郎は彼女の頭を抱え込むようにして射精してしまっていた。

「んぶっ、んんんんっ、んぐううううううっ♥」

　さすがの輝夜でも、絶頂している間の口内射精には対応できなかったらしい。

　喉奥から逆流した精液がぶほっと口唇の端から噴き出し、鼻の穴からも白濁液が垂れ流れてくる始末。

　激しく咳き込む妻を見て、四郎は慌てて腰を引き抜くも──その際に前歯にカリッと亀頭が当たってしまう。

　その触感で、四郎はたまらず彼女の顔面に大量の精液をぶちまけていた。

「あ、うっ……輝夜……大丈夫か……？」

　妻の美貌の中も外も、精液で埋め尽くしてしまったのだ。

　さすがに心配になって声をかけると、輝夜はうっすらと赤い瞳を開けた。

「けほっ、けほっ……うぅ……鬼畜……っ♥」

「悪かった、わざとじゃないんだ」

　四郎が謝ると、輝夜は咳き込みながら苦笑する。

「……いいの、嬉しいから。四郎を気持ちよくできたんだもの」

「輝夜……」

「それに、四郎の臭いで包まれるの……すき、だから」

　輝夜はそうささやきながら、白濁で汚染された美貌を四郎の魔羅へ寄せた。

　そして鈴口に接吻し、ちゅるっと吸い上げる。

　管の中に残っていた精液が、余すところなく彼女の口内に収まっていく。

　かと思えば、元お姫様はごっくんとそれをすべて飲み込んだ。

「見て、ちゃんと……ぜんぶ、飲んだわ……」

「…………」

「だから、今度はこっちのお口にいっぱい……四郎のを飲ませて……？」

　輝夜は立ち上がり、木に手を突いてお尻を向けてくる。

　どれだけ腰を叩きつけても絶対に壊れない、ぷりっぷりの極上尻。

　肛門は物欲しそうにひくひくとひくついている。

　そしてその真下にある淫裂には、愛液まみれの張形が埋め込まれていた。

「あぁ……っ、しろぉ……っ♥」

　おもむろに張形をずぼりと引き抜くと、輝夜が甘えるように名前を呼んでくる。

　今すぐ肉棒を叩き込みたくなる衝動を、すんでのところで抑え込みながら──この張形をどうしたものかと四郎は思い悩む。

　鼈べつ甲こう製のこれは、年季の入った高級品だ。

　下手に投げ捨てて失くしでもしたら、輝夜はきっと悲しむだろう。

「あ……や、やだ……ひうっ!?　や、ふぁ……ああ……っ！」

　なので四郎は考えるのを止め、張形を輝夜の肛門に収めることにした。

　ふわふわでとろっとろな輝夜の排泄孔は、難なく淫具を咥え込む。

　それを指先で摘まんで出し入れすると、輝夜は凄まじい嬌声をあげながら身を震わせた。

「や、やぁ……っ、しろぉ……っ、これ、なんだか男の人たちにお外で強姦されているみたいで……っ、やぁっ、ふあああっ♥」

　例の枕絵の知識由来なのか、とんでもないことを口走る元お姫様だ。

　そんな彼女の高貴な尻孔に張形を出し入れするたびに、肛門からはぐぽぐぽと卑猥な音が響いている。

　それは本来なら聞いてはならないはずの音で、四郎の心はたちまち背徳感と興奮で打ち震えた。

「輝夜、そろそろ挿れるからな」

「えっ……こ、このまま……？」

「ああ」

「そ、そんな……」

　輝夜はそう言いながらも、顔を紅潮させている。

　初めての二本挿しに、どうやら強い興奮を覚えているようだ。

　淫裂はきゅんきゅんと収縮を繰り返し、濃厚な愛液をさらに滴らせている。

「いくぞ、輝夜」

「う、うん……♥」

　入り口に亀頭を押し当てると、くちっと水音が立つ。

　そして腰を押し進めば、たちまち熱くぬかるむザラザラ感が押し寄せてきた。

「あぁ、ああああああ……っ、ふあ、あああああっ……！」

　輝夜は相変わらず締まりがよい。

　男殺しの膣孔をゆっくり進めば、やがて子宮口にぐにゅりとぶつかった。

「あっ、ああああっ……んふぅ……っ、んあぁあぁあっ♥」

　肛門に張形を、そして女陰に肉棒を突き込まれたことによる圧迫感。

　輝夜はそれに激しく悶え、はしたなく喘いでいる。

　珍しく逃げ腰な幼馴染妻の腰をガッチリ掴んで引き戻し、四郎はぐりぐりと子宮口を圧迫していく。

「や、やだぁ……っ、変なところ……入っちゃう……っ」

「安心しろ、さすがに輝夜を壊すようなことはしない」

「ん、ふぅ……っ」

　ぷりぷりとしたお尻を優しく撫でれば、輝夜は安心したような吐息をもらした。

　すると四郎の魔羅を歓迎するように、肉壁がうねうねとうねりはじめる。

　四郎はその性感を堪能しつつ、ゆっくりと腰を動かしていく。

「あ、あぁ……当たってる、当たってる……っ！　なんか。変なかんじ……っ」

　どうやら四郎が動くたび、張形と肉棒がぶつかっているらしい。

「ふぁっ、んあああああああっ」

　そのせいか、輝夜はいつも以上に激しく乱れていた。

　上半身をくねらせながら、腰をふりふりと振っている。

「やだ、すご、いぃ……っ。おま×こもおしりも、すごく……いい……っ♥」

　次第に大きくなりはじめた輝夜の淫らな腰振り。

　それにただならぬ興奮を覚え、四郎は豊尻を手痕がつくほど強く握りしめた。

　真っ白な肌はしっとりと汗で濡れ、これ以上ないほどの密着感がある。

「しろぉ、しろぉ……っ、むね、むねがくるしいの……っ」

　お尻をぐにぐにと揉みしだいていると、輝夜が切なそうにおねだりしてきた。

　四郎は苦笑しながら、身体をぐっと前に倒す。

　そうしないと彼女の胸に手が届かないからだ。

「んひぃ……っ!?」

　だが、どうやらそれがよくなかったらしい。

　腰が密着したことで、輝夜のゆるゆるな肛門に──張形がにゅるんと完全に入り込んでしまったのだ。

　慌てて腰を引こうとするが、輝夜は「もっともっと」と腰を振っている。

　──もはや、この幼馴染妻の限界がわからない。

　四郎はそのまま、彼女の胸に腕を伸ばして鷲掴むことにした。

「ああっ、あああああっ、しろぉ、しろぉ……っ、ゆるして、ゆるしてぇ……っ♥」

　肛門に張形を収め込み、背後から肉棒でガンガン突かれて身悶えする淫ら妻。

　こんなにもいやらしい彼女を知っているのは、自分だけなのだ。

「やだ、やだぁ、こわれちゃう……わたしっ、こわれちゃううううううっ♥」

　存分に壊れるがいいさ。お前は俺だけの女なのだ。壊れたところで一生かけて繕って、ずっと手元に置いて可愛がってやる。

　そんな強烈な支配欲が、四郎の中でどんどん込み上げてくる。

　同時に、早くこの雌に自分の子供を産ませなければならない──という使命感じみた雄の衝動も押し寄せてきていた。

「あっ、あっあっあっ……あああああっ♥」

　原始的かつ暴力的。そう評されても仕方がない野獣並みの抽送を繰り返していると、輝夜の全身が縮こまりはじめた。

「ふぁっ、あっ、ああ、ああ……っ、だめ、いく……いくいくいくいく……っ!!」

　輝夜がグンと背を反らし、甘ったるい絶頂の声をあげた。

　その瞬間、四郎も腰に渦巻いていた射精衝動を一気に解き放つ。

　どぶどぶどぶっ──と粘性の高い孕ませ汁が一気に放出されて、輝夜の子宮と膣孔をたっぷり潤わせていく。

「あ、あぁああぁ……んっ、ふああぁ……っ♥」

　どうやら深い絶頂だったようで、輝夜はしばらくびくびくと腰を震わせていた。

　膣壁はギュウギュウと収縮し、四郎の雄肉を締め上げ続ける。

　愛する女性の中を自分で満たすのは、やはり至上の悦楽だった。

「ああああ……熱い、すごく熱いの……お腹の奥が、ぽかぽかする……っ♥」

「ああ、輝夜がいっぱい締めつけてきたからな」

　なでなでと頭を撫でれば、輝夜は甘えた声で訊いてくる。

「ねぇ……いたく、なかった……？」

「まったく。それどころか気持ちよすぎたくらいだ」

「うん……わたしも、気持ちよかった……♥」

　満足感と共に四郎は腰を引く。

　膣口からどぶっと白濁液が勢いよく噴き出し、野草の上に撒き散らされた。

「あ、やだ……あっ、ああああっ……みない、で……っ」

　そしてほぼ同時に、輝夜の肛門がひくひくっとうごめいた。

　にゅるりと張形がひり出され、ブボンと音を立てて放出される。

　腸液でぬめるそれは、ころころと転がりながら陽光に照らされ輝いていた。

「ああああ……こんな姿を見られたら、お嫁さんに行けなくなっちゃう……っ」

　あまりの羞恥心で混乱しているのだろう。

　輝夜は顔を真っ赤にして、そんな泣き言をもらしている。

　もうお前は事実上、俺の女つまだろうが──とは突っ込まない。

　ぺたんと女の子座りをして、両手で顔を隠して身悶える彼女の姿があまりにも可愛すぎたからだ。

「輝夜、悪かったな。ほら、こっちにこい」

「あ、しろぉ……っ」

　四郎はあぐらをかいて、泣きべそをかく妻を抱き寄せる。

　そのまま容赦なくずぶりと膣孔を貫けば、たちまち少女は喉を反らして嬌声をあげてしまう。

「あああああああっ、いやぁ……っ、ゆるして、こわれちゃうから……っ」

「よく言う。いつも俺の上に跨って、散々に腰を振ってるくせに」

「そんな……っ、あぁっ、でもいい……っ、やっぱりおちん×ん、いい……っ」

　四郎は対面座位で、ゆさゆさと輝夜を揺すりはじめた。

　露わになっている彼女の豊かな胸の谷間。

　そこに顔を押しつけながら、すぅっと深呼吸する。

　彼女の甘酸っぱい汗の香りが鼻腔を満たし、強い興奮を覚える。

「ああっ、しろぉ、しろぉ……っ、いい、いいっ……すごいのぉ……っ」

　必死に抱きついてくる輝夜を相手に、四郎は腰を突き上げていく。

　じゅぶっ、じゅぶっといやらしい粘音と、甘ったるい嬌声が山奥に響き渡る。

「もっと、もっと……っ、もっとわたしを、めちゃくちゃにしてぇ……っ！」

　座位は男側が大きく動けない欠点があるが、反面、密着感がものすごい。

　四郎は胸から顔を離し、一生懸命に唇を求めてくる輝夜と接吻。

　同時に、ずっしりと重みのある乳房を掬い上げるように揉みしだいていく。

　コリッコリに硬く勃起した乳首を手の平に感じ、早くここから母乳を分泌させたいという思いが加速度的に込み上げてきた。

「んぅ、ちゅっ、ちゅるっ、ぢゅるるるるっ、んはぁ……っ」

　輝夜が唇を離し、四郎の両肩に手を乗せる。

　そして激しく腰を振りはじめ、円を描くような運動を見せた。

　目の前でゆさゆさと大迫力で揺れている乳房に、四郎はたまらず吸いついた。

　硬く凝り固まった乳首を強く舐めしゃぶり、ちゅうちゅうと吸い上げていく。

「んんんっ、あああああっ、もう、止まらない……っ♥」

　淫らな腰振りで雄肉を求める輝夜。

　四郎は彼女の動きに合わせて腰を突き上げながら、互いの絶頂へ向けて一気に駆け上がっていく。

「おねがいっ、ぐりぐりって……わたしのおくっ、ぐりぐりってしてぇ……っ♥」

　亀頭を子宮口に擦りつけながら、輝夜は淫売顔負けのセリフを垂れ流す。

　どちらの体液かもわからない、どろりと白濁した汁が結合部から滴っていた。

　よく泡立ったその気泡が弾けるたび、互いの脳髄を焼き焦がすような香りが立ち昇っていく。

「しろぉ、しろぉ……っ、あいしてる、あいしてるの……っ、おねがい……うませて、あなたのあかちゃん……ほしいの……っ♥」

「ぐ……っ」

　ふやけて伸びてしまうほど乳首を吸い上げていた四郎は、ようやく口を離した。

　そしてひたすら愛を訴える輝夜の唇を奪い、舌を絡めながら、射精に向けた動きを加速させていく。

「んひゅ……んふぅ……っ、いく……あああああ、またいく……いくいくいくいくっ……ああ、ふあああああああっ♥」

「輝夜……っ！　俺も、射精でる……っ！」

「ああっ、あああああああああああああああっ♥」

　四郎の肉棒が大きく爆はぜ、鈴口からとんでもない量の精液が放たれた。

　もう三回目の射精なのに、それをまったく感じさせないほどの奔流だった。

「あぁ、あああっ……しろぉ……っ、んんんんっ♥」

　輝夜は四郎を掻き抱きながら、その肢体を幸せそうに痙攣させている。

　膣内もぎゅっと縮こまり、彼女の盲目的な愛情を一生懸命に伝えていた。

「もぉ……おなか……入らな、いぃ……っ♥」

　輝夜のうわごとを聞きながら、精根尽き果てるとはこのことか──と実感する。

　体力の限界を超えてしまったようで、まるで動くことができない。

　しばらく抱き合って息を整えていると、輝夜がそっと身体を前に倒してきた。

　共に倒れ込み、四郎は事後の気怠さを味わいながら接吻に興じることにする。

「ん……っ、ちゅっ……ちゅっ……」

　輝夜は唇を触れ合わせながら、そっと手を重ねてくる。

　彼女が何を望んでいるのかは明白だった。

　四郎は彼女と指を絡ませ合い、しっかりと握りしめる。

　疲労感はとてつもないが、それに見合うだけの幸福感と充足感があった。

「すてき、だったわ……。惚れ直しちゃったかも……うふふっ」

「輝夜も、かわいかったぞ」

　四郎の肉棒がしおしおと小さくなり、ちゅるんと膣孔から抜け落ちる。

　するとドボドボと白濁液が流れ出し、互いの下腹をべっとり濡らしていった。

「ごめんね、しろぉ……後始末しないと……でも、眠く、なって……」

　そして輝夜は意識を失い、すうすうと寝息を立てはじめた。

　彼女の汗だくな後ろ髪を撫でながら、四郎も瞳を閉じる。

　昔から共に育った美しい少女。

　気負うことなく接することができて、すぐ隣にいるのが普通の間柄。

　そして互いが最大の理解者同士という関係。

　──そんな彼女と、これからもずっと手を取り合って生きていきたい。

　四郎はそう願っているし、輝夜もそう思っていることは間違いない。

「しろぉ……すき……だいすき……♥」

　彼女は四郎の上で寝息を立てながら、そんな寝言をもらしている。

　愛おしくて愛おしくてたまらなかった。

「輝夜、俺もだ……」

　全身を包む疲労感に屈し、四郎もまどろみの世界へと旅立っていく。

　予知夢じみた淫夢は見なかった。

　今の四郎が見ているのは、輝夜と子供をあやしている己の姿だ。

　狭いながらも楽しい我が家。

　それが本当に実現すればいいなと──四郎は夢の世界を漂いながら微笑んでいた。
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